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一幕　暴露





「昔、『黒魔法』と呼ばれていたそうだね」

　夕焼け。

　一人の少年。

　わたし。

　彼の言葉が耳に届くたびに、わたしの心がざわめく。

　どうして、そんなことを知っているの？

　どうして、そんなことを言うの？

「君が魔法を使うことは知っているよ」

　衝撃的な一言。

　なぜ彼がわたしの秘密を知っているのかは分からない。

　ただ、わたしに危機が迫せまっているのは確かなようだった。



　空そら口ぐち真ま帆ほはネクラである。

　空口真帆っていうのは、わたしのことなのだけど、最初の宣言どおり、わたしは全力でネクラ少女なのだ。人の目を見て話すことなんか絶対に無理だし、知らない人と会話することも不可能。たくさん人間がいるところでは、ステルス戦闘機よりずっと高度な迷彩で人の波に隠れてしまうし、たとえ一対一の場面でも、相手がわたしの存在に気がつかないことだってある。

　そんなわたしに安あん寧ねいと楽しみを与えたのが、古いにしえの呪じゆ術じゆつと呪のろわれし魔法の数々だった。そう、わたしはオカルト趣味に魅了され、暗黒面に心ひかれていったのだ。これが中学生くらいの頃ころ。

　やがて、わたしは『黒魔法』と呼ばれるようになった。きっと、そのあだ名にはわたしの趣味だけじゃなくて、小こ柄がらで猫背でいつも俯うつむき加減であるというわたしの外見的印象も加味されているのだと思う。空そら口ぐち真ま帆ほの、『空』を音読みにすれば『くう』、『口』はカタカナの『ロ』というわけ。考えた奴やつは、なかなか頭をひねったじゃないか。口をカタカナで読ませるっていう発想は面白いね。ごめん、やっぱり嘘。わたしは全然面白くない。陰で呼ばれるこの誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようにより、わたしは心的外傷を受ける……ほどか弱い女の子ではないので、ますます闇やみの儀式に熱中するようになった。目的はもちろん、自分をあざ笑う敵を呪うため！

　それが、ほんの数ヶ月前の話。

　そんなわたしは大きく変わっていた。

　部活に入った。クラスの友達ができた。仲間ができた。優しく面白い先輩ができた。鬱うつ陶とうしい後輩ができた。アホな顧こ問もんの先生がやってきた。

　後半は、わたしにいい影響を与えているか疑わしい連中だけど、この数ヶ月間でわたしは大きく変化していた。そして、何よりわたしは生まれて初めて恋をした。

　典型的な片思い。足あ掻がいて喚わめいて騒いでも届けられない気持ち。だけど、それはわたしにとって初めての、本当に大切な人。

　半年も経たたないうちにこんなに人は変わるものかと、自分でも思う。けれども、人が変わるときなんていうのは、そんなものかもしれない。どんなきっかけだったとしても、変わるときは大きく変わるのだろう。

「真帆ちゃん？」

　ぼおっと窓の外の入道雲を見ていたわたしは、その言葉で現実世界に引き戻された。電車が駅に着き、ドアが開く。外の暖かく膨ぼう張ちようした空気が車内に入り込んできた。

「あ、はい。ごめんなさい。ぼけっとしてて」

　わたしの隣に座る少女は、不ふ思し議ぎそうな顔でわたしの顔を見た。可愛らしい大きな目を輝かせ、少女こと弓ゆみヶが浜はま三み癒ゆ先輩はわたしに顔を向ける。見た目は小学生や中学生だと言われても違和感がないかもしれない。しかし、彼女は立派な高校生。しかも、わたしの先輩の高校三年生だった。不老不死の研究をしているオカルト教団とかに見つかったら、体をバラバラにされてしまうかもしれないくらい、三み癒ゆ先輩は童顔で小こ柄がらだ。二つにまとめてつんつんととがった髪が、外から侵入した熱風で揺れる。

「疲れているんですか？　ちゃんと寝ていますか？　明日は登校日ですよ、ちゃんと分かってますか？」

　三癒先輩はわたしに対して敬語を使う。いや、この小さな先輩は誰だれに対しても敬語を使う。初めは不ふ思し議ぎだったが、今ではそういうものなのだと納得している。

「大丈夫です。本当に、ただぼおっとしていただけですから。ちょっと、今までのことを思い出していて……」

　わたしは視線を窓の方に戻す。紺こん碧ぺきから水色へのグラデーションがかかった空の真ん中で、太陽が強烈な勢いで照っている。下から雪山か綿わた菓が子しみたいに聳そびえ立つ雲は、その太陽の光を浴びて、純白の体を輝かせている。世界がこんなに輝いて見えるようになったのはいつからなのだろう。

「今までのことですか。う～ん。真ま帆ほちゃんが入部してから、色々ありましたよね」

　ドアが閉まり、電車が動き出す。車内のクーラーによって、外へ逃げてしまった冷気が補充される。わたしは、ただただ空と雲と広がる田園だけを見ていた。夏休みに浮かれる薄着の子どもたちが自転車で全力疾走している。世界はどこまでも平和だった。

「神門ごうど君が劇の途中に飛び出してきちゃったこともありましたよね」



    

  
    
      



    

  
    
      　三み癒ゆ先輩が笑いながら言った。わたしとしては、あの事件はとても笑い事では済まされないことなのだが、今となって悪くない思い出なのかもしれない。……いや、いくら時の流れが記憶を美化したとしても、あれは最悪の出来事だったな。

「そうですね。あれは、本当に、もう……」

　心の中では無数の罵ば倒とうワードが浮かんでいたのだが、隣に座る純じゆん朴ぼくな高校生にその悲ひ惨さんな言葉を聞かせるのは憚はばかられた。

「でも、神門ごうど君も見違えるくらい真面目まじめになりましたし、今度の大会は安心ですね」

　今度の大会。

「はい。というか、あんなことを毎回したら、本当に磔はりつけですよ。串刺しですよ。火ひ炙あぶりですよ……」

　わたしはついつい本音を漏もらしてしまった。

「ん？　今何か言いました？」

「いえ、何でもないです。次の大会が楽しみだな、と思って……」

　自分の声の小ささと滑かつ舌ぜつの悪さに救われることがある。だけど、これは舞台の上に立つものとして致命的だ。まぁ、入部当初に比べればずっとよくなったと思うんだけどね。

「あ、もう次の駅ですね」

　三癒先輩がそう言って網棚の上から大きな荷物を下ろす。彼女はいつも巨大なリュックサックに大量のものを詰め込んでいた。背伸びをして、網棚からものを下ろそうとするその仕し草ぐさは純粋に可愛い。

　電車から降りると、想像通りの熱気がわたしたちを取り囲んだ。ローカル線の無人駅のため、駅は完全に屋外だ。うだるような暑さから身を守るものは、頭上にある老ろう朽きゆう化かした屋根だけ。わたしたちは、心もとないそのオアシスを抜け出し、駅から出た。

「今日もコンビニ寄っていっていいですか？」

　殺人的な暑さの中、駅から直接学校まで行くのは大変だ。わたしと三癒先輩は、夏休み中に学校へ行くときは、いつもコンビニに寄っていた。そこである程度涼み、飲み物を買う。わたしは小さく頷うなずき、先輩に従って駅の近くのコンビニに入った。

　さっき電車の中で感じていた気温と同じくらいの冷たさの空気が、コンビニの中に充じゆう満まんしていた。わたしたちがペットボトルのジュース売り場に向かおうとしたとき、よく知った顔を見つけた。

「お！」

　男子高校生が二人。雑誌売り場のところで、雑誌を立ち読みしていた。

「真ま帆ほじゃん」

　そのうちの一人が、満面の笑みでわたしの方に近づいてくる。わたしは彼が近づいてくる速さと同じ速さで、後ろに下がった。

「逃げるなよ」

「なら、近づくな」

　わたしは厳しい視線を近づこうとする少年に向ける。背はわたしよりも少し高いくらいだから、男子としては小さい方だといえる。茶色がかった髪を乱立させた攻撃的な髪型。胸には大きな銀の髑どく髏ろのネックレス。こいつは明らかに不良だ。いくら顔が可愛らしくても、この男、神門ごうど裕ひろ貴きは非行少年なのだ。なお、この男は高校一年生でわたしと同じ演劇部。高校二年生であるわたしの後輩に当たるのだが、先輩を全く敬おうとはしない。ここが既すでに常識知らずといわざるを得ない。これがゆとり教育の弊へい害がいなのだろうか。

「寄るな、不良がうつる」

「うつるわけないだろ。というか、真ま帆ほはいつまでオレを不良扱いするんだよ」

「寄るな、アホがうつる」

「うつるか！」

　わたしは彼との距離を保ちつつ、三み癒ゆ先輩の方へと避難する。三癒先輩は苦笑いだ。

「あんまりコンビニでさわいじゃダメですよ」

　小さな先輩に、まるで子どものように諭され、わたしは恥ずかしくなった。しかし、神門は少しも恥ずかしそうにしない。きっと、自分は怒られていないと思っているのだ。

「問題起こして、生徒会にまた活動停止とか言われたらどうするんだよ」

　雑誌を読んでいた、もう一人の男子高校生が言う。背が高く、がっちりした体格。少し日焼けした腕を腰にあて、彼も苦笑していた。

「神門君は、湊みなと山やま君と一緒に学校来ているんですか？」

　三癒先輩が驚いている。湊山君というのが、立ち読みをしていた男の先輩のことだ。ちなみに、彼も演劇部。確かに、湊山先輩と神門は少し前まで仲が悪かった。最近はそうでもないと思っていたのだが、仲良く一緒に登校するほどまでに、二人の関係は進展していたのだろうか。

「違うよ。ここで偶然一緒になっただけだよ」

　湊山先輩のその言葉に、神門も頷うなずいた。まぁ、二人で一緒にいられるようになっただけでも、昔から比べれば大きな進歩だろう。

「それじゃあ、みんなで学校へゴー！」

　買い物を済ませた三癒先輩を先頭に、演劇部一同はコンビニを出て、学校を目指す。何も買わないわたしにも、ありがとうございました、と店員さんは言ってくれた。ごめんなさい。次はきっと何か買います。

　靴の底を溶かしてしまいそうなアスファルトを軽い足取りで進んだ。こうやって、仲間と歩く。たったそれだけのことなのに何だかとても楽しかった。

　何のことはない、ただの日々。

　ありふれた時間。

　特別なことなんて少しもない瞬間。

　そんな愛すべき日常の上を、わたしは清すが々すがしい気持ちで歩いていた。緑の木々がつくる木こ陰かげに入る。そこは、学校の正門だった。マラソンをするテニス部の部員たちが、わたしたちの横を通り過ぎる。大会が近い吹奏楽部の音合わせの音色が校内に響く。野球部の声、サッカー部のホイッスル。夏休みだが、学校には活気があった。それは、普段の学校とは違う、少し穏おだやかで、ゆったりとした活気だった。

　わたしたちは体育館へ向かう。

「それにしても、暑いな。何でこんなに暑いんだろうな」

　湊みなと山やま先輩が太陽を憎らしげに見上げる。

「夏だからですよ」

　三み癒ゆ先輩の当たり前すぎる返答に、湊山先輩はため息を漏もらす。

「そんなのは分かってるよ。それにしても、暑すぎじゃないかってこと」

「ラニーニャの影響とかがあるみたいです」

　わたしはこの前テレビで得た知識を小さな声で披ひ露ろうしてみる。

「それブラジルのサッカー選手だろ？」

　わたしの豆知識も、神門ごうどの無知の前ではその効力を失ってしまうな。この不良少年め！

「さ、暑い暑いって言っている間に、着きましたよ！」

　強い日差しでも汗一つかかず、わたしたちの練習場は毅き然ぜんと建っている。

　体育館の窓は全すべて開かれ、中に少しだけ風が入り込むようになっていた。靴を履はき替え、体育館の中へ。今はまだ午前中。バスケ部やバレー部の練習は午後かららしく、この時間に体育館を使うのはわたしたち演劇部だけだった。

　いつも下りている緞どん帳ちようが、今日は上がっている。ステージの上にはライトもつけられていた。既すでに部員が来ている証拠だ。

　ステージの上には髪の長い少女が一人と、三つ編みの少女が一人。二人とも既に体操服に着替え、臨りん戦せん態勢でわたしたちを待ち構えていた。そして、まだ制服姿の男子学生が一人。わたしは彼の姿に焦点を合わせる。

「しのちゃーん！」

　体育館に入るなり、三癒先輩がステージに向かって叫んだ。演劇部の部員以外は誰だれもいないとはいえ、突然叫ぶのはいかがなものだろうか。わたしは、三癒先輩の絶叫に驚き、心臓のビートを少し速めた。だけど、わたしの鼓こ動どうが速くなったのは、驚いたからだけではない。わたしの瞳ひとみに映る先輩の姿が、わたしの体温をじわじわと上げていく。

　しのちゃんと呼ばれた女子部員は、少しも動じることなく、しとやかにこちらに向かって手を振る。隣の少女も楽しそうにわたしたちに手を振った。

　その隣で、彼は笑っていた。

　あまりにも見つめすぎていると、ばれてしまうかもしれない。それに気づいて、わたしはどきどきしながらすっと視線を外す。そして、恥ずかしさと嬉うれしさの入り混じった気持ちで、ステージの上へと向かった。

　信頼できる仲間たち。笑いあえる友人たち。大切な人。

　たとえ青臭いと笑われようとも、くだらないと馬ば鹿かにされようとも、わたしにとってそれらはかけがえのない宝物だった。

　演劇部の大会は近い。わたしはみんなで一緒に、一つの目標へと向かうことの一体感で、気持ちが高こう揚ようしていた。



「それじゃあ、もう一回」

　そう言われて、全員が最初の場所に戻る。

　既すでに、何度繰り返したか分からない。覚えていられないくらいに、わたしは舞台の上で大声を出し、動き、感情を伝えた。

　バスケ部やバレー部が練習に来たため、ステージの緞どん帳ちようは下ろされた。風の通りが悪くなったうえに、空間的な圧迫感も手伝い、ステージ上は蒸むし風ぶ呂ろのような状態だった。その中で、みんな額ひたいに汗を浮かべながら必死に動いている。

「空そら口ぐちさん、もう少し大きく動いてみて。それじゃあ、後ろの観客には伝わらない」

　部長からわたしに指示が出る。

　さっきわたしが見とれてしまっていた人こそ、部長の一いち之の瀬せ拓たく馬まだ。すらりと伸びた背の高い姿は、少し弱々しく見えないこともないけれど、しなやかで美しい。女のわたしが羨うらやましくなるような綺き麗れいな髪はふわりと揺れ、顔はそこらの芸能人よりもずっと整っていた。ただ、今は少し表情を険けわしくし、厳しい言葉を飛ばしている。

「は、はい」

　わたしはおどおどと返事をし、できるだけ言われたことに忠実になろうとする。

　別に怒ど鳴なられているわけでも、叱しつ責せきされているわけでもない。だけど、いつも優しい一之瀬先輩にはっきり注意されると、何だか少し怖くなって態度がおかしくなってしまうのだ。

「『過去』から逃げることはできないの。だって、『過去』は変えられないのだもの」

　わたしは僅わずかに緞帳の方に意識を向けながら言う。頭の中では、その向こうに満員の客席があった。

「ねぇ、どうしてそんなことを言うの？　ねぇ……ねぇ！」

　長い黒髪の少女がわたしに向かって問いかける。普段は物静かな印象の彼女が、今は少し取り乱して見える。もちろん演技なのだが、その様子は真に迫せまっていた。彼女は雛ひな浦うらしの。先ほど、ステージの上で落ち着いて手を振っていた部員だ。わたしと同学年なのだが、わたしなんかよりもずっと大人に見えるし、演技もずっと上手だ。

　わたしの瞳ひとみは、雛ひな浦うらさんを捕らえる。

　登場人物の気持ちを考えなきゃ。役になりきらなきゃ。

　わたしの役は病やまいの少女。お見舞いにやってきた少女と語るシーン。ちなみに、もうすぐわたしは実際に死んでしまう運命にある。役の中だけどな。

　不ふ治じの病。見えない希望。先のない道。そんな中で、少女は何を感じ、何を考え、何を語るのか……。

「わたしには『未来』がないの。そんなわたしが『過去』を語るのは、悪いことなの？」

　その台詞せりふに、わたしはリアリティが持てない。想像が脚本に追いついていない。一体、どういう状況にまで追い込まれれば、そんな言葉が出てくるのか……。

　ああ、難しい。

　練習はそれからもまだまだ続いた。夕ゆう闇やみが街を飲み込む頃ころ、一いち之の瀬せ先輩が練習を中断し、全員を集めた。

「今日はここまでにしようか」

　この練習で成果が出たので今日はこれで十分、という感じではない。本当はもっと練習したいのだが、時間と体力から考えて、これ以上は効果が薄い、という判断なのだと思う。事実、そろそろ体育館を出なければいけない時刻だったし、一之瀬先輩は一度も満足そうな顔をしていなかった。それは、他ほかの先輩たちも同じで、みんなまだまだもっといい芝居ができるのではないか、という気持ちを持っているようだった。

　わたしだって、それは感じる。だけど、もやを掴つかんで藁わら人形を作るようなもので、どうすればいい形になるのか、どうすればいいものができるのか、皆かい目もく見当もつかなかった。

「真ま帆ほちゃんさん」

　少し落ち込むわたしの背中が叩たたかれる。まだ紹介していない最後の部員が、わたしに優しく話しかけてくれた。

「元気ないよ」

　短い三つ編みを揺らし、彼女はわたしの顔を覗のぞき込む。わたしは作り笑いを浮かべて、大丈夫です、と呟つぶやいた。

「そんなこと言ってもダメ。わたしはちゃんと分かって……って、ミキャ！」

　突然、少女はその場でくるくる回り始めた。すると、その体から大きなセミの鳴き声が。どこから入ってきたのか、五匹ものセミが彼女の背中に張りついていたのだ。

「わわわ！　助けて！」

　彼女の名前は宮みや脇わき弥生やよい。その特筆すべき特徴は、透き通るような白い肌と不幸を引き寄せる圧倒的な引力だろう。彼女が歩けば道が陥かん没ぼつし、彼女が待てば隕いん石せきが降ってくる。……というのは少し大げさだけど、それに極めて近いことを彼女は数多く体験していた。つまり、彼女は徹底的に運がないのだ。

「取って取って取って取って、あと鳴くのをやめさせて！」

　くるくる回りながら、宮みや脇わきさんは泣く。そう言われても、セミを手て掴づかみするのは嫌いやだし、回転する宮脇さんの背中に手を伸ばすことは難しい。そんなわけで、わたしはなかなか宮脇さんを助けられないでいた。

「ほら」

　わたしの背後で声がしたかと思うと、しなやかな腕が宮脇さんの方へ伸びた。次の瞬間、回転する宮脇さんの背中から、その手は正確に五匹のセミを全すべて掴つかみとった。そんな神かみ業わざをできるのは、変わり者ぞろいの演劇部でも一人しかいない。

「お姉さま……」

　宮脇さんが恍惚の表情に変わる。彼女を救ったのは、雛ひな浦うらさんだった。宮脇さんは、雛浦さんへの感情が高ぶると、雛浦さんのことをお姉さまと呼ぶ。そこにどんな意味があるのかは分からないし、わたしは恐ろしくてとても尋たずねる気にならない。ただ、そういう事実があることは確かだった。

「外から入ってきたのかな。あと僅わずかな一生だ。こんな狭い体育館で終わらせるのはかわいそうだね」

　雛浦さんが掴んでいるセミたちは、大人しくしている。昆虫とはいえ、弱肉強食の摂せつ理りを分かっているのだろうか。それとも、雛浦さんのオーラがセミたちを黙らせているのか。何にせよ、雛浦さんはそのまま体育館の外へと出て行った。その様子はちょっと怖かった。

「……素す敵てき」

　宮脇さんが真まっ直すぐ雛浦さんを見て呟つぶやいた。宮脇さんの様子もちょっと怖かった。

「今すぐ出れば、十五分の電車に間に合いますよ」

　色々な心配で頭がいっぱいになっていたわたしに、三み癒ゆ先輩が声をかける。確かに、急げばすぐに電車に乗れそうな時間だった。わたしたちは体育館の二階にある放送室に駆け込み、急いで着替えをすませる。

　ものすごい勢いで飛び出す三癒先輩と、それに続こうとするわたし。

「さようなら。気をつけてね」

　一いち之の瀬せ先輩は、そんなわたしたちを見て苦笑していた。

「あ、は、はい。さようなら！」

　わたしは恥ずかしくなって、まともに一之瀬先輩の方を見ないまま、簡単に一礼すると、すぐに三癒先輩を追った。ちなみに、宮脇さんも電車で帰るのだけれど、未いまだにぽおっとしていたので、わたしたちは先に帰ることにした。

「今日こそ十五分の電車に乗りますよ！」

　別に急いで帰らないといけない理由はない。だけど、三み癒ゆ先輩はなぜかその電車にこだわっていた。きっと、特に理由のないそんな目標を細かく設定して、人生にメリハリをつけているのだと思う。

「は、はいぃ」

　一方のわたしは三癒先輩についていくのに必死だ。わたしは演劇部の中でダントツに体力がない。小さな体たい躯くに強きよう靭じんなエンジンを積んでいる三癒先輩に追いつくのは、練習後のわたしにとって最後の筋力トレーニングと同じだった。

　今日はそんなに一いち之の瀬せ先輩と話せなかったな……。酸素があまりまわっていない頭に言葉が浮かぶ。明日は登校日だけどその後に練習があるはずだし、明後日あさつてだって練習がある。そこでまた会える。また話せる。

　だけど……。

　わたしは、一之瀬先輩に会えるだけでは満足しなくなってきている。彼と会って、彼と話して、彼と接して、彼のことが分かるにつれて、一緒にいるだけでは嫌いやになっている。もっと、もっとという気持ちが強くなる。わたしはこんなに彼のことが好きなのだ。一之瀬先輩だって、わたしのことを好きでいてほしい。

　これはエゴだろうか。もしも、これがエゴだというのならば、きっとこれは恋という名のエゴだ。無理だと分かっていても、心は求めている。

　わたしは一之瀬先輩の恋人になりたい。

　夕方になり、外は少し涼しくなっていた。茜あかね色いろの太陽の光を受けて、部活帰りの生徒の中を三癒先輩が走っていく。時々こちらを向いて、大きく手招きする。

「真ま帆ほちゃん！　早く早く！　あと二秒で駅まで行きますよ！」

「む、無理です……」

　今のわたしは幸せだ。動どう悸きは激しくなっているが幸せだ。たとえ、一之瀬先輩と付き合わなかったとしても、今の状態が続くのならば、それはそれでいいのかもしれない。下へ手たなことをして、部内の人間関係がぎくしゃくするのは嫌だ。

　それならば、一之瀬先輩が他ほかの女性と付き合うのを許せるのか。まぁ、わたしが許すとか許さないとかの問題じゃないんだろうけど、素直に祝福できるとはとても思えない。そうなると、やっぱりわたしが一之瀬先輩と付き合うというのが、きっと自分が一番望む結末なのだろう。

　全く、わたしほど何がしたいのかよく分からない生き物も珍しいと思う。

　三癒先輩は相変わらず大きな動作で手招きをしている。わたしは急いで小さな先輩に追いつこうと、ない体力を搾り出す。

「空そら口ぐち真帆さん」

　聞き覚えのある声が耳に届いた。わたしは足を止め、声の主の方に視線を向ける。その声にはあまりいい思い出がない。

「少しいいかな」

　優しい口調。優しい瞳ひとみ。だけど、わたしが彼を見て一番強く感じるのは得体の知れない恐怖だった。一いち之の瀬せ先輩より少し背が高く、その体つきはやや華きや奢しやな一之瀬先輩よりもたくましい。柔にゆう和わな雰ふん囲い気きを漂わせているが、その根底にどこか攻撃的な要素があった。

「えっと……」

　わたしはその人が何者なのか知っている。しかし、名前を思い出すことができなかった。

「空そら口ぐちさんには自己紹介をしていなかったね。ぼくの名前は吉よし野の竜りゆう司じ。よろしく」

　吉野……。彼はわが高校の生徒会長だ。

　以前から、演劇部は生徒会とたびたび衝突している。どうして、生徒会が演劇部を執しつ拗ように攻撃するのか。それは分からないが、ひどい虐待を受けてきたことは確かだった。

「えっと、あの……」

　わたしは言葉が見つからず、困ってしまう。慣れていない男の人に話しかけられるのは苦手だし、ましてやそれが宿敵の生徒会長なのだからなおさらだ。あと、彼が一之瀬先輩に負けないくらい美形だというのも、一因だと思う。

「実は、空口さんにお願いしたいことがあるんだ。今、少しだけいいかな？」

「今ですか？　しかもわたしに？」

　遠くで、三み癒ゆ先輩が飛び跳ねている。

「もう帰るところなんですけど」

「そんなに時間はとらせないよ」

「でも……」

　話というのは何のことだろう。気になることは気になるが、三癒先輩を待たせるのは気が引ける。

「待ってる人がいるので……」

　会長は微笑ほほえむ。わたしはそれを見て胸むな騒さわぎがした。

「これは、君の秘密にも関係あることなんだよ」

「わたしの秘密？」

　彼は軽く頷うなずく。

　わたしの秘密。色々とありすぎて、どの話のなのか分からないが、どれも公開されたくないものばかりであることは間ま違ちがいない。

「あの、わたしの秘密って……」

「昔、『黒魔法』と呼ばれていたそうだね」

　会長は少しもためらわず、わたしの嫌いやな思い出を指摘した。

「ええ、まぁ」

　その話か。気分を害されたわたしは、彼を睨にらむように返事をする。

「あまりいい思い出ではないようだけど、ぼくはそのあだ名をとても評価するよ。別にからかっているわけじゃない。本当によくできたニックネームだ」

　その瞬間、わたしは今まで感じたことのないような、不安を覚えた。目の前の男の目は、どこまでも深くて底が知れない。わたしは反射的に男から離れようとした。しかし、わたしの手は会長に掴つかまれ、逃げるのを阻まれた。

「いや」

　思わず声が漏もれる。しかし、会長はわたしの手を離そうとしなかった。彼の顔がわたしに寄る。彼の言葉を聞いてはダメだ。逃げなきゃ。

「君が魔法を使うことは知っているよ」

　そっと告げられたその言葉で、わたしは心臓を凍りつかせた。熱気が原因のものとは違う、もっと粘ねん度どの高い冷たい汗が背中を伝う。

「真ま帆ほちゃんに何をするんですか！」

　わたしの異変に気がついたらしい三み癒ゆ先輩が走ってきて、会長の手をわたしの手から引き離してくれた。しかし、わたしは放心状態で上手く話すことも考えることもできなかった。

「失礼。だけど、何もしていないよ。ただ、空そら口ぐちさんに話があっただけさ」



    

  
    
      



    

  
    
      　会長は相変わらず、とても穏おだやかに言う。そして、わたしの方をちらりと見る。

「時間はとらせない。お互いにとって、とても有ゆう意い義ぎな話だと思うけど、どうかな？」

　三み癒ゆ先輩は怪あやしむように、わたしと会長を見比べた。

　どうするべきか。

　会長の言ったことは、普通ならばただの世よ迷まいごとだ。しかし、残念なことに彼の言葉は完全に正しい。つまり、わたしは魔法を使うのだ。

　こんなことを言えば、わたしの脳みそが、暑さで腐ふ敗はいでもしてしまったのかと思われるかもしれないが、本当なのだから仕方がない。わたしは、確かに魔法を駆く使しする魔法少女なのだ。とはいっても、実際は巨大なネズミを召しよう喚かんするのが限界なんだけどね。

　会長は明らかに怪しい。だけど、魔法のことを知っていることには興味がある。また、ここで彼に反抗すれば、今度は三癒先輩に魔法のことを聞かれてしまうかもしれない。まぁ、普通に考えて三癒先輩が魔法のことを信用するとは思えないが、それでも変な誤解を生むような状況は避さけたかった。

「少しだけなら」

　それがわたしの判断だった。

「真ま帆ほちゃん？」

　三癒先輩は心配そうに言う。わたしが脅されているのではないのか、と思っているのだろう。確かに、状況的には脅されているに近いものがある。

「大した話じゃないんですよね？　本当にちょっとだけなんですよね？」

　わたしは三癒先輩を安心させようと、矢や継つぎ早ばやに質問をぶつけた。

「ああ。生徒会室で話そう」

　人目のないところで、ということか。わたしは僅わずかに抵抗する心が働いたものの、大人しく彼についていく。

「ごめんなさい。先に帰っていてください」

「本当に大丈夫ですか？」

　三癒先輩の目を見ていると、今すぐにでも一緒に帰って彼女を安心させたくなる。だけど、わたしは大きく頷うなずいて笑ってみせた。これが、わたしにできる精一杯のことだった。

「それじゃあ、行こうか」

　わたしたちは三癒先輩を残し、校こう舎しやに入った。不ふ思し議ぎなことに、体育館はあれだけ蒸し暑かったのに、校舎の中は妙な冷気で満たされていた。それに、外の夕焼けの赤色に対して、校舎の中は心なしか青白く見えた。



　生徒会室に到着すると、わたしは中に入れられた。室内はよく整せい頓とんされ、とても綺き麗れいだった。きっと、副会長が全すべて整理しているのだと思う。わたしは、神経質そうな副会長の顔を思い浮かべ、彼女が厳しく掃そう除じを指示している場面を想像した。

「さて」

　生徒会室のドアを閉めると、会長はわたしに椅い子すを勧めた。そして、自分は立ったまま話し出した。

「空そら口ぐちさんは、ぼくを見ても何も感じない？」

　嫌いやな感じがします。とは言えないので、わたしは首を傾かしげておいた。

「そうか。契約をしてからまだ日数が経たっていないから、まだまだ同調を感じるのは早いのかな」

「契約？」

　この人は何を言っているのだろう……。

「まぁ、いい。早速本題に入ろう。実は、空口さんに手伝ってほしいことがあるんだ。空口さんにしか頼めないことだ」

　わたしにしか頼めないこと？

　呪じゆ殺さつ依頼？

「ぼくは魔法が使える」

　……この人、可か哀わい想そうな人だったのか。いや、まぁ、わたしがいうのもなんだが、普通に考えて、自分は魔法が使えるなんて口にするのは、新興宗教の教祖様か、怪あやしいマジシャンくらいだろう。そうじゃなければ、頭がおかしい人だ。まぁ、わたしがいうのもなんだがね。

「そうなんですか。すごいですね」

　わたしは感情のこもっていない声で返事をする。しかし、会長は少しも気にしていない様子だった。

「ぼくは死者を蘇よみがえらせる魔法を完成させたい」

　死者を蘇らせる？

「そのためには、どうしても君の力が必要になる」

「わたしの力ですか？」

　この人は本当に何を言っているのだろう。

　わたしが魔法を使うという情報をどこで手に入れたのか知らないが、やっぱり少し頭がおかしいといわざるを得ない。きっと、わたしの中学生の頃ころの噂うわさとかを聞いて、勝手にわたしが本物の魔法少女だと思い込んでいるのだろう。

　やはり、会長になるくらい器がでかいと、変な方向へのふれ方も大きいんだね、きっと。

「あの、どこまで本気なんですか？」

「全すべて本気さ」

　……。

「正気ですか？」

「もちろん」

「一＋一は？」

「十進法なら二。二進法なら一〇。とんちなら田んぼの田」

　どうやら、正気なことは正気らしい。なんか腹が立つけど。

　彼は微笑ほほえんでいる。それは、いつもの穏おだやかな笑みなのだが、今は少し狂気を宿しているようにも見える。

「わたしはもう魔法なんか使っていません」

　わたしは正直に告白した。本当は最近も何度か使っているが、そこら辺はもう四捨五入だ。

「『もう』使っていない。つまり、昔は使っていたんだね？」

　鋭するどい。わたしは一瞬ひるんだがすぐに態勢を整える。

「真ま似ね事ごとです。その魔法が成功したこともありません」

　それは事実だ。わたしが昔腹いせに行っていた呪のろいだの魔法だのは一つも成功していない。もしも全すべて成功していれば、わたしの学区の子どもは半分くらいになっていたかもね。

「そもそも、わたしはもうそんなものに頼らなくても平気になったんです。だから、もう魔法は使いません」

　会長の顔から笑みが消えた。そして、少し考えるように、わたしから視線をずらした。ここから抜け出すなら、今がチャンスだ。

「それじゃあ、失礼します」

　わたしは立ち上がると踵きびすを返し、生徒会室のドアに手をかけた。

「それなら、これでどうだろう」

　会長の声がわたしの背後から聞こえる。振り向くと、斜しや陽ようをバックに微笑む会長の姿が見えた。

「昔のことを思い出させてあげよう」

　昔のこと？

「君がもう魔法を使いたくないというのなら、君が魔法を使っていた頃ころみたいに戻してあげるよ。ぼくの魔法で」

　それだけ言うと、会長はわたしの横を抜け、先に生徒会室から出て行ってしまった。わたしは一人で生徒会室に残された。



「ルイトモだね」

　しみじみと夏なつ樹きが言う。ここはわたしの家の、わたしたちの姉妹の部屋。

　夏樹というのは今わたしの目の前にいる、わたしの妹のことだ。こいつは中学三年生ということで受験生なのだが、全く勉強をしていない。きっと、受験戦争を雪合戦のような遊びの延長だと思っているに違いない。本当は敵も味方も信用できない極限状態のゲリラ戦だというのに。あと、こいつは生なま意い気きだ。そこが気に入らない。さらに、夏なつ樹きはわたしよりも背が高い。スタイルもいい。妹のくせにそういう分をわきまえないところも許せない。本人の意思ではどうにもできない部分がある、という反論は一切受けつけない。

「ルイトモってなによ」

「類は友を呼ぶ。なんか引かれあうものがあるんじゃないの？　ユニークな脳のつくりの人どうしは集まるんだよ」

　夏樹は自分の椅い子すに座っている。目の前の机には一応勉強の用具が開かれているが、ノートに描かれているのはバスケットのコートの絵と、彼女が所属するバスケ部のポジションだった。勉強しろよ。

「でも、ちょっとやばいよね、その人。高校三年生で魔法って……。まぁ、お姉ちゃんも相当なもんだけど」

　わたしたちの今の話題は会長のことだった。わたしは、夕方のことを笑い話として夏樹に話したのだ。

「わたしのことには触ふれるな。それに、わたしは最近魔法とか呪のろいとか言ってないでしょ？」

「一度ついた前科は消えないのだよ」

　夏樹はニヤニヤしながら言う。この女、本当に姉を尊敬していないな。

「ところで、その人何ていう名前なの？」

「名前なんか聞いてどうするの？」

「知ってる人かもしれないでしょ？」

　知ってるわけないだろ。そう思ったものの、わたしは姉として寛容なところを見せてやる。

「吉よし野の竜りゆう司じっていうんだけど、知らないでしょ？」

　妹の動きが止まる。

「吉野……竜司……」

「どうしたの？」

「それって、東中学の吉野竜司？」

「いや、中学までは知らないけど」

「あの、伝説の吉野先輩ですか！」

　伝説？

　首を傾かしげたわたしに、夏樹はすごい勢いで話し出した。

「そういえば、お姉ちゃんと同じ高校に進学したんだっけ！　すごい！」

「何がすごいの。ていうか、もしかして会長って有名人？」

「有名人も有名人。東中学の神しん童どうって言われた、完璧超人だよ！」

　わたしはあまりの勢いに身じろぎするが、愚ぐ妹まいは気にしない。

「噂うわさによると、あまりの人気のため、吉よし野の先輩の第二ボタンはネットオークションで値段が七桁まで跳ね上がったらしいよ。それに、卒業式の日に他ほかの中学からも一緒に写真を撮りたい女子生徒が殺到して校内が人で溢れたとか。さらに、みんな吉野先輩と一緒に写真に入るように航空写真で最後の集合写真を撮ったという……」

「それは明らかに都市伝説だろ！」

「まぁ、そんな伝説が生まれるくらいすごい人ってこと。わたしも東中学のバスケ部の子から今でもときどき、話聞くもん」

　どうやら、あの人が人気者であることは間ま違ちがいないらしい。

「その吉野先輩が魔法使い発言か……」

「その噂が流れたら人気失しつ墜ついね」

　わたしは心の中でほくそ笑む。わたしを驚かせた罰だ。ファンにごみ虫を見るような目で見られるといいわ。

「いや、あのかっこよさなら……」

　夏なつ樹きは腕を組み深く頷うなずいた。

「それもありだね！」

　顔がよけりゃ何でもいいのか。



    

  
    
      


二幕　遡及





　今日は登校日だ。わたしはいつものように電車に乗り、いつものように学校へと向かった。教室に入るのは久しぶりだけど、夏休み中もいつも学校へは部活の練習で行っている。だから、学校自体は久しぶりという感じは全くしなかった。

　昨日の夕方の話は、結局夏なつ樹きとの笑い話で済ませている。まぁ、それが妥当だと思う。魔法だの死者蘇そ生せいだのをまともに取り合う必要はないだろう。

　だけど、気になる言葉が一つ。

　昔のことを思い出させてあげよう。

　会長のあの言葉はどういう意味なのか。

　昔のこと？　それはわたしがまだネクラだった頃ころのこと、ということなのか。

　いつも電車で一緒になる三み癒ゆ先輩は、今日はなぜか一緒にならなかった。寝坊でもしたのか、それともいつもより早い電車で行ったのか。わたしはあまり気にしなかった。

　電車が学校の近くの駅に着く。ぞろぞろと高校生たちが電車から降りる。

　それはいつもと同じ行動。いつもと同じ行為。毎朝やっていたこと。今までと何も変わらないはずだった。

　黒魔法じゃない？　そんな声が聞こえた。わたしは周りを見回す。声の主らしい人間は誰だれもいない。気のせいかな？

　クスクスという笑い声。だけど、誰もわたしの方を見てはいない。

　辺りをぐるぐると見回す。誰だ。誰が笑っている？

　二人組の高校生と目が合う。二人はすぐにわたしから目を逸そらした。

　……あの二人がわたしのことを笑っていたの？

　人の流れは進んでいき、立ち止まったわたしは一人でホームに残された。

　この感覚は何だろう。とても気持ち悪い。胸がむかつく。

　あの二人、きっとわたしの悪口を言っていたんだ。あんな奴やつら、突然現れた地底人にさらわれて、地下でモヤシを作る工場に監禁されてしまえば……って、ちょっと待て！

　そこまできて、わたしは自分自身の異変に気がついた。

　この思考パターンは間ま違ちがいなく、昔のわたしのもの。それは、わたしが脱却した黒い思考回路ではないか。

　どうしてしまったんだろう。わたしは頭を軽く振り、学校に向かった。夏の暑さが妙に粘っこく体にまとわりついた。



　教室は活気に満ちていた。久しぶりに会う友人たちとの再会で大いに盛り上がっている。わたしは教室に入る。いつもならば小さい声ながらも挨あい拶さつをするのだが、今日はできなかった。先ほどの駅でのできごとが尾を引いている。何だか、人と接するのが少し怖くなっていた。

「おはよう！」

　馬ば鹿かでかい声で大おお河内こうちがわたしに挨拶をぶつけた。

　大河内というのは、わたしのクラスメイトの女子なのだが、残念ながら普通の人間ではない。彼女は悪い宇宙人に幼い頃ころにアブダクションされているのだ。そのとき、なんとゴリラの遺伝子を体に植えつけられ、今ではゴリラと人間との亜あ種しゆとなってしまった……。人類でありながら人類の道を外れた少女。しかし、それでも彼女は足りない脳みそを駆く使しし、高校受験に成功しわが校に入学したのだった。そんなサイドストーリーが容易に想像できてしまうほど、大河内は大柄で大おお雑ざつ把ぱで大胆な女子生徒である。わたしはこの四つの『大』をとって、これからの彼女のことを『ビッグフォー』とでも呼ぼうと思う。まぁ、あと二分もすれば忘れると思うけどな。

「おはよう」

　わたしは一応挨拶を返す。いつもの大河内なら、声が小さいぞ、などと言ってわたしの背中を叩たたく。叩くはずなのだが、今日の大河内は大人しかった。軽く頷うなずいただけで、他ほかの友達と話し始めてしまった。

　大河内だけじゃない。周りのみんなも何だかよそよそしい。今まではみんなととても仲がよかったか、と問われるとそういうわけでもないが、少なくとももう少しみんなと打ち解けていた気がする。

　何か変だ。何かがおかしい。

　わたしは黙って自分の席に着いた。すぐ後ろで男子が大笑いした。

　うるさいな。ああいう奴やつは、喋しやべるたびに寿じゆ命みようが縮んでいけばいいのに。そうか。人間がそういう仕組みになれば、わたしはきっと世界で一番長生きできるぞ。まぁ、でも実際は一日中黙っているような社会不適合者は、早々と惨みじめな孤独死するんだろうね……って、ダメダメ！　完全に昔みたいなネガティブ後ろ向きモードだよ。

　いかん。これは本当にいけない。よく分からんが、わたしの頭と心が昔に戻りつつある。いや、周りがわたしに冷たくなったからか。どちらにしても、今のわたしの心理状態はよくない。これじゃあ、本当に昔に逆戻りだ。

「おはよう」

「うきゃ！」

　考え事しているところに声をかけられ、わたしは変な悲鳴をあげた。そんなわたしを雛ひな浦うらさんが心配そうに見つめる。声をかけてくれたのは彼女だった。雛浦さんは同じクラスの生徒なのだ。

「大丈夫？」

「だ、だ、大丈夫。本当に大丈夫です。だ、だから」

　過呼吸になりそうだ。早く誤ご魔ま化かさないと。早く取り繕つくろわないと。

「本当に大丈夫？　少し変だよ？」

　変？　わたしが変？　ああ、ダメ。このままじゃわたしは変な子だと思われちゃう。

「わたしは変じゃありません」

　ここを上手く切り抜けないと！

「だから、早くあっちに行ってください！」

　わたしは少し大きな声でそう言ってしまった。雛ひな浦うらさんは目を丸くしたが、すぐにいつものおしとやかな表情に戻った。

「分かった。変なこと言ってごめんね」

「いや、あの……」

　わたしは自分が言ってしまったことの愚おろかさに気がついて弁明しようとしたが、その頃ころには雛浦さんはわたしの声の届かないところに行ってしまっていた。

　わたしは机に突っ伏し、目の前の木の板にため息を吐きかける。色々なことが裏目に出ている。わたしはどうしてしまったのだろう。

　昔のことを思い出させてあげよう。

　会長の言葉がまた蘇よみがえる。

　いや、まさかね。その言葉を否定しようとする自分がいる。しかし、現状を上手く把は握あくできない自分が、疑いをかける。

　ぞろぞろと教室に人が集まってきた。宮みや脇わきさんもわたしと同じクラスなのだが、わたしは彼女とも小さな挨あい拶さつしか交わせなかった。

　本当にどうしちゃったんだろう。どんどんと悪い方向に進んでいるぞ。

　チャイムがなる。しばらくすると、元気よく教室の扉が開かれた。

「グーテンモルゲン！」

　大声とともに入ってきたのは、黒いミニのワンピースを着た女性だった。もちろん、生徒ではない。いや、生徒であったほうがずっとよかっただろう。夏休みの暑さで気分がハイになり、奇行に走る高校生ならばまだ理解できる。しかし、残念ながら彼女は教師だった。とても教育者とは思えない露出度の高いスカートの裾すそをひらひらとさせ、彼女は教壇に立った。軽くウェーブのかかった髪を払い、妖よう艶えんな笑みを浮かべる。

「みんないるわね。偉いぞう」

　彼女は永なが音ね鞠まり。みんなが永音先生と呼ぶから、わたしも仕方なく先生をつけるが、本当はそんな敬称をつけたくはない。永音サノバビッチとか、それくらいが彼女にはちょうどいい気がする。

「みんな休み中先生に会えなくて淋さびしかったかな？　休み中に先生の夢を見た人！」

　ウィンクつきでそう言われると、何人かのお調子者の男子が手を挙げた。彼女は、男子生徒には大人気だった。主にその色気が。

「ふふ、ありがと。先生、感激！　ちなみに、先生はみんなの夢を見たわよぉ。みんなで一緒にマグロ漁船に乗って大海原に乗り出す夢でした。激しい航海だったわ……」

　どんな夢だよ。

「ま、とりあえずみんなが無事なのが一番ね。今日は学校の掃そう除じとテストがメインだから。休み中遊んでばかりいたおバカさんは、地獄を見るわよぉ」

　永なが音ね先生はそう言いながら笑った。相変わらずの無駄なハイテンションだ。どうして、こんな人間が教師になれたのか。それにはちょっとした秘密がある。

　実は彼女は天使なのだ。信じたくないのであるならば、信じてもらわなくても構わない。その場合は、彼女が人間ではないという意識だけはしっかりと持っておいてほしい。自称天使の永音先生はわたしが関わった悪魔関連の様々な事件で、バックアップや邪魔をしてくれている。彼女の本来の仕事は高校の教師でなく、地上に現れた悪魔を成せい敗ばいすることなのだ。

　彼女はわたしのことをよく知っている。わたしが魔法を使うことも、悪魔と契約したことも、全すべて知っている。

　会長のことを永音先生に伝えるべきだろうか。いや、それはまだ早いだろう。普通に考えれば、会長の言っていることはただの妄想だ。わざわざそれを永音先生に伝えても、鼻で笑われるだけ。もしも、わたしが感じる疎外感やかつての心理状態が会長の所せ為いならば、その証拠を掴つかんでからじゃないと。

　掃除をして全校集会をしてテストをして、学校は昼過ぎに終わった。今日は体育館の安全点検があるため、演劇部の練習はお休みということだった。せっかく、今日も一いち之の瀬せ先輩に会えると思っていたのに……。だけど、これはチャンスだ。この空いた時間で、会長の正体を突き止めてやる。

　わたしは帰りのショートホームルームが終わるや否や、すぐに教室を飛び出し、校こう舎しや裏に飛び込んだ。誰だれも周りにいないことを確認すると、わたしは近くの石を手に取り、地面に魔方陣を描く。

　わたしが唯一使える魔法。それは召しよう喚かん術じゆつ。わたしは素早く呪じゆ文もんを唱える。もはや、この召しよう喚かん魔法にもだいぶ慣れてきた。

　会長が魔法を使えるかどうかを確かめる方法でわたしが思いつくのは、こちらの魔法に対してどう対処するかを見ることだった。もしも、本当に会長が魔法を使うというのならば、魔法に対して適切な対処をするはずだ。

　全ての詠えい唱しようが終わると、わたしは辺りを見回しながら、しばらく待つ。

「ちゅ」

　ん？　わたしの真上から何か音が……。

「ちゅちゅー！」

「ふが！」

　猛もう烈れつな絶叫と共に、巨大な黒いネズミがわたしの頭の上に落ちてきた。子猫くらいの大きさはあるネズミだ。それが頭にぶつかったのだから、鞭むち打うちになったのではないかと心配になってわたしは首をさする。一方、降ってきたネズミの方は、わたしの体からすぐに離れると、地面に着地した。

「あんた、もっと穏おだやかな登場はできないの？」

　わたしは少し涙目で、ネズミを睨にらみつける。

「ちゅちゅ」

　ネズミは首を横に振る。無理です、とはっきり言っているようだ。

「ゴブリン、あんたねぇ……」

　ゴブリンというのは、このネズミの名前だ。わたしが直々に命名した最高にセンスのある名前だと思う。きっと、ゴブリン自身もこの名前が好きなはずだ。

「まぁ、いいわ。召しよう喚かんされたってことはもう分かると思うけど、今日もちょっと活躍してほしいの」

　ゴブリンは固まる。今まで、わたしはゴブリンに楽な仕事を依頼したことはない。きっと、ゴブリンも警戒しているのだろう。

「大丈夫。今回の任務はとっても簡単よ」

　わたしはしゃがんでゴブリンに目線を合わせ、にっこり微笑ほほえんでみせる。しかし、ゴブリンの警戒は少しもゆるまない。こいつ、わたしのことを少しも信頼していないな。

「人間を襲ってほしいの。普通の人間。しかも穏やかで大人しい人よ」

　この台詞せりふだけ聞くと、わたしがとんでもない極悪人みたいだが、ゴブリンは素直に頷うなずいた。こいつ、わたしがそういうオーダーを出すことに何の疑念も抱いていないな。それはそれで何だか侮ぶ辱じよくされている気がする。

「いい？　生徒会室っていって、あそこの階段をずっと上っていって、一番上の階の階段からすぐ左側に部屋があるの。そこで、暴れまわっておいで」

　わたしの作戦はこうだ。召喚したこの世のものではない生物に会長を襲わせて、その反応を見る。会長と直接コンタクトを取らずに確かめる方法はこれ以外思いつかなかった。

「よし、行け！　ゴブリン！」

　わたしは目的地を指し示し、ゴブリンに命令を下す。しかし、ゴブリンは動くのを渋っている。

「こんなネズミでも猫のエサになるのかしらね。ああ、そういえばライオンも猫の仲間だってね」

　わたしはそんなことを呟つぶやきながら、ゴブリンに手を伸ばす。

「ねぇ、動物園でデートしようか」

　ゴブリンが体を震わせる。

「それが嫌いやなら早く動け！」

　わたしはゴブリンの尻を蹴けると、ゴブリンは泣きながら走り出した。わたしはすぐにゴブリンの後を追った。校こう舎しやに入ると、ゴブリンは言われたとおり階段を猛もう烈れつな勢いで上っていった。わたしも必死で後を追うが、どんどん離されていく。これでは、決定的な瞬間を見ることができないかもしれない。しかし、急ごうと思っても体はなかなか言うことを聞かない。ああ、運動音おん痴ちの体が憎い。

　わたしがひいひい言いながら最上階にたどり着いたとき、それはまさに決定的瞬間だった。

　ゴブリンは尻尾しつぽをぴんと立て、一人の男子生徒を睨にらみつけている。一方、睨まれている男子生徒は少しも驚く様子を見せず、目の前の巨大なネズミを見つめていた。彼はまさに生徒会長の吉よし野の竜りゆう司じその人だった。

　わたしはすぐに階段の方に戻り、生徒会室の前の廊下をこっそり覗のぞく。

　さぁ、どう出る？　吉野竜司！



    

  
    
      



    

  
    
      「ちゅちゅ！」

　ゴブリンが威い嚇かくするような声をあげる。会長はほんの少し首を傾かしげた。

「君はこの世界の生き物ではないね」

　なに！　ゴブリンの正体を早くも見抜くとは。しかし、まだ会長が魔法を使えるかどうかは分からない。わたしは黙って階段の手すりを強く握り締めた。

「人の言葉を理解できるのならば、そこをどいてもらいたいね」

「ちゅ」

　ゴブリンは首を横に振る。偉いぞ、ゴブリン。ちゃんと自分の責せき務むを分かっているようだな。

「そうか……」

　そう言うと、会長は何かを呟つぶやきながら手を前に突き出した。

　ざわざわとした嫌いやな胸むな騒さわぎ。

　会長の手が僅わずかに輝いている気がする。

「召しよう喚かんしたのは空そら口ぐちさんかな？　悪いけど送そう還かんさせてもらうよ」

　次の瞬間、ストロボのような強い光が発生したかと思うと、ゴブリンの姿は消えていた。

　わたしは自分の目を疑った。

　何が起こったの？　ゴブリンが消えちゃうなんて……。

　これは魔法だろうか？

「分かってもらったかな、空口さん」

　いまだ僅かに輝く手を下ろすと、会長がこちらを見て言った。気がつかれていたのか！

「ぼくの魔法を完成させるためには、君の力が……」

　わたしは怖くなってその場から逃げ出した。会長の言葉は最後まで聞かなかった。

　本当に、魔法を使える人がいるなんて……。



「永なが音ね先生！」

　わたしは職員室に飛び込んだ。たくさんの先生たちがいる職員室で、わたしの声はそんなに目立たなかったが、それでも何人かの先生は驚いてわたしに注目した。いつもなら、そんなことになれば顔を真っ赤にして避難訓練のときのように机の下にでも隠れてしまうところだが、今はそんなことをしている場合ではない。わたしは真まっ直すぐ永音先生のところに向かい、コンビニで買ったと思われる杏あん仁にん豆どう腐ふを食べている永音先生に駆け寄った。

「どうしたの真ま帆ほちゃん。そんなに慌てて」

「大変なんです」

　わたしは周りをきょろきょろと見回す。今から話す内容を周りの先生に聞かれたら大変だ。発狂したと思われてしまうかもしれない。永音先生以外には聞かれたくない。

「実は、生徒会長の吉よし野の先輩が魔法を使っていたんです」

　わたしは永なが音ね先生にこっそりと耳打ちした。永音先生はそれを聞くと、杏あん仁にん豆どう腐ふのカップとスプーンを机の上に置いた。正確に表現するならば、机の上に積まれたプリントの上に積まれた教科書の上に積まれたノートパソコンの上に置いた。永音先生の机の上には大量のものが置かれており、机の表面は少しも見えていないのだ。

「真ま帆ほちゃん」

　永音先生は真面目まじめな顔になって、わたしの目を見つめる。

「発狂した？」

「違います！」

　わたしは煩ぼん悩のう教師の首を絞め上げたい衝動を抑え、事情を説明した。つまり、会長が死者蘇そ生せいの魔法を使おうとしていることだとか、そのためにわたしの協力を求めていることや、本当に彼が魔法を使ったことなどだ。

　一通り聞き終わると、永音先生は真まっ直すぐにわたしの方を見た。その目は真剣だった。

「真帆ちゃん」

　わたしは息を飲む。もしかしたら、わたしはまたとんでもない事件に巻き込まれようとしているのではないのか。

「発狂した？」

「おい！」

　わたしは思わず永音先生のこめかみにめがけて額ひたいをぶつけた。

「痛いわねぇ、何をするのよ。これだから最近の若い人は何するか分からないって怖がられるのよ」

「永音先生の物分かりが悪すぎるからです。魔法ですよ、魔法！」

　わたしが必死で訴えても、永音先生はこめかみをなでるだけで、まともに取り合おうとしない。

「アスガルズは何もしなくていいんですか？」

　アスガルズというのは、永音先生が所属する悪魔を人間界から追っ払うための天使の組そ織しきだ。

「あのね、アスガルズは悪魔を追う組織なの。魔法を取り締まる組織じゃないのよ。それに、真帆ちゃんだって魔法を使うじゃない」

「確かにそうですけど」

「魔法を使う人間は珍しいけど、それを捕まえる必要なんてないの」

「う……」

　そう言われればそうだ。正論を言われ、わたしは反論できない。

「じゃあ、無視していればいいんですか？」

「手伝ってあげてもいいんじゃないの？　人間の力だけじゃ、死者蘇そ生せいの魔法なんて絶対に使えないし」

「人間以外の協力者がいればできるかもしれないんですか？」

「分かんない。前も言ったと思うけど、魔法って体系的にあつかえるものじゃないからさ、ある意味でどんな魔法が登場しても不ふ思し議ぎじゃないのよ。まぁ、現実問題として死人を復活させちゃおうなんていう大それた魔法を使おうとしたら、とんでもない魔力が必要になるだろうし、外部にどんな影響が出るかも分かんないわ。だから、人間だけじゃ無理っしょ」

「それじゃあ、たとえば悪魔が協力したりしたら……」

　わたしは心配していたことを口にした。すると、永なが音ね先生は大笑いし始めた。

「前の事件を忘れたの？」

　前の事件というのは、宮みや脇わきさんの事件のことだろう。以前、宮脇さんは悪魔に母親を蘇よみがえらせてやろう、と持ちかけられ利用されたことがあるのだ。

「悪魔が人間に協力することなんてないわよう」

「そうですか……。あと、実はその魔法と関係するかもしれないんですが、わたしクラスで……」

「分かったら、早く出て行く！　先生は忙しいの」

「忙しいんですか？」

　永音先生の冷たい態度にわたしは少し淋さびしくなった。

「だって、まだカップの半分も杏あん仁にん豆どう腐ふが残ってるのよ」

　……ああ、そういうことね。

　わたしは杏仁豆腐のカップを取ると、ジュースを飲むみたいにずずっと飲み干した。

「な、なんてことを！」

「失礼しました」

　わたしはカップを放ほうり投げ、永音先生を睨にらむと、そのまま職員室を出た。

　今までのところではっきりとしたことは二つ。

　一つは会長が魔法を使える。わたしが昔みたいに戻ってしまったことは、本当に会長の魔法が原因かもしれない。そして、もう一つは永音先生に相談しても無駄。

　腹を立てながらわたしは廊下を歩く。自分の力だけで会長のことを何とかしなくちゃいけないのか……。



　わたしが体育館近くの廊下を歩いていたとき、体育館の中に入る人影が見えた。

「あれ？　一いち之の瀬せ先輩？」

　あの後ろ姿は一之瀬先輩に見えたけど……。

　今日は練習がないはずだ。不ふ思し議ぎに思ったわたしは先輩の後を追って、体育館の中に入った。

　館内は安全点検のため業者の人がたくさんいた。この体育館は耐たい震しん性せいに問題があるらしく、大きな地震に弱いそうだ。以前、神門ごうどのせいで地震が起こったことがあったけど崩れなくてよかったな、ホントに。

　一いち之の瀬せ先輩は緞どん帳ちようの下りたステージの方へと向かう。わたしもそれを追って、ステージに上った。薄暗い舞台袖そでを抜け、一之瀬先輩に追いつく。ステージ上に工事の人はいなかった。

「一之瀬先輩？」

　わたしは思いきって、ステージに立つ一之瀬先輩に声をかけた。

「ん？　ああ、空そら口ぐちさん」

　彼はわたしに気づき、いつもの優しい表情をした。わたしもつられて微笑ほほえむ。

「どうしたんですか。今日は練習お休みじゃあ……」

「いや、これを取りに来たんだよ」

　そう言って一之瀬先輩はカバンを持ち上げてみせた。昨日の練習のときに忘れていったのか。いや、もしかしたら荷物が多かったのでわざと置いて帰ったのかもしれない。

「そうなんですか。もしかしたら、今日練習があるのかと思ってびっくりしました」

「ごめん、ごめん」

　わたしたちは二人とも微笑む。なんてこともないことだが、こんな会話だけでもわたしは幸せだった。

「俺はもう帰るけど」

「あ、わたしも帰ります」

　これで校門まで一緒に歩ける。一之瀬先輩は電車通学ではないので、長い時間一緒にはいられないが、わたしは校門までのデートでも十分に嬉うれしかった。

「それじゃあ、行こうか」

　と、そのとき、高い金属音が頭上でした。

　わたしは上を見る。ライトが逆光になってよく分からない。ただ、何かがわたしに迫せまっていることは分かった。しかも、けっこう大きい。

　つまり、何かがわたしに向かって落ちてきている！

　しゃがんで頭を押さえる？　いや、避よけなくちゃダメージは軽減できないくらいに大きなものだ。

　その逡しゆん巡じゆんが判断を鈍らせた。それに加え、わたしは元来壊滅的に運動神経が鈍い。避けようと思い、回避行動に移るまでの時間がどうしようもなく遅かった。

　ぶつかる！

　そう覚悟したとき、わたしはおなかの辺りに強い衝撃を感じた。そして、そのまま横から衝突した物体にさらわれるように、横に飛ばされた。

　大きな音が響いた。上から落ちてきたのは巨大な道具箱だった。点検の人が置いていったものだろうか。危なすぎるぞ。前に、同じようなことがあったが、うちの高校の工事をする人間は、どうしてこんな危ないものを置きっぱなしにするのだろうか。

　いや、そんなことより今のわたしの状況のほうがずっと衝撃的だった。

　わたしは倒れていた。一いち之の瀬せ先輩に薄暗い舞台袖そでまで飛ばされていた。それだけならば問題ではない。わたしの上に一之瀬先輩がいた。彼がわたしを助けるために、わたしの体を弾はじき飛ばしてくれたのだ。そして、そのままの勢いでわたしの体の上に乗ってしまっている。

　体が密着している。

　道具箱がステージに落下してから、わたしが全すべての状況を理解するまで、たっぷり三秒ほどはかかったと思う。

　顔が近い。彼の顔がすぐ近くにあった。

　わたしは自分の息がかかるのではないかと思い、思わず息を止めた。

「大丈夫？　ごめんね、すぐどくから」

「え、いや、あの……」



    

  
    
      



    

  
    
      　一いち之の瀬せ先輩が体を起こそうとする。

　ダメ。

　もう少しだけ。

　わたしは自然と彼の背中に手を回した。何かがしたいわけじゃない。ただ、自然とそうしてしまった。一之瀬先輩は少し驚いた顔をした。

　触ふれている一之瀬先輩にも伝わってしまうほど、心臓が高鳴る。体温はみるみる上昇した。

「あ、ありがとうございます」

　わたしは間ま抜ぬけなタイミングでお礼を言った。そう、これは本当に間抜けなタイミングだった。この数秒の遅れが命取りとなった。

「何をしているんですか！」

　舞台袖そでに、ヒステリックな金切り声が響いた。それは、わたしが一番苦手な女子生徒の声だ。一之瀬先輩は素早くわたしから離れる。わたしの腕はやや乱暴に振り払われてしまった。

「副会長……」

　わたしも体を起こし、声の主を確認する。それは案あんの定じよう生徒会副会長だった。いつもびしっと決まった髪を少し乱し、銀フレームの眼鏡めがねの奥には憎悪にも近い炎を燃やしている。普段冷静沈着な彼女が、明らかに取り乱して怒っている。

「誰だれかが生徒立ち入り禁止の体育館に入っていったと思ったら、暗がりでこんなことをしているなんて……。演劇部は体育館をこのように利用しているのですね？」

　副会長は明らかに誤解している。わたしの鼓こ動どうは、さっきとは違う理由で速くなっている。ただ、体温は一気に下がっていた。

「それは、誤解だ」

　一之瀬先輩が弁明するも、副会長の怒りは収まらない。

「ゴカイもミミズもありません！　これは大問題です！　一之瀬君、わたしはあなたを見み損そこないました。軽蔑します！」

「いや、本当なんだ。話を聞いてくれ。ほら、そこの道具箱が……」

「薄暗い舞台袖で男女が抱き合っていた。いかなる理由があろうと、これは問題です。生徒会執行部として、今から処置を検討します。今日が登校日でよかったわ。すぐに会議が開けますから」

　少しずつ冷静さを取り戻してきた副会長が、眼鏡の位置を直しながら言う。

「空そら口ぐち真ま帆ほ」

　わたしは自分の名前が呼ばれびくっとなる。思わず顔を伏せて、目を逸そらす。

「あなたも覚悟しておきなさい」

　それだけ言うと、副会長はすたすたと舞台袖そでを出て行った。

「どうしましょう……」

　わたしはどうしていいのか分からず、一いち之の瀬せ先輩を見る。彼もどうしていいのか分からないという表情だった。

「いつまでここにいるんですか！　早く出なさい！」

　出て行ったはずの副会長が、戻ってきて怒ど鳴なった。わたしたち二人は急いで外に出た。

　そして、執行部の会議の結論はすぐに出た。

　演劇部は、体育館の使用を禁止された。



    

  
    
      


三幕　逃避





「はぁ……」

　わたしはため息と共に、全すべてのやる気と希望を吐き出した。小こ柄がらな私の体に残されているのは、高濃度の憂ゆう鬱うつだけだった。

　一いち之の瀬せ先輩とわたしの体が密着した日の夜。わたしは雛ひな浦うらさんからのメールで、体育館使用禁止の話を知った。演劇部は今後一切体育館での練習を禁止されるということだ。わたしは怖くてそのメールに返信できなかった。

　あれは、わたしの所せ為いだ。わたしが気の迷いを起こして、もう少しこのままでいたいと思ってしまったから……。いや、実際はそんな数秒のことで事態は大きく変化しなかったのかもしれない。どちらにせよ、あれは副会長の誤解だ。そこのところは、はっきりと抗議しなくちゃいけない。

　それに、会長のこともある。彼が魔法を使って、わたしを困らせている。永なが音ね先生は全くわたしを助けてくれるつもりがない。こっちだってわたし一人で何とかしなくちゃいけない大問題だ。

　悩み事というのは、どうして一気に押し寄せてくるのだろう。まるでみんなタイミングを計って、わたしを困らせようとしているみたいだ。わたし一人で解決することなんてとてもできそうにない。

　こういうときは、誰だれかに相談するしかない。

　時間はもう夜。ここはわたしの部屋。近くにいる人物は一人しかいない。

「何？　わたしの顔に何かついてる？」

　わたしは夏なつ樹きをじっと見つめる。こいつじゃあ、ちょっと頼りないよなぁ。わたしは、夏樹に今日あったことを話す気になれなかった。

「だから何よ、さっきから！」

「いや、夏樹の顔に鼻と口と目がついてるなぁと思って」

　わたしは携帯電話をお手玉みたいに宙に放ほうりながら、適当なことを言う。

「……今、気が付いたの？」

「うん」

「あ、そう」

　夏樹はもはやわたしとまともに会話する気がないらしく、適当にそれだけ言うと、椅い子すから立ち上がった。

「先にお風呂はいるよ」

「どうぞ」

　わたしはやる気のない返事を返す。悩みすぎて、頭がまともに働いていない。

「言いたいことがあれば、言えばいいのに」

　部屋から出るとき、夏なつ樹きは小さく呟つぶやく。わたしはその言葉を聞いても、夏樹に話す気にはなれなかった。

　困ったとき、迷ったとき、弱ったとき、わたしはいつもの相談相手のことを思い出す。わたしが何かに悩んでいるとき、いつも相談に乗ってくれるあの人のことを。

　わたしが普段お世話になっている書店。そこには、わたしの突とつ拍ぴよう子しもない話を親身になって聞いてくれる一人の男性がいた。

　明日、部活に行く前に相談に行ってみよう。わたしは、優しいおじ様の顔を思い浮かべた。

　しかし、翌日。事態はさらに悪い方向へと向かっていた。



　いつも通っている道。見慣れた風景。間ま違ちがえようのない順路。わたしは、普段どおり、塀にはさまれた狭い道を通り、目的の本屋を目指していた。

　その店は気まぐれで、曜日によって開店時間や閉店時間が変わる。天候や季節によっても変わる。初め、わたしはいつ行けば店が開いているのか分からなかったが、今では大体分かる。店主であるおじ様の気持ちがなんとなく分かるようになったからだ。だから、今日のこの時間は絶対に店が開いていると確信していた。

　しかし、店のシャッターは閉まっていた。いや、それだけじゃない。その様子はいつもと明らかに違う。何かおかしい。わたしは、周りでうるさく鳴くセミに急せかされるように、シャッターに近づいた。

　嫌いやな予感。

　シャッターには張り紙が張ってあった。わたしはそこに飛びつき、食い入るように読んだ。

『店を閉めます。今までありがとうございました。　伊丹いたみ』

　わら半ばん紙しのような薄手の紙に、そっけない文字でそれだけ書かれていた。

　店の横の窓は雨あま戸どが閉められ、人の気け配はいはない。確か、この店舗は奥が住宅になっていたはずだ。しかし、そちらの方からも人の気配は一切しなかった。もう引っ越ししてしまったのだろうか。

　虫たちの声が普段より余計大きくなった気がした。

　わたしは手にしたカバンを落としてしまった。だけど、それをすぐに拾い上げる気が起きない。頬ほおを汗が伝う。

　暑い。

　どうして？

　わたしは何も聞いてない。

　いや、おじ様にはわたしに閉店を伝える義務なんてないはずだ。

　だけど、一言も言わずに？

　わたしが常連で、おじ様と仲良くしていたというのは、わたしの思い込みだったの？

　それとも、わたしに閉店を反対されると思って、わざと言わなかったの？

　次々と疑問が湧わいてくる。

　わたしはおじ様と今まで色々な話をしてきた。色々なことをおじ様に相談した。色々な悩みをおじ様に打ち明けてきた。おじ様はいつだってわたしの味方だったし、わたしが間ま違ちがった方向に行こうとすれば正してくれた。

　わたしにとっておじ様は親であり先生であり友人だった。

　わたしは自然と、ざらつくシャッターを拳こぶしで叩たたいていた。錆さびた金属が擦こすれる音がした。

「おじ様。ねぇ、いないんですか？」

　歪いびつなロボットの悲鳴のような音は、しだいに大きくなる。わたしは両手でシャッターを叩いた。

「ねぇ、本当はいるんですよね？　店を閉めるって、いつまでですか？」

　手が痺しびれだす。中からは何も反応がない。

「また、再開するんですよね？　ねぇ！」

　全力で目の前の鉄の防壁を叩く。大きな音がしてそれは揺れた。だが、それだけだった。

　いつの間にか、辺りは静かになっていた。まるで、みんなわたしから逃げるように、周りから生物がいなくなってしまっていた。

　わたしはその場で膝ひざをつく。

「何も言わないなんて……。勝手にどっかに行っちゃうなんて……」

　わたしの言葉に答えてくれるものは何もない。

　強い日差しが背中をじりじりと焦こがす。熱せられた地面はわたしの膝を焼いた。

　どうしよう。

　どうしよう。

　息を吸い、吐く。

　大丈夫。わたしは泣いてない。まだ、何もかもが嫌いやになるほどは追い詰められていない。

　自分で自分を励はげます。

「わたしはもう昔のわたしじゃないんだ」

　そう。わたしは変わった。ここで諦めたらダメ。逃げちゃダメ。

「わたしはもう昔とは違う。昔とは違う……」

　そう。昔のわたしは死んだんだ。今のわたしは新しいわたし。昔とは違う。

　昔とは絶対に違う。

　わたしは立ち上がった。

「自分で全部何とかしなくちゃ……」

　わたしはゆらりと立ち上がると、学校へと向かった。



　体育館が使用禁止になったとしても、どこかで演劇部の練習はしなくちゃいけない。音響や照明が使えないため、本格的な通し稽げい古こなどは不可能だが、それでも何もやらないわけにはいかない。わたしたちは、補講のため開いている校こう舎しやにこっそり入りこみ、ばれそうにない教室でこっそりと練習することになった。それが、わたしたちにできるせめてもの努力だった。

　教室の場所は、今朝雛ひな浦うらさんからメールで届いていた。雛浦さんのメールはいつも簡素なのだが、そのときのメールはいつもよりずっとシンプルだった。それが、わたしの不安を煽あおった。

　正直な話、練習に行くことにも少し抵抗があった。心のよりどころだった伊丹いたみ書店が閉店していたこともそうだし、それが勘違いだったとしても体育館使用禁止の原因をつくったのはわたしだ。責任を感じる。

「すみません、遅れました！」

　その結果、わたしは集合時間に五分遅刻した。自分でも、こんなことは立場を悪くするだけだと分かっている。最初に来てみんなに謝りまくったほうがずっといいに決まっている。たとえそれが分かっていても、実際にすることができないのがわたしの弱さなのだ。だから、せめて明るく元気に立ち振る舞わなくちゃ。わたしはもう昔のウジウジした自分ではないのだから。

「おはようございます」

　最初に挨あい拶さつをしたのは、三み癒ゆ先輩だった。もちろん、他ほかの部員もみんなそろっている。

「遅いぞ」

　湊みなと山やま先輩が言う。いつもなら笑って言うのだろうけど、今は少しぎこちない笑みだった。本当は怒っているんだろうなぁ……。

　普段は飛びついてくる神門ごうどは、わたしから視線をずらしてつまらなそうにしている。きっと、昨日何があったのか聞いたのだろう。

「あ、あの」

　わたしは事情を説明しようと口を開くが、上手く言葉にならなかった。

「大丈夫だよ。副会長の早とちりなんだよね？」

　そう言って、宮みや脇わきさんが笑ってフォローしてくれた。でも、その眼は本当には信じてくれていないようにも見える。

「あの人、落ち着いて見えてぬけているところがあるんだね」

　雛ひな浦うらさんが目を細める。

「そうなんすよ～。いやぁ、実際困りましたわ～」

　わたしは無む理り矢や理り笑って返事をした。

「今回は俺の責任だ」

　一いち之の瀬せ先輩が言う。わたしは彼の顔を見ることができない。

「ちゃんと生徒会にも抗議するし、永なが音ね先生にもお願いして職員会の議題にもしてもらう」

　ただ……、と悔くやしそうに彼は続ける。

「今度の大会までに使用許可が出るかどうかは分からない」

　今は夏休みだ。色々なものが後ご手てに回ってしまう。

「勝手に使えばいいんじゃないんすか？」

　神門ごうどが少し乱暴に言う。確かに、わたしたちに非はないのだから、それくらいのことをやってもいい気がする。

「いや、既すでに体育館のステージは他ほかの部活が使用しているんだ」

　やはり悔しそうに一之瀬先輩が言う。それに対し、雛浦さんは素早く質問した。

「どこですか？」

「たこあげ同好会」

「そんなの外でやれよ！」

　湊みなと山やま先輩が当然のツッコミを入れる。

「とりあえず、あてつけですね。演劇部の練習をやめさせるいい口実ができたんで、ここぞとばかりに嫌いやがらせをしているのでしょう」

　雛浦さんの眼光が鋭するどくなる。きっと怒っているのだ。彼女には知られざる秘密がある。それは、驚異的な身体機能と、それを駆く使しした暗殺術もとい格闘術だ。彼女は校内最強のファイターであり、天才拳士なのだ。だから、彼女が本気になれば月の見えない夜に、暗い道で生徒会のメンバーを葬ることができるのかもしれない。やっちゃダメだけど。

「照明や音響は合わせられないけれど、しばらくはここで練習をするしかない」

　一之瀬先輩は教室を見回す。全すべての椅い子すと机が後ろに下げられていた。わたしはその様子を見て、小学生の頃ころの学芸会の練習を思い出した。

「真ま帆ほちゃん、気にしないでくださいね」

　元気がないわたしに、三み癒ゆ先輩が微笑ほほえみかける。わたしは大きく首を縦に振る。そうやって、愚おろかしいほどに元気であることが、わたしがわたしを保つ最後の砦とりでだった。

「みんなそろったところで、練習を始めようか」

　部長の指示で練習が始まる。

　わたしはとにかく全力で動いた。

　たとえ会長が魔法を使ったとしても、演劇部のみんなはわたしの味方でいてくれる。ここがわたしの居場所であってくれる。だから、わたしはここでは必死にならなくちゃいけないんだ。

　次の日も、次の日も、わたしたちは学校のいたるところを転々としながら、生徒会に見つからないように練習を続けた。みんな、体育館でちゃんとした練習ができないことは不満だったが、それでも日々の稽けい古こには真剣に取り組んだ。

　わたしも少しずつ会長のことを忘れかけていた。

　新学期が始まるまでは大丈夫。今は演劇部の大会のことに集中しよう。そして、できるだけ明るく振る舞おう。わたしはそうやって自分を支えていた。



「『過去』から逃げることはできないの。だって、『過去』は変えられないのだもの」

　わたしが言う。広いグラウンドに向かって。

　今日は、グラウンド裏での練習だった。音が響かず、いつもより自分の声が小さくなっている気がした。直射日光に当たらない場所を選んでやっているが、やっぱり暑い。

「はい、一度ここでストップ」

　一いち之の瀬せ先輩が劇を中断する。みんながわたしと一之瀬先輩に注目した。

「空そら口ぐちさん、もうちょっとそこの台詞せりふに気持ちがこもらないかな」

　そう言われ、わたしは俯うつむく。

　このシーンは何度も問題を指摘されていた箇所だった。この芝居の脚本を渡されて、動きをつけずに台詞だけを読む練習の頃ころから、わたしはずっとここで引っかかっていた。どうしてもここの台詞で一之瀬先輩の注意を受けてしまう。

　はっきり言って、わたしはこの台詞が嫌いだ。たとえ、自分が嫌いだったとしても、芝居なのだから登場人物になりきって言わなければならない言葉がある。それは、わたしだって分かる。だけど、嫌いなものは嫌いだし、嫌いな台詞を言っている人間の気持ちになれというのは難しい。

　過去から逃げることはできない。

　それは今のわたしにとっては、死刑宣告にも近い。わたしは過去から逃げようとしているのだ。そうやって、自分を元気づけているのに……。

「もう少し、役の気持ちを考えて」

　そんなの無理だ。

「あの！」

　わたしは勇気を出して一之瀬先輩に向かって言った。

「一つ提案があります」

「なに？」

　一之瀬先輩が尋たずねる。練習中の彼は、いつもの優しさが消えてしまったみたいに厳しい。とくに大会まで日がなくなってきた最近では、特にその傾向が強くなっていた。

「今の台詞せりふなんですけど、なんていうか、ちょっとネガティブすぎませんか？」

　一いち之の瀬せ先輩の表情が険けわしくなる。わたしは怖くなって彼から目を逸そらした。

　まさか、こんな顔をされるとは思わなかった。わたしは他ほかの部員に助けを求めるように、辺りを見回した。

「う～ん。確かに、ちょっとそれはありますね」

　三み癒ゆ先輩が頷うなずく。それに宮みや脇わきさんも同調した。ありがとう、二人とも。

「言いすぎって感じですね。一応、真ま帆ほちゃんの役はいい人っていう設定だし」

「確かに、少しこの台詞は浮いているなってのは思ったな」

　湊みなと山やま先輩が一之瀬先輩の方を見ながら言う。

　やっぱり、みんなわたしと同じことを感じていたのだ。

「ここでの台詞は、『過去』を変えるのは難しいけど、きっと……」

「だめだ」

　わたしの提案は一之瀬先輩の言葉で遮さえぎられた。

「この脚本は、これで完成しているんだ。台詞に手を加えれば、脚本全体を書き直さなくちゃいけなくなる」

　頑かたくなな態度だった。その場にいた全員が、何も言えなくなるくらい、一之瀬先輩の言い方は断定的だった。

「でも……」

　わたしは食い下がる。しかし、そんな言葉もまた途中で止められた。

「役になりきるのが役者だ。それができないのなら、大会には出られない」

　一之瀬先輩の目は本気だった。

　わたしはもうそれ以上何も言えなかった。

　そんな言い方しなくてもいいじゃないですか。

　心の中の反論は、そのまま外に出さなくて正解だった。そんなことを言えば、きっと場の雰ふん囲い気きはもっと悪くなってしまっただろう。

「とりあえず」

　なんともいえない険悪な空気の中、雛ひな浦うらさんが琴の音みたいに綺き麗れいな声を響かせる。

「時間がないんですから、練習をしましょう。今更脚本を変えるのはよくないと思うし、沙さ倖ゆき先輩には沙倖先輩の考えがあったと思うから、わたしはこのままでいいと思います」

　沙倖先輩……。

　ああ、やっぱりそういうことなのか。

「まぁ、そうだな。今になって無理に変えることもないか。あの渋しぶ谷たに先輩のことだから、なんかきっと意味があるんだろ」

　湊みなと山やま先輩が明るく言う。明らかに雰ふん囲い気きを変えようとしている。

「まぁ、真ま帆ほが言うことなら聞いてやりたいけど、今は練習だろ」

　神門ごうどが頭をかきながら言葉を口にする。三み癒ゆ先輩はわたしの方をちらりと見たが、それ以上何も言わなかった。

「沙さ倖ゆき先輩だって、きっとこの台詞せりふに意味を込めたんだと思うよ」

　雛ひな浦うらさんが励はげますように言う。

　沙倖先輩。沙倖先輩。沙倖先輩……。

　みんなの口からよく出る名前。

「それじゃあ、練習を再開しようか」

　沙倖先輩。それは、一いち之の瀬せ先輩の昔の恋人だ。

「空そら口ぐちさん、そこの台詞はね……」

　沙倖先輩はもうこの世にいない。病気で死んでしまった。

　演劇部の元部長で、みんなの信頼を集めた素晴らしい女性。

　彼女の姿はわたしに似ていたそうだ。そもそも、わたしが演劇部に入ったきっかけは、沙倖先輩の代わりということだった。

　そして、この劇の脚本は沙倖先輩が書いたものだ。

　わたしは小さく震える拳こぶしを握り締めた。

　一之瀬先輩は、沙倖先輩の脚本だから変えたくないんだ。まだ、沙倖先輩のことを忘れられないから、彼女のことが好きだから、彼女の脚本に手を加えたくないんだ。みんなだって同じ。沙倖先輩の書いたものだから信頼している。沙倖先輩の書いたものだから賛成している。

「……だったらよかったんですか？」

　わたしは呟つぶやく。

　心の中で何かが崩れる音がした。

　虚きよ勢せいを張り、繕つくろってきた何かが壊れるようだった。

　沙倖先輩。沙倖先輩。みんながそう口にする。

　高たか嶺ねの花。憧しよう憬けいの存在。信頼できるリーダー。最愛の女性。

　わたしに、そんな人の代わりはつとまらない。

　体から力が抜ける。筋肉が緩み、がくりと肩が落ちる。何だか、今まで自分がやってきたことにどんな意味があったのか分からなくなってしまった。

　わたしはここでも否定されてしまうのか。

「わたしが沙倖先輩だったらよかったんですか？」

「いきなり何を言っているの？」

　一之瀬先輩が驚いた顔をする。

「沙さ倖ゆき先輩だったら、この気持ちが分かるかもしれませんけど、わたしには分かりません。きっと、わたしじゃなくて沙倖先輩のほうがずっといい芝居をするんですよね？」

　わたしは笑っていたと思う。先ほどまで保っていた仮面が、まだ顔にはへばりついている。

　一いち之の瀬せ先輩は何も言わなかった。だけど、わたしはきっと言ってほしかったのだ。たった一言。これは、空そら口ぐちさんの役なのだと。それだけでわたしは救われたのだと思う。

　しかし、現実は沈黙を守っていた。

　誰だれも何も言わない。わたしが突然変なことを言い出したから、みんな困っているのだ。

「ごめんなさい。わたしには沙倖先輩の代わりは無理みたいです」

　そうだ。わたしには無理だ。

　わたしはまだ力ない笑顔を保っていた。

　どうしてわたしは笑っていられるのだろう。こんな風になるくらいなら、無表情のまま暮らしていた頃ころのほうが、ずっとまともだった。

　嫌いやだ。もう、ここはわたしの居場所じゃない。

「沙倖は……」

　また、沙倖先輩。

　一之瀬先輩の口から、もうその名前を聞きたくない。



    

  
    
      



    

  
    
      「沙さ倖ゆき先輩沙倖先輩って、そんなに沙倖先輩が大切なんですか？」

　みんな何も言わない。

　それもそうだ。沙倖先輩が大切なんていうことは、当たり前のことじゃないか。みんな沙倖先輩のことが好きなんだ。

　一いち之の瀬せ先輩だって沙倖先輩のことを今でも愛しているんだ。

　きっと、そこにわたしの入る隙すきなんてないんだ。

　ああ、もうわたしはここにいちゃいけない。

「わたしは沙倖先輩に比べたら全然使えない奴やつですよね。みんな、わたしじゃなくて、沙倖先輩がいたらよかったと思ってるんでしょ？」

「……今の空そら口ぐちさんなら、沙倖の方がずっとよかっただろうね」

　一之瀬先輩の目は本気だった。

「空口さんは、みんなが……」

　やっぱり、わたしじゃいけないんだ。わたしはもうここにはいられないんだ。

「ごめんなさい！」

　わたしは走り出した。いや、逃げ出した。

　自分の最後の場所を、わたしは自分自身で壊してしまった。

　みんなの声が後ろから聞こえる。それでも、わたしは走り続けた。

　どうすればいいんだろう。

　どこに行けばいいんだろう。

　どこへ帰ればいいんだろう。



　川の水面が橙だいだい色いろに輝く。家いえ路じにつく子どもたちの元気な声も聞こえた。

　逃げ出したのは午後の練習の終わりかけだったから、わたしはかれこれ二時間近くあてもなく放浪の旅をしていたことになる。その間、主に川辺に座ってカエルが水の中から顔を出す様子をずっと眺めていた。そして今も川原で一人、動物の形に見える石を集めて、真ま帆ほ動物園を作って遊んでいる。なんて悲ひ惨さんな高校生なんだ、わたしは。

　もうすっかり夕刻だ。わたしは何も入っていない頭を持ち上げ、そろそろ帰ろうか、と考えた。

　これからどうしよう。

　自分でやったこととはいえ、とんでもないことをしてしまった。練習中に逃げ出すなんて、小学生でもやらないぞ。

　ため息が出る。膝ひざを抱えて座ったまま、立ち上がる気になれない。

　謝ろうか。まぁ、それが一番いいに決まっているよな。

　だけど、なかなかその勇気が出ない。みんなのところに行っても、白い目で見られるだけなんじゃなかろうか。それが怖い。

　ため息が出る。

　このまま逃げ続けられるわけじゃない。大会が近い。練習をしなくちゃいけない。それは、よく分かっている。だけど……。

「浮かない表情だね」

　わたしは背後から話しかけられ、ドキッとした。その声は、一いち之の瀬せ先輩のようにも聞こえたが、振り返るとそれが間ま違ちがいであることがすぐに分かった。

「会長……」

　わたしの後ろ五メートルくらいのところに会長がいた。川原の草が風で揺れる。近くの鉄てつ橋きようを電車が走り、わたしのささやくような声を打ち消した。

「今日は、前の話の返事を聞きにきたよ」

　柔にゆう和わで穏おだやかな中に威圧感がある。

「返事……ですか？」

「ぼくの魔法の手伝いをしてくれるか、それを聞きにきた」

　魔法。人を復活させる魔法のことだ。わたしは会長をきっと睨にらんだ。

「わたしはあなたの手伝いはしません。それに、魔法で人を蘇よみがえらせることなんて、きっとできません」

　永なが音ね先生は可能かもしれないと言っていたが、わたしにはとてもそう思えない。死んだ人は死んだ人。もう帰ってこない。

　沙さ倖ゆき先輩だって……。

「ぼくと空そら口ぐちさんだけの力では無理だろうね」

　会長が微笑ほほえむ。そして、彼はゆっくりと腕を横に伸ばした。何をしようというのか。わたしは一歩引いて身構える。

「だけど、ぼくには心強い味方がいる」

　オレンジの太陽光に照らされた腕が、僅わずかに青く光りだす。これも何かの魔法だろうか。

　会長の腕の光は少しずつ強さを増し、やがて青い炎が噴ふん出しゆつし始めた。そして、その炎は燃え盛り、三メートル近く火柱が立った。

　この炎に見覚えがある。この青い火炎は悪魔が宿す炎だ。

「まさか……」

「出ておいで」

　炎は爆発的に大きくなり、一瞬で収縮した。炎が収縮した場所は会長の腕の上。そこには、先ほどまでいなかった生物が存在していた。

　つぶらな瞳ひとみに長い耳。七色に光る羽に、青あお緑みどりの洋服。それは、童話に出てくる妖よう精せいのイメージそのものだった。だけど、わたしはそれが妖精なんかじゃないとすぐに分かる。こいつは悪魔だ。人を騙だまし、絶望させる恐ろしい悪魔が会長の腕の上に座っている。

　会長がいきなり人を蘇よみがえらせるだの、魔法だの狂気じみたことを口走った理由がすぐに推測された。

　会長はこの悪魔にそそのかされているに違いない。彼にこの青い妖よう精せいの正体を教えてやらないと！

「会長、そいつは」

「悪魔だよ」

　わたしが正体を暴く前に、青あお緑みどりの妖精は可愛い声で自己紹介をした。わたしは目を丸くする。

「ボクの名前はフェアリル。人間と契約を結び、人間の夢を叶える悪魔さ」

　人間の夢を叶えるだと？　悪魔はそうやって人間を欺き、自分のいいように利用するのだ。

「会長、騙されちゃダメです。こいつは悪魔で、人間を絶望させようとするんです」

「大体の話はフェアリルから聞いているよ」

　会長はとても落ち着いていた。焦っているわたしがバカらしくなるほど、彼はゆったりとして余裕があった。



    

  
    
      



    

  
    
      「普通の悪魔は人の絶望を糧かてとするらしいね。だけど、フェアリルは違う。そういう悪魔とは違うんだよ」

「何が違うっていうんですか」

「ボクは元々天使なんだ」

　フェアリルが相変わらず子どものような無む邪じや気きな声で横から入る。

「悪魔には、生まれつきの悪魔と、天使から悪魔になるものがいるんだ。ボクは元天使の悪魔で、そういう悪魔は人間を絶望なんかさせないよ」

「信じられません。大体、なんで天使から悪魔になったんですか？　悪いことをしたからじゃないんですか？」

　そう言われて、フェアリルは悲しそうな表情をする。

「ボクはアスガルズっていう天使の組そ織しきにいたんだけど、組織のやり方や上司とそりが合わなくてね。そこで、天使をやめて悪魔として人間を助けようと思ったのさ」

　アスガルズ。それは、悪魔を取り締まる天使の機関。確かに、今までのアスガルズのことを鑑かんがみれば、やっていることが全すべて正しい正義の組織であるとは言い難い。そもそも、組織の一員である永なが音ね先生からしていい加減でだらしないグータラな天使だ。彼女が上司になってしまったら、天使を辞やめる気も起きるかな。

「だけど……」

「大切なことは、そんなところじゃない」

　わたしがさらに反論しようとするのを、会長が阻止する。

「フェアリルがよい悪魔なのか、悪い悪魔なのか。それはぼくにとっては些さ末まつな問題なんだ。大切なのは、フェアリルが死者を蘇よみがえらせる魔法の使いかたを知っているということ」

　会長の顔は夕焼けと青い光の両方に照らされていた。それは、残酷さを孕はらむ理性と狂気が混ざったような色だった。

「ぼくがこの世に呼び戻したい人間は、空そら口ぐちさんも知っていると思う」

　名前。その人間の名前が告げられる。

「渋しぶ谷たに沙さ倖ゆきさん」

　渋谷沙倖。

　ここでもその名前が出てくるの？

「聞いたことはあるだろう？　君が入っている演劇部の元部長だ」

　知らないわけがない。

「ぼくは彼女を蘇らせたいんだ」

「どうして？」

　頭で言葉を考える前に、口が先に動いていた。

「どうしてかって？　そんな理由も分からないのか！」

　突然、会長の言葉が荒々しくなる。わたしは驚いて、体をびくっと震わせた。

「君は演劇部で何があったのかを知らないのか？　一いち之の瀬せ拓たく馬まが何をしたのか知らないのか？」

「一之瀬先輩？　一之瀬先輩が何かしたんですか？」

「本当に何も知らないようだね」

　会長の口調はまた落ち着いたものになった。

「聞きたいかい？」

　そんなことを言われて、聞きたくないわけがない。わたしは黙って頷うなずいた。

「ぼくと拓馬は一年生のときに同じクラスだった」

　フェアリルがふわりと宙に舞い上がる。会長は腕を下ろし、ゆっくりとわたしに近づいた。本当は怖くて逃げ出したかったが、それでも彼の話はわたしをその場に縛りつけた。

「当時、ぼくらはまだ仲が良かった。親友だったし、ライバルだった」

　一之瀬先輩と会長は、成績も運動神経も同じくらいのレベルなのだろう。もちろん、二人とも上位で争っていたに違いない。

「入学してしばらく経たつと拓馬は演劇部に入部し、ぼくは生徒会執行部の活動に興味を持った。そして、沙さ倖ゆきさんにはその頃ころ出会った」

　会長は昔を懐かしむような表情をしている。だけど、その目は少しも優しくない。話の続きに、よくない結末があることはそこからもよく分かった。

「生徒会の仕事で演劇部に行ったとき、初めて沙倖さんに会ったんだ」

　そこで、会長は沙倖先輩のことを好きになったとか、そういう青春の甘あま酸ずっぱいストーリーなのか。だから、会長は彼女のことを、またこの世に呼び戻そうというわけか。

「それからも何回か会ったけど、ぼくは彼女のことが好きになったわけじゃない」

　恥ずかしがり屋め。まぁ、他人に自分は誰だれかのことが好きだとか堂々と言えるものじゃないけどね。

「ぼくは彼女を崇すう拝はいしていた」

　……。

「スーハイ？」

「そう。感覚としてはそれに近い。ぼくにとって沙倖さんは神と同じだった」

　冷たい何かが体を走る。この人、本当に大丈夫なのか。

「彼女の姿、思考、言動、行動、全すべてが完璧に思えた」

「……そうなんですか」

　手に汗が滲にじむ。何だか、今までとは違う恐怖感が生まれてきたぞ。わたしは僅わずかに会長から離れた。

「そのうち拓馬と沙倖さんが付き合いだした。別にぼくはそれに反対はしなかったし、むしろ最初は喜んだ。ぼくは沙倖さんが幸せならば、それでいいと思った」

　だけど、と会長は苦々しく大声で言い放つ。わたしはまた体をびくっと震わせる。

「去年の冬、拓たく馬まは沙さ倖ゆきさんを無む理り矢や理り舞台に立たせた」

　去年の冬。きっと、冬の大会のことだ。

「知っているだろう？　沙倖さんは病気だった。入院もしていた。安静にしていれば、もっと長生きできたはずだった。それなのに、拓馬は先の長くない沙倖さんと一緒に劇をしたいという理由だけで、彼女を病院から連れ出し、結果として寿じゆ命みようを縮めた」

「そんなことが……」

　そんなことがあったなんて知らなかった。

「無理をさせた理由は、純粋に大会で勝ち進みたかったからなのかもしれない。どちらにしても、拓馬は自分のエゴで沙倖さんを殺したんだ！」

　太陽は完全に没ぼつした。近くの道の外灯がつく。会長は頭上のフェアリルの青い光で照らされていた。

「ぼくは沙倖さんを殺した演劇部を許さないし、拓馬を許さない。そして、被害者となった沙倖さんを何とかして救いたいんだ」

「そんな……」

　わたしは何も言えなかった。どうしたらいいのかも分からない。

　頭を軽く押さえる。何が起こっているのかを整理しないと。

　会長の様子は嘘をついているようにはとても見えない。もしも、今の話が本当だとするなら……。

　わたしは一いち之の瀬せ先輩のしたことが正しいと思えない。

　いくらなんでも、病気の人間に無理をさせて舞台に立たせるのはまずい。それほどまでに、一之瀬先輩の沙倖先輩への想いは強かったということか。だとするならば、それはどれほど強い気持ちなのだろう。

「君の大切な人も、竜りゆう司じ君と同じことを考えているのじゃないかな？」

　空からフェアリルが語りかける。

　わたしの大切な人？　一之瀬先輩のことを言っているのか。

「そんなことありません！」

　そうだ。一之瀬先輩は、死んだ人間は戻ってこない、と言っていた。わたしは拳こぶしを握り締め、全力で反論する。

　表面の勢いとは反対に、心の中では深い不安が渦巻いていた。

　本当にそうなの？

「冷静に考えれば簡単に出る結論だと思うよ。君には亡くなった友達などはいないのかな？　家族でも恋人でもいい。大切な人に戻ってきてほしいという気持ちは悪じゃない。むしろ、ごく自然な感情だ」

「それは、そうですけど」

「もしかして、沙さ倖ゆきさんが復活したら、自分の居場所がなくなると心配しているのかな？」

　フェアリルが悪魔の笑みを浮かべる。

　わたしの居場所がなくなる？　わたしの立場を沙倖先輩にとられてしまうというの？

「でも、それは心配無用だよ」

　どういうことだ。

「だって、君はボクたちの魔法で昔に戻ったじゃないか。君にはもう居場所なんてないんだ。クラスでも、部活でも、君は誰だれからも必要となんかされてないじゃないか」

　わたしは必要とされていない？

　わたしの居場所はもうない？

　急に目の前が真っ暗になったような気がした。血が全すべてなくなってしまったように、体から力が抜け、体温が下がる。

　クラスのみんなはわたしに冷ややかに接する。

　わたしは演劇部の練習中に逃げ出した。

　今まで浸つかってきた日常は、もう流れ出してしまったの？

　もう帰れないの？　戻せないの？　やり直せないの？

「それならば、沙倖さんの復活をしたほうがずっといいと思わないかい？　彼女の母親だってきっと喜ぶと思うよ。愛する娘が蘇よみがえるのだからね」

　沙倖先輩の母親。

　わたしは気丈に振る舞いながらも、今にも折れそうな芯しんで必死に立ち続けている女性の姿を思い出した。

「魔法を使うことにも、もう抵抗はないよね？　だって、君はもう『過去』のままの空そら口ぐちさんなんだから」

　わたしは大きく首を振った。

「わ、わたしはもう昔とは違うの。わたしは変わったの。わたしには居場所があるもん。演劇部のみんなは、きっと……」

「本当にそう言いきれる？　それなら、今から君がみんなのところに戻ったら、みんなは君を今までどおり受け入れてくれるかな？」

　練習の途中で逃げ出したような奴やつ。体育館使用禁止の原因をつくったような奴。大して演技が上手くないくせに脚本に噛みつくような奴。そんな奴は……。

「……わたしなんか……」

　きっと、みんないらないと思っている。

「協力してくれるね？」

　会長が言う。だけど、その声は耳に入っても脳まで届かない。

　体がゆらりと大きく揺れる。

　足が動く。

　嫌いやだ嫌だ嫌だ。ここは嫌だ。

　この男は嫌いだ。あの悪魔も嫌いだ。呪のろってやる。祟たたってやる。屠ほふってやる。

　このわたしの気分をこんなに害するなんて、パスタみたいに塩と一緒に茹ゆで上げて、ミンチにして短たん冊ざく切りにしてタンポポの花と一緒にパック詰めにしてやる！

「ふふ……」

　わたしは笑っていた。何だか、今まで抑えていたものが堰せきを切ったように溢れ出す。

「どうしたの？」

　全すべてがどうでもいい。何がどうなったって、わたしには関係ない。みんな嫌いだ。誰だれにも協力なんかしてやるもんか！　わたしは会長を指差し大きく口を開ける。

「あんたの協力なんかしないよーだ！　ばーか！　ばーか！　ばーか！」

　わたしは小学生みたいに単純な語ご彙いで言いたいことを全て吐き出すと、一目散に逃げ出した。

　わたしはまた逃げている。こうなれば何からでも逃げ出してやる。

　会長は追ってこなかった。その余裕が余計に腹立つ！

　もう全て嫌だ。何もかも捨ててしまいたい。

　宵よいの薄暗い帰り道を、ネクラ少女は泣き笑いしながら走った。



    

  
    
      


四幕　真相





「お、お姉ちゃん？」

　夏なつ樹きが心配そうに話しかけてくる。それもそうだろう。今のわたしを見れば誰だれでも心配になるはずだ。

　髪は全すべて下ろし、コンタクトをメガネに戻し、暑い中真っ黒のローブを羽は織おっている。手には魔術書と霊力アップの数珠じゆず五つ。いつもより曲がった背中を揺らし、わたしは今日も元気に世界を呪のろおうとしているところだった。

「なんか、日に日にパワーアップしてない？」

　わたしの格好のことを言っているのだろう。

「当たり前よ。わたしは何が何でも魔法を成功させるんだから！」

　会長を含む、全てをこの世から抹まつ消しようしてやるのだ。へへへ。

「それで、成果は出たの？」

「……」

　会長と話をしてから三日間。わたしは演劇部の練習をさぼり、ひたすら家に引きこもっていた。携帯電話の電源を切り、訪ねてくる人には居留守を使ってもらうように家族に頼み、外部との接触を完全にシャットアウトしていた。

　そこで、ひたすら魔法の儀式を繰り返していた。毎日毎日呪じゆ文もんを唱え、魔方陣を描き、捌はけ口ぐちのない鬱うつ憤ぷんを呪いに乗せて世界へ発信していた。

　……だけど、それでわたしの周りが何か変わるようなことは何もなかった。相変わらず太陽は朝になれば昇ったし、夜になれば月が出た。一日は二十四時間のままだし、隕いん石せきが降ってきたり、異星人が大挙して侵略に来たりすることもない。どこかの国では、一人の政治家の発言で戦争が始まったらしい。だけど、わたしの吐き出す呪文にそんな力はとてもなかった。

　それでも、今夜もわたしは行動を始めた。今日は絶対に呪いを成功させるという後ろ向きの前向きさがわたしの中にあった。

「ふはは！　今夜こそ地上を火の海にしてくれよう！」

　景気づけに大声で叫んでみた。

「できれば、そういうのは外でやってくれませんか？」

　盛り上がるわたしに、夏樹は遠慮がちに言う。いつもの夏樹なら呆れて強気に出るのだが、今は違う。きっと、あまりのわたしの迫力に恐れをなしているのだ。

「外でねぇ……」

　ここはわたしたち姉妹の部屋の中。窓から外を眺めてみると、ちょうどいい具合に空には雲がかかっており、暗黒儀式を行うにはおあつらえ向きの夜だった。

「そうね。できるだけ、大きな魔方陣を描きたいし」

　夏なつ樹きの体が小動物のように震えた。わたしの本気が、改めて伝わったようだった。

「あの、やっぱりここでいいです。部屋の中でやりましょう！」

　その後に小声で続いた、こんなの野に放てない、がわたしの神経を逆なでする。

「夏樹ぃ、あんたもわたしをバカにするわけ？」

「滅めつ相そうもないですよ。いやだなぁ、お姉さまは、ははは」

　夏樹は顔を引きつらせながら、わたしから離れていく。そして、後ろ手でドアを開けると、くるっと向きを変えた。

「朝起きたらわたしが一人っ子になってますように！」

　そう叫び、夏樹は部屋から飛び出した。

「待て！」

　わたしの言葉に夏樹が反応するわけもなく、階段を下りる足音だけが聞こえた。

「ふん。あんな小こ物ものにわたしの崇すう高こうな理念を解することはできないか」

　わたしは床に紙を広げ、実際に魔方陣を描き始める。

　今日はどんな風にしよう。どんな魔法で世界の人間を苦しめてやろうかな。きっと、これでみんな……。

「あれ？」

　ペンのインクが切れ、魔方陣が途中でかすむ。

「……こんなことですら上手くいかないね」

　わたしはその場にぺたりと座り込んだ。

　手にした魔術書を放ほうり、数珠じゆずを壁に投げつけた。

　わたしだって分かっている。こんなことをやっても、意味がない。成果だって上がっていない。

　そもそも、わたしは何を呪のろおうとしているのだろう。

　世界を呪ったって、何も変わらない。わたしが本当に呪いたいのは……。それは、きっとわたし自身だ。結局、何も変わらず、昔のままでいる自分をわたしは呪い殺してしまいたいのだ。

　みんなと上手く接することができない。自分勝手な行動ばかりしてしまう。演劇だって上手にできない。相変わらずゴブリンを呼び出すこと以外に魔法を使えそうにない。本当に役立たずだ。そんなわたしはいなくなったほうがいい。

　それならば、わたしの代わりに沙さ倖ゆき先輩がいたらいいじゃないか。一いち之の瀬せ先輩はまだ沙倖先輩のことが好きなのだ。そんなことは彼を見ていれば誰だれにだって分かる。口では何と言っていても、蘇よみがえってほしいに決まっている。それに彼ははっきりと、わたしじゃなくて沙さ倖ゆき先輩の方がいいと言ったではないか。

　……どうすればいいのだろう。

「お姉ちゃん？」

　不意にドアの外から声が聞こえた。夏なつ樹きが部屋を覗のぞき込んでいる。

「下に行ったんじゃないの？」

　わたしはぞんざいに言う。

「変だぞ」

「わたしはいつも変だ」

　そうだ。わたしはどうしようもない変人だ。

「いつもよりずっと変」

「それじゃあ、今日からこれが普通だから。わたしは昔より変人になったのよ」

「自じ虐ぎやく的」

「そうだね」

「ほれ」

　夏樹がわたしの方に何かを投げた。それはわたしの頭にぶつかり、床に落ちた。わたしは何だか怒ることも億劫に感じた。

「それでも食べて、頭冷やしたら？」

　夏樹がわたしにぶつけたのはカップのアイスクリームだった。

「ほれ」

　今度はスプーンがわたしに向かって投げられた。放射線を描いて飛んでくる銀色の棒を、わたしはちゃんと受け止めた。

「わたしの頭は冷えてるよ」

「冷えてるのは心でしょ？」

　上手いことを言ったつもりなのか、夏樹は得意げな顔をする。わたしはそれを見て、ふきだしてしまった。

「言っとくけど、全然上手いこと言ってないからね」

「お姉ちゃんの魔法だの呪のろいの呪じゆ文もんとかよりは、ずっと気が利きいてるでしょ」

　口数の減らない奴やつだ。わたしはアイスを拾うと蓋ふたを開けた。その蓋には、真ま帆ほ、と書かれている。なんだよ、これは元々わたしのものじゃないか。

「あんたさぁ」

　わたしはアイスに銀のスプーンを突き刺した。

「好きな人のためなら何でもする？」

　夏樹は不審そうにこちらを見る。

「心中でもするの？」

「いや、そこまでの話じゃなくてさ」

「まぁ、なんでもするっていうのは言いすぎだけど、喜んでくれるならある程度はするかな」

「どの程度まで？」

「難しいなぁ」

「昔の彼女を蘇よみがえらせるとかは？」

　単刀直入で勝負だ。

「……なんかの映画の話？」

「いや、そうじゃなくて、もしもの話でさ」

「難しいねぇ。元カノでしょ？　蘇ったらまたくっつくかもしれないってことか」

　夏なつ樹きは腕を組んで考える。

「相手の男が本当に喜ぶなら蘇らせるかも」

「本当に？」

「それで、男を奪う」

　時々、こいつの逞たくましさが羨うらやましくなる。

「そっか。そうだね」

「ねぇ、今のって何の話なの？」

「心理テスト」

　あとは適当に誤ご魔ま化かしておこう。

「え？　そうなの？　わたしの答えはどんな結果なの？」

「えっとね、夏樹みたいな答えの人は、もっとお姉さまを尊敬して、お姉さまに色々と貢みつぐと幸せになるってさ」

「ほう。でも、それは心理とか関係ない結果なんじゃないかな」

「まぁ、気にするな。早速、貢みつぎ物ものを出しなさい」

「アホか！」

　夏樹はそれだけ言うと、部屋を出て行った。わたしが元気になったと思ったのだろう。

　問題は少しも解決していないけれど、心は少し決まった気がする。わたしはローブの裾すそをぎゅっと握り締めた。軽く目を瞑つむり、呼吸を整える。

　夏樹が言っていたことが間ま違ちがっているとは思わない。好きな人が喜んでくれるなら、してあげたいことはたくさんある。

　わたしは一いち之の瀬せ先輩が好きだ。それは、間違いなく言える。

　彼が喜んでくれるなら、わたしは……。

　会長に協力しよう。

　わたしはそう決めた。悪魔が本当のことを言っているのかどうか分からない。悪魔にどんな目的があるのかも分からない。

　だけど、もしも本当に沙さ倖ゆき先輩が蘇よみがえるようなことがあれば、それはきっといいことなのだと思う。みんな喜ぶに決まっている。たとえ、一いち之の瀬せ先輩がそれで沙倖先輩とまた付き合いだしたとしても、それはそれでハッピーエンドじゃないか。わたしなんかが出る幕はない。わたしなんかの居場所なんてない。わたしは昔ながらのネクラ少女で、晩生おくてで目立たない空気みたいな奴やつ。いや、空気の中でもアルゴンみたいに、特に目立たなくて地味な奴だ。

　もしかしたら、今度の大会も沙倖先輩が出ることになるかもしれない。そうなれば、きっとわたしよりもずっといい演技をするだろう。台詞せりふだって、きっと感情を上手く表現しながら言えるはずだ。

　自分で考えながら鬱うつになる。ますます自分のことが嫌いになる。その思考が進めば進むほど、わたしの決心は強固なものになっていく。

　やっぱり、会長に協力して沙倖先輩を復活させよう。きっと、一之瀬先輩だって本当はそうなればいいと思っているはずだ。

　一之瀬先輩だって……。

　彼の顔が浮かび、消えずに頭から離れない。

　明日、学校に行こう。そして、そこでちゃんと話をしよう。一之瀬先輩に、沙倖先輩が蘇るっていう話を。

　一之瀬先輩は何と言うだろう。

　ありがとう、空そら口ぐちさん。これで、沙倖とまた一緒になれるよ。

　……きっと、そんな展開になるんだろう。それでいいじゃないか。それでいいんだ。

　大会まで、あと一週間を切っていた。



　朝日は分厚い黒雲に遮さえぎられ見えない。いつ降り出してもおかしくない状況だった。実際、わたしが駅にたどり着く前にはぽつぽつと雨が降り始めていた。わたしは久しぶりに学校へと向かっていた。

　湿しつ気けと高温がわたしを不快にさせる。折りたたみ傘を広げ、駅へと急ぐ。

　まずはみんなになんて言おうか。どうやったら、穏便にことを済ませられるだろうか。わたしの頭はそんなことでいっぱいだった。

　もう少しで駅にたどり着くというとき、思ってもみない人間と遭そう遇ぐうした。わたしが普段利用している駅の目の前。彼がそこにいた。

　小こ柄がらな体格の初老の男性。その男性は大きな傘を持って、歩道の真ん中に立っている。街は不気味なほど静かで、雨音以外に空気を伝わるものはなかった。

「おじ様！」

　わたしはすぐにその男性が何者なのか分かった。それは、伊丹いたみ書店の店主だった。わたしが誰だれよりも頼りにし、信じていた書店の店主だ。

　おじ様はわたしと目が合うと、悲しそうに微笑ほほえんだ。わたしは彼に駆け寄り、息を弾はずませる。追い詰められっぱなしの自分に、ようやく救いの光がさした気がした。

「おじ様、どうして店を閉めちゃったんですか？　今までどこにいたんですか？」

　わたしは早口に質問をぶつける。冷静に考えれば、これは答えにくい質問かもしれないのに、わたしはそんなことを考える余裕もなかった。

　他ほかにもわたしには訊ききたいことや相談したいことがある。口に出したいことを頭に整理して並べることができない。とにかく、今まであったことを全すべて話してしまいたかった。

「すまないな、空そら口ぐち君」

　おじ様はゆっくりと言う。その様子は、普段のおじ様とは明らかに違っていた。

「実は、空口君に話さなければいけないことがある」

「わたしにですか？」

　話さなくちゃいけないことはこっちにもある。わたしは早く自分の相談がしたくて気が急せいていた。

「どこから話せばいいのか……」

　おじ様は困った顔をする。

「そうだな。回りくどいことはせずに、単刀直入に問おう。空口君、君は悪魔に会ったね？」

　わたしはおじ様の口から漏もれた言葉に、自分の耳を疑った。

「悪魔、ですか？」

「そうだ」

　おじ様の目は真剣だった。

　わたしは何度かおじ様に悪魔の話をしたことがある。そういうとき、おじ様は笑わずにわたしの話を真面目まじめに聞いてくれた。そして今、今度はそのおじ様がわたしに悪魔のことを尋たずねてきた。

　何を言っているんですか。悪魔なんているわけないじゃないですか。そう言って、誤ご魔ま化かすことは簡単だろう。だけど、彼の目はそれを許しそうになかった。

　これはどういうことなのだ。おじ様は悪魔のことを知っているのか？

　それとも、これは何かの隠いん喩ゆなのか？

　おじ様はふざけている様子ではない。混乱する頭を一度落ち着かせ、息を整えてから真まっ直すぐおじ様を見る。

　この人は何を知っているのだろう。それはわたしには分からない。だけど、本当のことを正直に話そう。それが、今まで様々な相談に乗ってもらったおじ様への、最大限の誠意だと思った。

「あります」

　わたしは頷うなずいた。心拍数が上昇していく。

「君は今まで多くの悪魔と接してきたね」

「……はい」

　わたしは答えながらも、この人は何者なのだろうか、と必死に考え続けた。

　おじ様はわたしみたいな変わり者に本を貸してくれる古本屋さんだ。そして、わたしの突とつ拍ぴよう子しのない話をちゃんと聞いてくれるいい相談相手だ。それだけのはずだ。

「わしは空そら口ぐち君に謝らなくちゃいかん」

「何をですか？　店を閉めたことですか？」

「店を閉めたのは、ここでの仕事が終わる目め処どがついたからだ」

「ここでの仕事？　古本屋のことじゃなくてですか？」

　頭が再び混乱し始める。

「わしはね、人間じゃないんだよ」

　遠くで雷鳴。激しい雨足が二人の傘を叩たたいた。

「ちょっと、それ、どういう冗談ですか？　わたしの黒魔法思考がうつっちゃったんですか？」

　わたしは笑う。だけど、頭の中では少しも笑っていなかった。

「一つずつ説明しよう」

　わたしはぐちゃぐちゃに混ざる頭を必死に整理しようと、おじ様の言葉に耳を傾ける。

「わしは元々天使だった。アスガルズという悪魔を捕まえる機関に所属していた。これも、空口君は知っているね」

　どう返事をすればいいの？

　笑えばいい？　驚けばいい？　知らない振りをしたほうがいいの？

　アスガルズという単語をわたしはおじ様に話したことはない。おじ様がただわたしをからかっているだけとはもう考えられない。下へ手たな芝居は無用だ。今までどおり、素直に返事をするしかなかった。

「はい」

「わしには一人の同僚がいた。そいつは、魔法の知識を誰だれよりも持っていた。しかし、残念ながら、規き律りつや常識を遵じゆん守しゆする心は持っていなかった」

　魔法。天使。悪魔。ああ、わたしの好きな言葉のフルコースだ。こんなに一人で食べきれないよ。

　いつの間にか力が入りすぎてしびれていた手から、もう片方の手へと傘を持ち替える。一体、この次にどんな話が続くのか。わたしはどれだけ衝撃を受ければいいのだろう。

「あるとき、そいつは禁きん忌きに手を伸ばした」

　禁きん忌き。

「死者の蘇そ生せいだ」

　再び雷鳴。今度は、さっきよりも近い場所である気がした。

「そいつは、禁止されている呪じゆ文もんや術じゆつ式しき、生いけ贄にえ、道具、とにかくありとあらゆるものを駆く使しして、魔法を完成させた。神は怒り、そいつから天使の羽を奪った。そして、そいつを捕まえるように、アスガルズを動かした」

「え？　魔法は完成したんですか？　それじゃあ……」

「死んだ者を蘇よみがえらせる魔法は存在する。しかし、その代償も大きかった。奴やつは多くの仲間の天使の命を奪い、その肉や魂を呪じゆ術じゆつの道具とした。その中にはわしの仲間もたくさんいた」

　天使の死肉や命を使うなんて。一瞬、永なが音ね先生の顔が浮かんだが、いくらなんでもそれは可か哀わい想そうだ。……いや、普段わたしが永音先生に向かって心の中で吐いている暴言の内容とそんなに変わらないかな。

「そいつは人間界へ降りた。それはアスガルズに捕まらないようにするためだけじゃない。奴が生涯かけて完成させた魔法を実行するためだ。奴の魔法には、魔法を使える人間の協力が必要不可欠だった」

「魔法が使える人間？」

　少しずつではあるが、わたしの中で話がつながり始める。

「奴はアスガルズの手の内を知り尽くしていて、わしらはなかなか捕まえることができなかった。やがて、こちらが持っていたカードも切りつくし、アスガルズは奴を捕まえることは実質的に不可能だと判断した。そして、奴の捜査は打ち切られた」

　おじ様の表情が悔くやしそうに歪ゆがむ。仲間を殺した天使に深い怒りと恨みを持っているようだった。

「わしはアスガルズの命令を無視し、地上に残って奴を捜さがし続けた。己の欲求のためだけに仲間の四し肢しを裂いた奴を、どうしても許すことができなかった。そして、命令を無視したわしもまた羽を奪われた」

　天使が羽を奪われる。それは、つまり……。

　僅わずかにおじ様の体から青みを帯びた光が滲にじむ。

「それじゃあ、おじ様は……」

「そう。わしもまた悪魔になった」

　劈つんざくような音を立て、今までの中で一番近いところに雷が落ちた。雷光がおじ様の真剣な表情に影をつくる。

「そ、そんなの嘘です」

　信じられない。そんなことを信じたくない。震えるようにわたしは首を振った。

「いや、本当のことだ。わしは悪魔に堕ちても、奴やつを捜さがし続けた。奴が魔法を使える人間を捜していることを知っていたわしは、空そら口ぐち君を見つけた」

「わたしを、ですか？」

　意外な言葉に、わたしは肩にかけたカバンを落としそうになった。

「そう。初めて君に出会ったときから、君に魔法のセンスを感じていた。だから、多くの悪魔がこの周辺に寄りつくよう様々に細さい工くをした。魔法を使える君に、奴はきっと飛びつくと思ったからだ」

　わたしに悪魔が寄りつくように？

　これまでの様々な事件が頭の中で再生される。

　ぴちゃりと音を立て、わたしはすぐ後ろの水みず溜たまりの中に片足を入れる。おじ様は動かずにじっとこちらを見ていた。

「それじゃあ、永なが音ね先生が言っていた悪魔を呼び寄せている黒幕って……」

「黒幕か。空口君からすれば、確かにそうだな」

　それじゃあ、頻ひん発ぱつした悪魔事件の元凶はおじ様だったっていうの？　わたしと契約した悪魔や、宮みや脇わきさんのときの悪魔もおじ様の仕し業わざなの？

「ひどいです！」

「すまない」

　なんてあっけない言葉なのだろう。わたしが今までに、どれだけ悪魔に死にそうな目にあわされてきたと思っているのか。少しひいた足を元に戻し、おじ様に詰めよるように体を前に押し出す。

「わたし、悪魔のせいですごく大変な目にあったんですよ！」

「だが、それもこれで終わりだ」

「どういうことですか？」

「奴が見つかった」

「見つかった？　おじ様が追っている悪魔ですか？」

「そうだ。空口君も会っているはずだ」

　わたしも会っている？　わたしが最近会った悪魔。人を蘇よみがえらせる魔法。魔法を使える人間を求めている。

　全すべてのパーツが組み合わさって、必然的な解答を指し示す。

「悪魔の名はフェアリル」

　フェアリル。妖よう精せいのような笑顔と、鈴のような声の悪魔。

　おじ様はわたしに頭を下げた。

「空口君。君に迷惑をかけたことは詫わびる。だが、これしか方法がなかったことも理解してほしい」

「そんなの……」

　理解してほしいと言われても、わたしにどうしろというのか。これまでの事件でわたし以外の人たちも傷ついたりしている。わたしだけが許したところで、どうこうなる問題でもない。

　わたしはおじ様のことが好きだ。悪魔のことで困ったことや弱ったこともあったけど、それ以上におじ様に救われたこともあった。だから、わたし個人が許す分には一向に構わない。

　……いや、それすらも全すべておじ様の計画だったのだろうか。わたしが折れないように支えたのは、わたしという餌えさがなくなってしまうと困るから？

　わたしは一体何を信用すればいいの？

「わたし、もう嫌いやです」

　わたしは一体誰だれを信じればいいの？

「君には辛つらい思いをさせた。わしはもう君の前から去る。だが、その前に、最後に一つだけわしに力を貸してほしい」

　わたしは黙って話の続きを促す。

「フェアリルの居場所を教えてほしい。わしは奴やつを捕まえる」

　フェアリルの場所。それは、会長のところだ。

　教えるべきか、それとも教えないべきか。

　おじ様には力を貸してあげたい気持ちがないわけじゃない。だけど、あの悪魔がいなくなれば、沙さ倖ゆき先輩が蘇よみがえることもなくなる。そうなれば、会長や一いち之の瀬せ先輩は落らく胆たんするだろう。いや、他ほかのもっと多くの人たちからも希望を奪うことになる。

　おじ様は真剣な目でこちらを見ている。わたしは申し訳なくなり俯うつむきながら呟つぶやいた。

「言えません」

　やっぱり、言えない。あの悪魔は一之瀬先輩の望みを叶えるんだ。まだ捕まってもらうわけにはいかない。

「どうしてだ！」

　おじ様の手がわたしの肩を揺らす。大きな声を出したおじ様は、すぐに咳せき込こむ。それは、どこか悲ひ愴そうめいた彼の表情をより強調した。

「もう、あまり時間がないんだ」

「だけど……」

　わたしは一之瀬先輩を喜ばせたい。彼を幸せにしたいんだ。

　不快な雨が、わたしの靴にしみて靴下まで侵蝕する。

「捜さがしましたよ」

　雨音。

　雷鳴。

　稲いな光びかり。

「お久しぶりです」

　白翼。

　白光。

　天使の姿。

「永なが音ね先生……」

　わたしは光の方を凝視した。

　そこには、表情を感じさせない無機質な顔をした天使がいた。わたしたちから十メートルほど離れた場所で大きな翼を広げ、刺すような光を放っている。

「アスガルズか」

　おじ様は永音先生の方を少しも見ていない。だが、一瞬で全すべてを見切ったようだった。

「空そら口ぐち君を囮おとりに使っていたのは、わしだけではなかったということか」

　おじ様が苦々しく言う。

「ふぇ？　どういうことですか？　何が起こったんですか？」

　わたしは訳も分からず、首を振っておじ様と永音先生に視線を交互に送りながら、現状の把は握あくに努めた。

「永音というのがここでの名前かね？」

　おじ様は落ち着き払った様子で振り返り、永音先生に問いかける。永音先生も冷れい淡たんなほど静かに答えた。

「そうです。あなたは伊丹いたみと名乗っているそうですね」

「仲間を失った『痛み』と、追つい悼とうの『悼いたみ』の駄だ洒落じやれだ」

　永音先生は僅わずかに微笑ほほえむ。しかし、その目には攻撃的な色が灯ともっていた。

「相変わらずですね」

「相変わらずさ。羽を失った以外は、昔と何も変わらない」

「その変化が、ご自身の運命を変えられたのですよ」

「どうやらそうらしい」

　永音先生が歩いて近づいてきた。おじ様は動かない。わたしも怖くてその場から動けなかった。ただならぬ雰ふん囲い気きが二人から漂っている。

「かなり精せい巧こうな魔法の空間にいらっしゃったようですので、全く見つけられませんでした」

「空口君をつけていれば、わしが見つけられると思ったのか？」

「ええ。おかげさまで、ようやく巣穴から出てきた伊丹さんと再会できましたからね」

　おじ様の体が動く。

「逃げられませんよ。ここら辺にはアスガルズの精せい鋭えいが何十人も配備されています。いくらあなたでもこの包囲網は突破できません」

　永なが音ね先生が厳しく言葉を飛ばす。わたしはその鋭するどさに体をすくみあがらせた。こんなに恐ろしい永音先生は初めてだ。

「抵抗はやめてください」

「フェアリルが見つかった」

　その言葉に永音先生の表情が変わった。それまでの鉄面のように冷れい淡たんな顔に、僅わずかな驚きが見て取れる。

「フェアリルがですか？」

「そうだ。わしが追い続けた、あのフェアリルだ」

「フェアリルの捜そう索さくは既すでに打ち切られています」

　永音先生は素そっ気けなく言い放つ。その言葉に、おじ様は激しく反応した。

「それがどうした！」

　永音先生はまだこちらに近づいてくる。もう、あと三メートルほどの距離に縮まっている。

「奴やつが仲間を殺した事実は消えんぞ！」

「今はあなたが追われる立場なのです」

「フェアリルさえ捕まえれば、いくらでも捕まってやるさ」



    

  
    
      



    

  
    
      「ご自分の状況を理解してください」

　永なが音ね先生はわたしたちの目の前まで来た。白い翼と白い光がわたしたち包み込もうと広がった。

「お願いします。わたしはあなたを傷つけたくありません。大人しくしていてください」

　じわじわと大きく広がった羽がわたしごとおじ様を捕まえようとする。

「仲間の仇かたきを、誰だれかがうたなくちゃならん」

　わたしの頬ほおに水滴が飛ぶ。

　隣にいたはずのおじ様の姿が消えた。いきなりのことで、わたしはおじ様がどこに行ったのか全く分からなかった。おじ様の持っていた傘だけが、その場にひらりと落ちた。

　背後で何かものが落ちる音。振り向くと、おじ様が体勢を低くして雨粒を体で受けていた。

「まだ捕まるわけにはいかん」

「だから、逃げきれないんですよ！」

「上手くやってみせるさ」

　おじ様が咳せきにも似た笑い声をあげる。

　青い稲いな光びかり。

　僅わずかに光ったかと思うと、次の瞬間にとても直視できないほどの猛もう烈れつな青い光がおじ様を覆った。少し遅れて轟ごう音おんが響き渡る。永音先生の羽がわたしを包み、わたしはその羽で守られた。

　目を瞑つむっていたわたしが目を開けると最初に見えたのは永音先生の純白の羽だった。そして、その羽がどかされるとおじ様のいない豪雨の駅前の風景が目に映った。

「逃げられた……」

　永音先生がぼやくように言う。

　一体何が起こっているというのだろう。

「あ、あの……」

　わたしは恐る恐る永音先生に尋たずねる。

「これは、どういうことなんですか？」

　全すべて説明してほしい。一から十まで完全に教えてほしい。そうしないと、わたしの頭はパンクしそうだった。

　わたしの言葉が聞こえなかったのか、永音先生はしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

「あの、聞いていますか？」

「なぁに？」

　永音先生の羽が消えた。すると、永音先生にも大粒の雨水が滴るようになった。同時に永音先生の顔は緩み、いつものあの、何も考えていないアホ面に戻った。

「それにしてもすごい雨ねぇ。どこか屋根があるところに入りたいわねぇ」

　雷の音。

「きゃあ！　おへそとられちゃう！　避難避難！」

　そう言いながら、永なが音ね先生は駅の方へと走っていった。わたしも仕方なくそれについていく。それまで全く人の気け配はいを感じなかったのに、駅にはいつものように駅員さんや何人かの乗客がいた。まるで、先ほどまでわたしたちだけ異次元にいたようだった。



「杏あん仁にん豆どう腐ふの自動販売機はどこ？」

　券売機の前で永音先生が尋たずねる。

「この駅に限らず、全国捜さがしてもそんなのないと思いますよ。多分」

　永音先生は完全にいつもの非常識教師に戻っていた。

「あの、さっきの話なんですけど」

「ぬぬ」

　永音先生は難しそうな顔をして、わたしを見る。わたしはそんな永音先生の目を見つめる。しばらく、お互いにそうやって見つめ合っていると、永音先生がぷっとふきだした。

「いやぁ、真ま帆ほちゃんにらめっこ強いわねぇ。どうやったら、そんな面白い顔できるのかしらん？」

　わたしは無言で永音先生のすねを蹴けった。

「痛いぃ！」

「次は二回蹴ります」

「暴力はよくないわよぅ」

　涙目の永音先生は観念したように、近くのベンチを示した。

「座って話をしましょ」

「はい」

　わたしと永音先生はベンチに腰をかけた。外の雨は先ほどと比べると少し弱くなっているようだった。

「伊丹いたみさんから何か聞いた？」

　わたしは軽く頷うなずく。

「何を聞いたの？」

「伊丹さんが元天使だって聞きました」

「そうね。アスガルズでわたしの上司だった人なのよ」

「そうだったんですか」

　永音先生は遠くを見るみたいに少し目を細めた。実際、彼女は駅の外を見ていた。

「優秀な人だったわよう」

　上司が優秀でも、こんな部下が育ってしまうのだ。わたしはおじ様を不ふ憫びんに思った。

「あと、同僚の天使を追って地上に降りてきた話も聞きました」

「それじゃあ、話はほとんど聞いているわけね」

「ええ、まぁ」

「アスガルズが伊丹いたみさんを追っていることは？」

「……それは聞いていません」

　だけど、今までの流れでそれは何となく分かった。地上に降りた悪魔。アスガルズはそれを捕まえるのが仕事だ。

「ここまできたら真ま帆ほちゃんにもちゃんと話をしなきゃだめよね」

「何か隠していることがあるんですか？」

　まだわたしが知らないことがあるのか？

「いや、まぁ大したことじゃないんだけどね」

　てへへ、と笑いながら頭をかく永なが音ね先生。この人の大したことじゃない、を一般的な判断として理解することは危険だ。

「ほら、真帆ちゃんにアスガルズの特派員になってもらうっていう話したじゃない？」

「はい。記憶を消されたくなければ協力しろって」

「いや、なんというかあれ嘘なんだよね」

「ちょっと、それどういうことですか！」

「協力してもらうっていう意味じゃ嘘じゃないんだけどね、特派員っていうかね……」

　まさか……。

「伊丹さんが魔法を使える人間を捜さがしていたってことは、わたしも分かってたのよ。伊丹さんなら、きっとその人間を使って罠わなを張るだろうなって。だから、わたしとしても魔法を使える人間を見つけることができれば、伊丹さんをおびき出すことができるかなぁってね」

「つまり、特派員っていう名目でわたしは永音先生に見張られていたわけですね。わたしは永音先生に利用されていたと！」

「まぁ、遠まわしに言うとそうかな？」

「全然遠まわしに言ってませんよ！　そのまんまの意味ですよ！　何の含みも比ひ喩ゆもなしで、わたしは純粋に騙だまされていたってことじゃないですか！」

「オブラートに包むとそうなるわね」

「包まれてないって！」

　わたしは肩で息をするほど興奮していた。一方、永音先生はいつもの調子で笑っている。さっきの真面目まじめな顔はどこに行ってしまったのか。

「伊丹さんは用心深い人だから、真帆ちゃんを張っていてもなかなか尻尾しつぽを掴つかめなかったのよね。だけど、さっきついに隠れ家がから出てきたところを見つけられたわけ」

　隠れ家というのは伊丹いたみ書店のことか。確かに、わたしはあの店以外でおじ様に会ったことはないな。あのお店には天使に見つからない不ふ思し議ぎな力があったということなのか。もしくは、悪魔の存在を感じさせない力でもあるのかな。

「伊丹さんがここに来て本格的に動き出した。アスガルズに見つかることを覚悟で外に出てきて、真ま帆ほちゃんに接触してきた。ということは……」

　永なが音ね先生がちらりとこちらに視線をよこす。

「真帆ちゃん、フェアリルのことを何か知っているのね？」

「はい」

　頷うなずくわたしを見て、永音先生は困った顔をした。

「そっちは捜査が打ち切られて手の出しようがないのよねぇ。やっぱり今は伊丹さんの方が先だわ」

　永音先生は重いため息をついた。

「おじ様、じゃなくて伊丹さんを捕まえるんですか？」

「それが仕事だからね」

「だけど、昔は天使だったんですよね？」

「今は悪魔」

「悪いことはしていません」

「アスガルズの仕事は地上の悪魔を捕まえること。そこに善悪の判断は関係ないの」

「そもそも、仲間の仇かたきをうつっていうのは悪いことなんですか？」

「だからね、善悪の判断じゃないの」

「捕まるとどうなるんですか？」

「さぁね。そこはわたしの管轄外だから」

「永音先生はそれでいいんですか？　昔は上司だったんですよね？」

「……そうね」

　またため息。わたしも一緒にため息をつく。

「なんにせよ、伊丹さんは捕まえるわよ。地上にはかなりの数の天使が送り込まれているから、近いうちに見つかると思う。真帆ちゃんも、伊丹さんと出会うようなことがあれば、わたしに必ず連絡してね」

　あんなにお世話になったおじ様を売れというのか。

「連絡先知りません」

「そうね。それじゃあ、いいわ。あなたはいつも通りにしていて」

　またわたしを餌えさにして釣りをするつもりか。

　わたしは返事をしなかった。

　アスガルズは本当にフェアリルを捕まえようとはしていないらしい。まぁ、わたしとしてはフェアリルに捕まってもらっては困るんだけど……。

　だけど、おじ様の話から考えると、フェアリルってのはかなり危険な悪魔みたいだ。仲間を殺して魔法を完成させようっていうのは、危険思想ここに極まれりって感じじゃないか。そんな奴やつの魔法は、使っても平気なもんなのか？

「それじゃあ、わたしはもう行くね」

「ちょっと待ってください」

　立ち上がった永なが音ね先生を止める。

「あの、一つ訊ききたいことがあるんです」

「いいわよ、何でも教えてあげるわ」

　本当かよ、と思いつつもわたしは疑問を口にする。

「フェアリルが使う死者蘇そ生せいの魔法って、副作用っていうか、何か生いけ贄にえとか代償みたいなものってないんですか？」

　永音先生は目をぱちくりさせる。

　もしものことがあったら大変だ。これだけはしっかり認識しておかなくてはいけない。

「知らん」

　予想通りの返答だった。

「……そうですか」

「だけど、あれだけの魔法なら何か起こっても不ふ思し議ぎじゃないわね。もしかしたら、準備段階の魔法でも何か起こるかもね」

　は？　準備段階で？

「何かっていうのは、具体的にいうと……」

　恐ろしい部分だが、そこが一番重要なのだ。

「たとえば、蘇よみがえらせる人間に近しい存在には、よくないことが起こっても不思議じゃないわね」

　沙さ倖ゆき先輩に近しい存在？

「よくないことってなんですか？」

「うぅん……死ぬとか？」

「それってよくないことの最上級じゃないですか！」

「たとえばの話よ」

　沙倖先輩に近しい存在といえば……。

　一いち之の瀬せ先輩！

「それ、本当ですか？」

　永音先生はもちろんよ、と頷うなずいた。この人の言葉を鵜う呑のみにすることはできないが、今の話が本当なら一いち之の瀬せ先輩に危機が迫せまっていることになる。

　冗談じゃない!!

　そんな魔法ならフェアリルに使わせるわけにはいかない。会長に協力なんてできるわけがない。

「それじゃあ、わたしはここで失礼するわね」

　永なが音ね先生は僅わずかに微笑ほほえみ、駅を出た。

　電車のベルが鳴る。わたしは定期券を駅員に見せて、急いでホームへと入った。

　一之瀬先輩に何かが起こるというのなら、わたしが何とかしなくちゃいけない。



    

  
    
      


五幕　誤解





　駅から出ると、わたしは大慌てで学校に駆け込んだ。こうしている間にも、一いち之の瀬せ先輩に何か起こっているかもしれない。そう思うと、いてもたってもいられなかった。家を出たときと、一之瀬先輩に会う理由が変わってしまったが、今はそんなことを気にしている場合ではない。この瞬間にも、一之瀬先輩に危機が迫せまっているのだ、きっと。

　今日はどこで練習しているのだろう。この嵐の中だ。外はないだろう。わたしはすぐに校こう舎しやの中に入った。

　休み期間中の校舎は閑散としている。しかし、雨音に混じりわたしの耳には演劇部の台詞せりふが遠くから届いていた。やはり、校舎の中で練習をしていたか。

　わたしは廊下に足音を響かせて、声のする方向へ急ぐ。

　上靴が無機質な廊下と擦こすれあい、甲高い悲鳴をあげる。

　だんだんみんなの声が大きくなってくるのが分かる。誰だれがどこの台詞を言っているのかも分かる。

　蛍光灯の明かりがついている教室が見えた。

　そこまで来て、わたしの体は急に止まった。

　永なが音ね先生の話に興奮して、ここまで勢いで来たが、よく考えたらわたしは三日も練習をずる休みしている。しかも、一切連絡が取れない状況にして逃げ続けてきた。こんな卑ひ怯きようなことをした人間は、どういう顔でみんなと会えるのだろうか。

　一之瀬先輩に早く会いたいという気持ちはある。だけれど、わたしのような裏切りものを、みんながいつものように受け入れてくれるとは考えにくい。

　わたしは止まったまま、震える足を持ち上げる。

　それでも行かなくちゃいけない。そんな強迫観念めいた気持ちが、わたしの足を動かす唯一の原動力だった。

　一歩。

　みんなになんて言われるかな。

　二歩。

　一之瀬先輩にどう思われるかな。

　三歩。

　わたしは本当にみんなに受け入れてもらえないのかな。

　四歩。

　わたしはやっぱり昔のままだった。

　五歩。

　みんなが望むことなんだ。やっぱり、沙さ倖ゆき先輩は……。

　目の前にはドア。中からは声。

　人がいる。みんながいる。

　ドアに手を伸ばす勇気、わたしはそれをどこかに置いてきてしまった。いや、わたしは初めからそんなものを持っていなかったじゃないか。

　いつだって、わたしは臆おく病びようだった。いくら過去を変えると虚きよ勢せいを張っても、結局わたしはいつも昔の自分に縛られていた。どれだけ逃げようとしても、逃げきることなんてできなかった。

　わたしは変わった？

　そう自分に言い聞かせて、思い込んでいただけだったのではないのか？

　わたしは昔から少しも変わっていない。わたしの嫌いな空そら口ぐち真ま帆ほのままだ。

　どうしても、ドアが開けられない。

　こうしている間にも、一いち之の瀬せ先輩によくないことが起こるかもしれない。

　そんなことになったらわたしは……。

　覚悟を決めよう。一之瀬先輩のピンチなんだ。あれこれ考えている場合じゃない！　ここは罵ば倒とう上等で乗り込むしかない！

　わたしは震える手でドアに手をかけ、一気にそれを開いた。

「ごめんなさい！」

　霞かすむ世界。

　おぼろげな風景。

　不安定な存在。

　虚弱な精神。

「空口さん！」

　突き刺さる言の葉。

　抉えぐられる心臓。

　ああ、凄せい愴そう苛か烈れつ。

　わたしは思わず目をぎゅっと閉じた。

「今までどうしてたの！」

　雛ひな浦うらさんが怒っている。

「今までずっと連絡していたんですよ」

　三み癒ゆ先輩も怒っている。

「連絡もなしで、練習も来ないし」

　湊みなと山やま先輩の険けわしい声。

「さすがのオレでもここまではしないぞ」

　神門ごうどですら呆れている。

「真ま帆ほちゃんさん、どういうことなんですか？」

　宮みや脇わきさんがいぶかしげに問う。

　わたしは何も言えなかった。

　思うことはある。だけど、それを口に出せない。

「空そら口ぐちさん」

　一いち之の瀬せ先輩の声がいつもより低い。わたしはゆっくり目を開ける。目の前には厳しい顔の一之瀬先輩がいた。他ほかの部員たちもみんなそろっている。想像通り、みんなの顔は優しいものではない。うわぁ、どうしよう……。

「何があったのか話してくれないか？」

　いきなり部活中に逃げ出して、何日も練習をサボっていたのだ。それくらいの説明責任はあるだろう。

「とりあえず、中に入って」

　雛ひな浦うらさんがわたしの手を引き、教室の中に連れ込む。このままリンチされるのではないか、という不安を感じるくらい、みんな殺気立った様子でわたしを取り囲んだ。

　話すとしても、わたしは何を話せばいいのだろうか。

　沙さ倖ゆき先輩を生き返らせることができるんです。

　だから、わたしはもうこの部活には必要ないんです。

　そう言えば、みんな信じてくれるだろうか。わたしをここから解放してくれるのだろうか。

「ねぇ！　理由もなくサボっていたわけじゃないんでしょ！」

　雛浦さんが大きな声を出す。わたしは僅わずかな恐怖と申し訳なさで、顔を下に向け、体を震わせた。いつも物静かな雛浦さんがこんな風になっているのだ。みんなの怒りだって半端なものではないに違いない。

　ああ、これはコンクリートに詰められてマリアナ海かい溝こうに沈められるくらいは覚悟しなくちゃいけないかもしれない。

「真帆ちゃん……」

　三み癒ゆ先輩が泣きそうな目でわたしを見る。わたしも泣きそうだ。

「……」

　どうすればいい？　何を話せばいい？

「おい、真帆」

　神門が横柄に言う。呼び捨てにするな、と殴りたいけど、今はそんな場合じゃない。

「みんな怒ってるぞ」

「……はい。分かります」

「いや、分かってねぇな」

　神門ごうどは不満そうに言った。確かにみんながどれくらい怒っているのか分かっていない。悪いのは全面的にわたしだ。もはや、わたしに反論の余地はない。

「すみませんでした」

　わたしは頭を下げた。

「空そら口ぐちさん」

　わたしが顔を上げると、一いち之の瀬せ先輩と目が合った。わたしはすぐに顔を背そむける。とてもまともに顔を合わせていられなかった。

「俺たちはみんなで空口さんに連絡をとろうとしていたんだよ」

「はい」

「空口さんに何があったのか心配していたんだ」

　……わたしを心配してくれていた？

　みんなの顔を見回す。殺気立っていたと思っていたみんなの様子が少し変わっている。厳しい顔であることは間ま違ちがいないけど、とげとげしい攻撃性はあまり感じられない。

「ねぇ」

　雛ひな浦うらさんがわたしの肩を叩たたく。彼女は悲しそうな顔をしていた。

「わたしはそんなに信用できない？」

「え？」

「クラスも部活も同じで、これまで一緒に頑張ってきたのに、そんなに頼りがいない？」

　どういうこと？

「オレたちがどうして怒ってるのか、まだ分かってないみたいだな」

　神門が小ばかにしたみたいに笑う。

「え、だって、わたしが勝手に逃げ出して、みんなを無視して、それでみんなに迷惑をかけてしまって……」

　舌が上手く回らない。

「俺たちは、空口さんが悩みを自分で抱え込んだままでいることに怒っているんだよ」

　湊みなと山やま先輩が険けわしい表情のまま言った。

「わたしが、悩みを？」

　そんなことがありえるの？

「そうですよ。どうして、部活を途中で抜けたりしちゃうくらいのことがあったのに、わたしたちに何も言ってくれなかったんですか？」

　三み癒ゆ先輩がわたしの手を掴つかむ。その温ぬくもりは、雨に濡ぬれて冷えたわたしの体に痛いほどよく伝わった。

「真ま帆ほちゃんさんには、いつもわたしの愚痴を聞かせてたから、わたしだって真帆ちゃんさんが辛つらいときは、話聞くよ？」

　宮みや脇わきさんは大きな瞳ひとみを潤ませている。

　これは一体どういうことなんだ。

　みんなわたしのことを心配してくれている？

　今までこんなことはなかった。

　どういうことなのか分からない。

「あの、わたしは……ここにいていいんですか？」

　その質問に、場は静寂に包まれた。だが、次の瞬間みんな笑い出した。わたしは何が起こったのか分からず、あたふたと皆の顔を見回す。

「いてもいいって、真ま帆ほちゃんは演劇部員じゃないですか」

　三み癒ゆ先輩は優しく言う。

　わたしはまだ演劇部員でいていいの？

「ていうか、いてくれなきゃ困るからなぁ」

　湊みなと山やま先輩はまだ笑っていた。わたしはだんだん恥ずかしくなってきて、顔を熱くした。きっと、真っ赤になっていると思う。

「空そら口ぐちさん、悩みはもう解決したの？」

　一いち之の瀬せ先輩に問われ、わたしは思いきって口を開いた。全員の耳がわたしの声に傾けられる。

　こんなに優しい人たちに、わたしは大きな心配をかけてしまった。

　話さなくちゃ。彼らの気持ちに応えるには、正直に話すしかない。

「こんな話をすると、みんな変に思うかもしれませんけど……」

　大きく息を吸い込む。

「もしも、沙さ倖ゆき先輩がまだ生きていたとしたら、わたしはもう必要ないですよね？」

　もうわたしはいらないと思った。

「わたしはここにいなくてもよくなりますよね？」

　もうわたしはここにいてはいけないと思った。

　わたしの声はだんだんと涙声になる。

「みんなは本当におかしいと思うかもしれないけれど、そんな風に考えていたら、逃げ出したくなったんです」

　ひどい妄想だ。

「沙倖と空口さんは別の人間だよ」

　わたしは一之瀬先輩の足元を見ている。そして、そのまま彼の穏おだやかな言葉を聞いた。

「俺たちは空口さんを、沙倖の代わりとして見ているわけじゃない。空口さんは、空口さんだ」

「だけど、今度の役は元々沙さ倖ゆき先輩がやるはずで脚本が書かれているんですよね？　それだったら、やっぱりわたしじゃなくて沙倖先輩がやったほうが……」

「あの役は空そら口ぐちさんの役だ。他ほかの誰だれのものでもない」

　きっぱりとした口調だった。わたしは再び顔を上げ、周りを見回す。みんな同じように、同意の表情をしている。

「配役はみんなで決めたじゃないか。誰が何をやるのが一番いいか。俺は今の配役が、今度の大会を成功させるのに一番いいと思っている。みんなだって同じ考えだと思う」

「だけど、一いち之の瀬せ先輩はわたしより沙倖先輩の方がいいって言ったじゃないですか」

「あの時の空口さんは、脚本のことを分かろうとしてくれなかったから……。ごめん、それでもあれは言い過ぎだった。別に空口さんがいてほしくないわけじゃないんだ」

「わ、わたし……」

　わたしは本当に演劇部を続けていいの？

「真ま帆ほちゃん！」

　三み癒ゆ先輩がわたしの腹の上の辺りに突進してきた。

「うぐ！」

　想像以上の勢いに、わたしは小さなうめき声を漏もらす。

「三癒先輩、そこみぞおち……」

「水臭いことばっかり言わないでください！」

　わたしのお腹なかに頭を埋うずめたまま、三癒先輩は言う。心なしかその声は少し震えていた。

「わたしたち仲間ですよね？　友達ですよね？　真帆ちゃんがいらないわけないじゃないですか」

「……ごめんなさい」

　三癒先輩はわたしからゆっくりと頭を離した。目は僅わずかに涙ぐんでいる。わたしだって、目に涙がたまっている。

　わたしはなんてバカなんだ。みんながこんなに温かい気持ちを向けてくれていたのに、そこに目を向けずに逃げてばかりいた。

　わたしの周りにはこんな優しい人ばかりいるじゃないか。わたしはこんなにも幸せじゃないか。それを無視して、わたしは一体何を考えていたのだろう。

　一ひと筋すじの涙が頬ほおを伝う。

　こんなに素晴らしい仲間に囲まれて、どうしてわたしは一人でもがいていたのだろう。

「そうだ」

　一之瀬先輩が思い出したように言った。

「空口さんに話しておかなくちゃいけないことがあったんだ」

「わたしにですか？」

　何だろう？　まさか、これが全すべてドッキリ企画で、本当はわたしなんか必要じゃなかったというオチだろうか。そんな展開が待っていたら、きっと疫病で街の人を皆殺しにするくらいの魔法は使えるようになる気がする。

「前に言っていた台詞せりふのことなんだけど」

「『過去』から逃げることはできないの。だって、『過去』は変えられないのだもの、ですね」

　わたしが逃げ出した直接的なきっかけはこの台詞だった。

「実はね、その台詞は俺も一度変えようと思ったことがあるんだよ」

「え！」

　いつの間にか外の雨は止やんでいた。風の音も収まり、外は随分静かになっていた。

「空そら口ぐちさんと同じように、あの台詞は役のキャラと合わないんじゃないかって思ったんだ。もっと、未来がありそうな台詞にしたほうがいいってね。だけど、沙さ倖ゆきに大反対されて結局今の脚本になったんだ」

　雲間から空が顔を出す。いわゆる天使の梯子はしごと呼ばれる光の筋が地上まで伸びた。

「でもね、今なら沙倖が何を考えていたのか少し分かる気がする」

　沙倖先輩の気持ち？

「一体どんな気持ちだったんですか？」

「沙倖は過去にこだわっていたわけじゃない。たとえ余命が短かったとしても、いつだって未来を見ていた。だからこそ沙倖は過去を大事にしたんじゃないかと思う」

　だからこそ？

「過去を土台にしなきゃ未来はつくれない。だから、自分の過去を否定するようなことは書けなかったと思う」

　過去は変えられない。たとえどんなことであっても、それは自分が進んできた軌跡だ。

　それがあるから今の自分がある。

　わたしの過去。それは忘れてしまいたい、嫌いやな思い出の数々だ。だけど、そういった土台があったから、わたしはみんなと出会えた。そこでの反省や後悔が今の原動力になっている。

　今まで昔の自分を忘れることばかり考えてきた。かつての自分を認めようとはしなかった。しかし、考えようによっては、今のわたし、それにこれからのわたしの一番の立役者はあの頃ころのわたしだった。

「自分の過去を否定せず、それを未来の自分へとつなげていく。あの台詞にはそんな意思が込められているんじゃないかな」

　台詞に込められた意思。それは、沙倖先輩の魂みたいなものだ。

　沙倖先輩を蘇よみがえらせることはできない。永なが音ね先生の言葉をそのまま信じたわけじゃないけど、一いち之の瀬せ先輩が死ぬかもしれないようなことを許すことはできない。

　だから、わたしがやらなくちゃいけない。

　役に込められた思い。わたしがそれを受け継がなくちゃいけない。

　今度の舞台で沙さ倖ゆき先輩が託したものを、わたしが表現しなくちゃいけない。

「練習させてください」

　小さな声だった。

　わたしにはまだまだ足りないものが多い。

　まだまだ勉強しなくちゃいけないことが多い。

　だから、わたしは練習しなくちゃいけないんだ。

　他ほかの誰だれよりも、何倍も何十倍も練習しなくちゃいけないんだ。

　任されたもの、託されたものを無駄にはできない。

「わたしにも練習させてください！」

　声が震えている。涙が次々と溢れ出る。わたしはぼろぼろ泣いていた。

「よっしゃ！　もう一回最初からやろう！」

　湊みなと山やま先輩が元気に言ったが、一之瀬先輩がそれを遮さえぎる。

「いや、十五ページからのほうがいいと思う」

「湊山先輩、空気を読んでください」

　雛ひな浦うらさんが睨にらむ。

「え？　俺？　俺が悪いの？」

　みんな笑った。目からはまだ雫しずくがこぼれている。

　わたしはここに帰ってきた。帰ってくることができた。

　外では虹にじが出ていた。

　大会まで、あと三日だった。



　外は既すでに暗くなり始めていた。補習授業が終わり、もうすぐ校こう舎しやが消灯される。もうそろそろ教室から出なければいけない。みんなが片づけを始めたとき、わたしはこっそりと一之瀬先輩に寄った。一之瀬先輩以外にわたしの声が聞こえないように周りを確認し、彼にそっと尋たずねる。

「一之瀬先輩、体の調子はどうですか？」

「へ？　体？　別に異常はないけど……」

　よかった。とりあえず、健康は無事らしい。

「周りで変なことは起こっていませんか？」

「変なことって？」

「ガス爆発に巻き込まれたり、交通事故に遭ったり、辻つじ斬ぎりに襲われたり……」

　わたしは思いつく限りの不幸な事件を並べる。

「ないよ。というか、そんなのに巻き込まれていたら、ここにいないんじゃないかな」

　苦笑いの一いち之の瀬せ先輩。

　よし。まだ一之瀬先輩に影響は出ていないみたい。

「一之瀬先輩、気をつけてくださいね」

　彼は不ふ思し議ぎそうな顔をする。

「でも、安心してください。わたしが魔法で守りますから」

「魔法？」

　彼は笑う。わたしも笑った。だけど、これは冗談じゃない。一之瀬先輩はわたしが守るんだ。絶対に。

「ささ！　真ま帆ほちゃん帰りますよ！」

　後ろから三み癒ゆ先輩が飛びついてきた。

「わわ！　帰ります。帰りますから下りてください！」

　わたしがそう言っても、背中の三癒先輩は離れない。

「久しぶりに真帆ちゃんと帰れるんですよ～」

　全くこの人は……。

「それじゃあ、帰りましょうか」



　ちかちかと光る弱った蛍光灯の下で、わたしと三癒先輩と宮みや脇わきさんは電車を待っていた。頭の上で、蛾がが光を求めて舞っている。それは少し気になるのだけれど、わたしは極力そちらに意識を向けないようにした。

「そういえばですね」

　三癒先輩が思い出したように言う。

「真帆ちゃんがいない間に、一之瀬君が……」

「何かあったんですか！」

　やっぱり、一之瀬先輩の身に何かが起こっていたのか！　わたしが猛もう烈れつな勢いで尋たずねると、さすがの三癒先輩も驚いた様子で、小さな体をびくつかせた。

「いや、携帯電話を替えたっていう話です……」

「ああ、そういうことですか……」

　神経質になっているわたしは、主語が一之瀬先輩であるというだけで、過敏に反応してしまう。

「なんか、真帆ちゃんさんって一之瀬先輩の話題になると急にテンションが変わるよね」

　宮脇さんが急に鋭するどく切り込んでくる。

「べ、別にそんなことはないよ。いや、本当だよ」

　わたしは両手と首を大きく振り、どこの国の人でも否定していると分かるジェスチャーをした。

「ていうか、その様子が既すでに変だし」

　そう言われて、わたしは動きをぴたりと止める。嫌いやな汗が流れていた。

「もしかして……」

　宮みや脇わきさんがこちらを見てにやりとする。

「そういうこと？」

　女の子同士だ。もはや、誤ご魔ま化かすことはできないかな。

「えっと、まぁ……はい」

「え？　どういうことですか？　どういうことですか？　わたしだけノケモノはいやですよ！」

　ぴょんぴょん跳ねながら、三み癒ゆ先輩は話題に割り込もうとする。

「真ま帆ほちゃんさんは、一いち之の瀬せ先輩と雛ひな浦うらさんがくっつくのを心配しているんですよ！」

　……は？

「だよね、だよね！　雛浦さんと一之瀬先輩って仲いいし、心配だよね！」

　何の心配だよ。

「お姉さま……」



    

  
    
      



    

  
    
      　はふぅ、と息を漏もらし、宮みや脇わきさんは遠い空の星を見つめる。何かよからぬことをお祈りしている気がして、声をかけづらかった。

「そうなんですか？」

　三み癒ゆ先輩はいぶかしげにこちらを見る。

「まぁ、当たらずとも遠からず……。いや、近からずとも遠すぎからず、ですかね」

　恋愛に関係しているという意味での共通点はあるだろう。

「しのちゃんは人気者ですねぇ」

　三癒先輩のなんとも無難なまとめで、わたしはこの話題を無事にこなすことができた。宮脇さんの思考回路が普通の人と違っていて本当によかったよ。

　電車に乗り込む。この時間は会社帰りの人も多く、車内は意外と混んでいる。それでも、何とか座席を確保したわたしたちは、どうして湊みなと山やま先輩はあんなに雛ひな浦うらさんに殴られるのか、という話題で盛り上がった。

「あ、そうだ！」

　なんにしても湊山先輩に原因がある、という結論で落ち着いたところで、三癒先輩が突然自分の巨大なカバンを探り始めた。

「どうしたんですか？」

　わたしは不ふ思し議ぎに思って彼女のカバンを覗のぞき込む。その中から出てきたのは一冊のアルバムだった。表紙には『演劇部』と可愛い字で書いてある。

「この前の合宿の写真ができたんですよ」

「わぁ！　見たい！」

　宮脇さんがはしゃぐ。わたしも宮脇さんと一緒にそのアルバムを開いた。

　合宿の写真はアルバムの一番最後にあった。ページを戻っていくと、少しずつ時間が戻っていく。初めて宮脇さんが来たときの練習の写真や、県民会館でやった新入生歓迎の演劇の様子もある。いつの間にこんなに写真を撮っていたのだろう、とわたしは驚いた。さらにページを戻していくと、花見の写真があった。入部間もない頃ころのわたしも写っている。

「お花見とか行ったんだ。いいなぁ」

　羨うらやましそうに呟つぶやく宮脇さんが、もう一枚ページをめくる。

「あ」

　わたしは思わず声を漏らしてしまった。

　写真は集合写真だった。服装から恐らく冬であることが推測できた。うちの高校の校門の前でみんなが並んでいる。

「おお！　みんな若いですね」

　宮脇さんが笑う。

「わたしもこの頃は身長が一四四くらいしかなかったのですよ」

　三み癒ゆ先輩はしみじみと言う。今もそんなに変わっていない気が……。いや、それよりも問題は写真に写っている人物だ。

　写真の中心には一人の女性がいた。その顔立ちはわたしに似ている。

「この真ん中の人が沙さ倖ゆき先輩ですか？」

　宮みや脇わきさんが何気なくした質問にわたしはドキッとする。

「そうですよ。ほら、前の方のページにも」

　さらに前のページにも沙倖先輩の写真があった。

「練習中は髪をまとめているんですか」

「普段はおろしていましたけどね」

「綺き麗れいな人ですねぇ」

「まぁ、部長ですし！」

「それは関係ないんじゃ……」

　二人は談笑している。

　写真に写る沙倖先輩はとても穏おだやかな顔をしていた。重い病気を抱えているとは、とても思えないほどに、充実した表情だった。

　やがて、宮脇さんが電車を降り、次に三癒先輩も去っていった。最後に残ったわたしは一人で降りるべき駅を待っていた。

　みんなと一緒に話していたときは忘れられていたが、わたしには大きな課題が残っている。

　フェアリルをどうやって止めるか、だ。わたしが協力しなければ、魔法が完成することはないとしても、永なが音ね先生は準備の魔法を使うだけでも恐ろしいことが起こるかもしれないと言っていた。それに、わたし以外に魔法を使える人間が見つかればそれまでだ。

　早くフェアリルと会長を止めなくちゃ……。

　電車が駅に着く。特に解決策が出ないまま、わたしは降車した。そこで、わたしの携帯電話が鳴った。知らない番号からの着信だった。

「もしもし」

　知らない番号からの電話に出るとき、人間はどうしてこんなに緊張するのだろう。しかも、その中には不安と一緒にちょっとした期待がある。一体、誰だれがわたしに電話をしてきたのだろう。そんな空想を膨らませる期待だ。

『こんばんは』

　すぐに電話を切ろうかと思った。その声は、会長の声だった。

『今、大丈夫？』

「え、あ、はい」

　駅のホームで杭のように突っ立つわたし。

『あと三日でいよいよ大会だね。場所は県民会館と聞いたんだけど、間ま違ちがいないね』

「はい」

　どうしてわたしの電話番号を知っているんですか？　その質問はとりあえずやめておいた。なんだか、この人本当に怖いぞ。

『そこで儀式を行う』

　儀式。ついにやるつもりか。

「あの、そんなことをすると……」

　電話はそこで切れた。

　自分勝手な人だ。言いたいことだけ言って終わりかよ。わたしはすぐに先ほどの電話番号にかけ直したが、会長はでようとしなかった。本当に自分勝手な奴やつだ。

　儀式が行われる。つまり、そこでフェアリルを捕まえることができる。

　捕まえる？　わたしが？

　無理っぽいな、それは。かといって、永なが音ね先生に相談したところでアスガルズはフェアリルを捕まえるために動いていないみたいだし……。

「そうだ！」

　わたしは一つの方法を思いついた。フェアリルを捕まえるにはあの人に頼るしかない。駅から出ると、自転車に飛び乗る。目指すはもちろん伊丹いたみ書店。おじ様ならきっと、あの小憎らしい悪魔を何とかしてくれるに……。

「あ」

　そこで、わたしはおじ様が既すでに店にいないことを思い出した。わたしにはおじ様と連絡をとる手段がないのだ。勢いよく自転車に乗ったものの、漕ぎ出すペダルに力はこもらない。せっかくの名案も役に立たなかった。

　何とかおじ様と連絡をとることができれば……。

　道の脇わきから獣の叫び声が聞こえる。ふと目をやれば、猫がネズミを追いかけているところだった。普段、街中であまりネズミなど見かけない。珍しいこともあるものだ。

「待てよ……そうか！」

　そこで、わたしに天てん啓けいがひらめいた。おじ様と連絡をとることができる、唯一の方法だ。

　猛もう烈れつな勢いで自転車を飛ばす。しかし、家には向かわず、近くの公園を目指した。そこは、わたしが普段魔術を駆く使しする秘密の、という割にはオープンなスペースだが、そういう場所だった。

　園内で棒切れを拾うと、お得意の魔方陣を描き、お得意の呪じゆ文もんを口にする。まぁ、わたしが使える魔法がこれだけだというのもあるけれど、この魔法はかなり慣れてきた。いつだって、すぐに使えるお手軽魔法だ。

「さぁ、おいで！　わたしの下僕！　お手軽召しよう喚かん獣！」

　お手軽と呼ばれたのが不服だったのだろうか。わたしの足元から、不満そうな鳴き声がした。ゴブリンの登場だ。

「ゴブリン、なによその目は」

　わたしが唯一使役できる使い魔は、わたしの足元でご主人様を不服そうに見上げている。こいつにも、こいつなりのプライドがあるということか。

「お手軽っていうところが嫌いやなの？」

　意外にもゴブリンは首を横に振る。

「それじゃあ、召しよう喚かん獣が嫌なの？」

　それでもゴブリンは首を横に振った。

「……まさか、わたしの下僕っていうのが嫌なの？」

　ゴブリンが首を縦に振る。こいつは召喚しなおされるたびに、それまでの学習を全すべて無駄にしてしまうようだ。

「猫ってひげを抜かれると平へい衡こう感覚がなくなるっていうけど、あれはホントなのかな？」

　ゴブリンがつぶらな瞳ひとみをこちらに向けたまま、首を傾かしげる。

「一度、ネズミで実験してみようか」

　わたしは素早くゴブリンのひげを掴つかむと、そのまま持ち上げた。

「ちゅちゅー！」

「ほほほ。なかなか剛毛ね！　抜けないわね～！」

　ゴブリンが涙を流しだしたところでわたしはやめた。

「きょうはこれで勘弁してあげる。優しいご主人様でよかったわね」

　そう言われて、ゴブリンはひげの生え際をなでながら何度も頷うなずいた。こうして、躾しつけや教育が進んでいくのだ。半強制的に。

「それはそうと」

　わたしはゴブリンを抱きかかえる。

「あんた、悪魔の魔力の匂においとかを嗅ぎ分けられるんだったよね」

「ちゅ」

　ゴブリンは首を縦に振る。

「あんたにしかできないお願いがあるの」

　わたしは自分のカバンの中から一冊の本を取り出した。それは、おじ様に借りたままになっていた本だった。

「この本の匂いを嗅いでみて。おじ様の魔力の匂いって分かる？」

　わたしが差し出した本にゴブリンは鼻を近づけて、クンクンと嗅いだ。しばらくすると、ゴブリンはわたしの腕から飛び降り、尻尾しつぽである方角を示した。

「この本を持っていた人の居場所が分かりそうなのね？」

　その言葉に、ゴブリンは力強く頷うなずく。おお、なんと頼もしい奴やつだ。さすがは、わたしの召しよう喚かん獣だ！

「よし！　じゃあゴブリン、ちょっと待ってて」

　わたしはルーズリーフを一枚取り出し、そこにおじ様への手紙を書いた。

『八月十二日県民会館にフェアリルが現れます』

　永なが音ね先生のことを書くべきだろうか。いや、書かなくてもおじ様ならば分かっているはずだ。わたしは紙を四つ折りにして、ゴブリンに銜くわえさせる。

「よだれでぐちゃぐちゃにしたりしないでよ」

　わたしはゴブリンをなでながら、優しく言う。

「これは本当にあんたにしか頼めないことなの。大変かもしれないけれどお願いね」

「ちゅ」

　ゴブリンは尻尾しつぽをぴんと立てて、自分のやる気の強さを示した。

　ずっと頼りないと思っていたゴブリンだが、思えばこいつに助けられたこともたくさんあった。今はこの小さな召喚獣を信じよう。

「よし！　じゃあ、本の匂においと同じ匂いのする方へ、ゴー！」

　号令とともにゴブリンは走り出した。これで、おじ様と上手く連絡がとれるといいのだけれど……。

　それにしても長い一日だった。

　きっと、明日も明後日あさつてもその次も、長い一日になるのだと思う。

　月も星も綺き麗れいな夜だ。

　夜風がわたしの髪を揺らし、頬ほおをなでる。

　幸い、体は疲れきっているが、心は不ふ思し議ぎと穏おだやかだった。それは、演劇部のみんなのおかげだ。

　疲れた体を引きずりながら、家まで帰る。すると、家の前に何か黒い塊がうずくまっているのを見つけた。

「ああ、なるほど」

　わたしはその黒い塊にずかずかと近づく。

「本の匂いを嗅いできたら、うちに着いたか。そりゃそうだわな」

　黒い塊、ゴブリンは一仕事終えた顔でわたしに手紙を差し出してきた。

「アホか！」

　わたしはゴブリンを蹴けり飛ばす。

「おじ様に手紙を渡すまで戻ってくるな！」

　悲鳴をあげながら、ゴブリンは夜の街へと消えていった。



    

  
    
      


六幕　ネクラ少女は黒魔法で恋をする





　最後の二日の練習は本当に大変だった。その中で、わたしは持てる力の全すべてを出しきった。二日目の練習は早めに終わった。夕暮れに西の空が染まっている。明日の天気はよさそうだった。

「たまには、みんなでご飯食べに行きましょう」

　勝手に使っていた空き教室からこっそり抜け出したとき、三み癒ゆ先輩がそう提案した。

「そういや、このメンバーで飯食いに行ったことないよな」

　湊みなと山やま先輩が言う。

「明日の大会の前祝いって感じっすね」

　基本的にお祭り好きの神門ごうどはすぐに乗ってくる。

「あ、じゃあ、お母さんに晩御飯食べてくるって連絡しなくちゃ。って、あれ？　携帯の充電が切れてる～。ついてないなぁ」

　宮みや脇わきさんが困っているところに、雛ひな浦うらさんがすっと携帯電話を差し出す。素晴らしいタイミングのヘルプだった。

「とりあえず、パフェのおいしいところなら、どこでも」

　雛浦さん、もしかして甘党なのか。物静かで、実は豪ごう傑けつで、それなのに甘党。どれだけ、人の裏をかけば気が済むのだろう。

「空そら口ぐちさんはどうする？」

　一いち之の瀬せ先輩がわたしに尋たずねる。一之瀬先輩も当然のように行くつもりみたいだった。

「わ、わたしも行きます」

　こうして、わたしたち演劇部七人は、学校近くのファミレスに入った。

「テーブルくっつければ、七人座れそうだね」

　店員さんに店の奥に案内され、わたしたちは二つのテーブルを占領する形で陣取った。わたしは一番窓際で、外の田園風景と国道を眺めることができた。

　もうすぐ一日が終わる。明日はいよいよ大会だ。

　練習中はあまり意識しなかったが、ここにきて急に緊張が増してきた。わたしのミニマムハートでは今夜眠れなくなってしまうかも……。

「空口さん、決めた？」

　はす向かいに座る一之瀬先輩が、ぼけっとしていたわたしに尋ねてくれた。わたしは慌ててメニューをめくる。

　こういうとき、わたしは優柔不断になってしまう。普段からそうなのだが、今日は一之瀬先輩と一緒なのだ。メニュー選びにも熟考が必要になる。

　量が多いのを頼むと食べきれないし、大食漢の女子って男子的にはどう思われるのかな。

　肉系はなんとなくワイルドな感じがして印象わるいかもなぁ。だけど、実はけっこうおなか空すいていたりするしなぁ。

　うわぁ、これ青あお海の苔りかかってるよ。こういうのは絶対ダメだね。危険すぎる。地雷原でホッピングするようなもんだわ。こっちはにんにくたっぷりだねぇ。いや、にんにく好きなんだけどね、大好きなんだけどね、ＴＰＯっていうのがあるからさ。

　ページをめくる。

　パスタか。うん、ここら辺は無難だよね。そういえば、さっき雛ひな浦うらさんはカルボナーラにするって言っていたな。同じものを注文するのもいやだから……って、なんかこの店カルボナーラ以外はぱっとしないなぁ。わたし、明太子めんたいこ嫌いだし。

　ページをめくる。

　ああ、もうデザートとドリンクのページだよ。あえて、ホットケーキとか可愛いかもね。いや、ちょっと狙ねらいすぎな感があるかな。それにしても、こういうところのお酒って異様に高いよね。まぁ、お酒買ったことないけどさ……。

「わちゃ！」

　三み癒ゆ先輩がかけ声と共に、店員さんの呼び出しボタンを押す。どうやら、わたしがまだ悩んでいることに気づかず、押してしまったようだった。

　店が空いていることもあって、店員さんがすぐにやってくる。

「注文お願いしまーす」

　三癒先輩が元気に注文を開始する。そこから順番にみんな次々と注文していった。

　まずい。わたしだけ取り残されてしまう！

「はい、カルボナーラとイチゴパフェですね」

　店員さんがわたし以外の最後のメニューを取り終えると、わたしの方に注文を促す視線を送る。

　ああ、どうしよう。早く決めなきゃ。もう、お腹なかに入るものならなんでもいいや！

「あ、えっと、じゃあこれで！」

　軽いパニック状態のわたしは目についたメニューをいい加減に指差した。

「生卵……だけですか？」

　なに！　わたしは自分の指先を確認する。そこには、確かにメニューの端っこについている生卵の文字があった。このままでは、わたしはボクサーか何かと勘違いされてしまう。

「いや、えっと、それじゃあ……」

　主食だ。主食になるものを！

「これで！」

　わたしは震える手でメニュー表を指差す。

「生卵と五穀米ですね」

　ピッピッと手にした機械に店員さんがメニューを打ち込んだ。

　生卵と五穀米……。農家の朝ごはんのイメージだな。

「空そら口ぐちさんって、健康志向なんだね」

　一いち之の瀬せ先輩が驚いている。もう、そういうことにしておこう。

「それにしても、いよいよ明日ですね」

　宮みや脇わきさんがしみじみ言う。思えば、明日のためにみんな頑張ってきたのだ。

「あのすみません」

　店員さんが申し訳なさそうに、テーブルにやってきた。

「実は今、天ぷらがなくて天ぷらうどんが作れないんです」

　天ぷらうどんを注文したのは、案あんの定じよう宮脇さんだった。

「そうなんですか。じゃあ、山菜うどんで」

「実は、山菜もなくて」

「じゃあ、かきあげうどん」

「かきあげもないんです」

「それなら、何ができるんですか？」

　宮脇さんは少し呆れ気味に尋たずねる。

「素すうどんでしたらできます」

「……じゃあ、それで」

　店員さんは頭を下げて消えていった。

「まぁ、カロリー低くていいかな？」

　どこまでも前向きな宮脇さんが微笑ほほえむ。この子は、とことんいい子だと思う。あとでわたしの生卵を分けてあげよう。

「さっきの話の続きだけど」

　雛ひな浦うらさんが切り出す。

「何だか、四月の舞台からあっという間だった気がするね」

　雛浦さんは明らかに神門ごうどを見ていた。四月の舞台で、神門は大事件を起こしているのだ。

「いや、まぁ、あれはあれで思い出の一つだろ？」

　誤ご魔ま化かすように神門は大笑いした。最悪の思い出だけどな。

「今年に入って、結構部員も増えましたしね。特に二年生」

　三み癒ゆ先輩がわたしの顔を見た。

「これだけいれば、来年は安あん泰たいだな」

　湊みなと山やま先輩もわたしの方を見る。わたしに何か期待しているのだろうか。それは、無む茶ちやな注文だと思うぞ。

「そうだね。俺たちが抜けても安心だ」

　一いち之の瀬せ先輩のその言葉に、わたしは少し切なくなる。まだまだ夏だ。卒業なんてずっと先のことだと思っていたが、いつかは別れがやってくる。

「この前の模試、どうだった？」

　湊みなと山やま先輩が一之瀬先輩に尋たずねる。その話は、わたしにはよく分からない話だった。

　当たり前のことだけど、一之瀬先輩はわたしの知っている世界だけで生きているわけじゃない。一之瀬先輩にとって演劇部での生活は、たくさんある一之瀬先輩の世界の中の一つに過ぎない。ここでいくら一之瀬先輩と接しても、彼の全すべてを知ることができるわけじゃない。そう考えると少し淋さびしかった。

　わたしたちは他た愛あいのないことをたくさん話した。

　昔のこと、今のこと、未来のこと。

　何でもない会話ばかりだった。それでもわたしは、この中にいられることが嬉うれしかった。料理が届き、みんなで食べた。

　思えば、わたしが演劇部のみんなと最初にご飯を食べたのはお花見のときだった。あれからメンバーも増えた。わたしは今のこのメンバーでずっと一緒にやっていきたい。

　沙さ倖ゆき先輩。

　不意にわたしは彼女のことを思った。

　きっと、彼女だってわたしと同じ気持ちだったに違いない。いい仲間たちに囲まれて、いつまでも演劇を続けたいと思っていたはずだ。

　食事が終わる頃ころ、外はすっかり暗くなっていた。わたしたちはファミレスの前で別れ、最後にもう一度明日の集合時間を確認した。

　わたしと三み癒ゆ先輩と宮みや脇わきさんは一緒に駅へと向かう。ちなみに宮脇さんは、あのあとうどんの麺めんも在庫がなく、結局月見そばで妥協した。そのため、生卵はしょうゆと共にわたしが食べることになった。

　電車に乗り、宮脇さんが途中で下車する。三癒先輩も途中で降り、わたしが電車に最後まで残る。

　電車の窓にはわたしの姿が映し出されていた。

　結局、ゴブリンはわたしのところに帰ってきていない。あいつがおじ様を見つけて手紙を渡せたかどうか分からない。

　最後の決着は自分でつけなくちゃいけないかもしれない。



「お姉ちゃん、遅いよ！」

　家では玄関で夏なつ樹きが待ち構えていた。

「メールしたでしょ？」

　わたしは靴を脱ぎながら、腕を組んで仁王立ちする夏なつ樹きに言う。

「え？　ウソ」

　夏樹は自分の携帯電話を取り出して、メールを確認した。

「やっぱり来てないよ」

「お母さんに送っといたから」

「わたしには送ってないじゃん！」

「なぜお前に送らにゃならんのだ」

　わたしの呆れ声に、夏樹はますます腹を立てたようだった。

「心配するでしょ」

　心配か。わたしは周りのみんなに心配をかけてまわっているようだな。わたしにはみんなの不安を煽あおる不ふ思し議ぎな力でもあるのか。

「ごめんごめん。てか、それってお母さんが夏樹に言わなかったのがいけないんじゃないの？」

　わたしは玄関に上がり、そのまま階段を上って二階を目指す。

「そう言われればそうかも」

　珍しく素直に納得した夏樹は、お母さん、と叫びながら一階のリビングへと入っていった。わたしはその隙すきに自分の部屋で荷物をおろし、着替えを済ませた。

「ねぇ」

　わたしが一階に下りようと部屋のドアを開けたところで、再び夏樹に出くわす。今日は妙に絡んでくるな。

「明日劇の大会なんでしょ？」

「そうだよ」

「お姉ちゃんも舞台に立つの？」

「立つよ」

　夏樹はわたしの頭に手をのせる。

「お姉ちゃん、成長したわね」

「うっさい！」

　わたしは夏樹の手を払いのけ、部屋から出た。こいつ、本当にわたしを姉として尊敬していないな。

「まぁまぁ、そんなに怒らないで」

　なだめるような口調が腹立たしいが、振り返って夏樹の方に顔を向けてやる。

「一体、何が言いたいのよ」

　へへへ、と夏樹は笑う。

「気色悪い奴やつだな……」

「お姉ちゃんには言われたくないし！」

「じゃあ、気持ち悪い奴やつだな」

「同じ意味でしょ！」

「それで、何が言いたいの！」

「えっと、その、あれよ」

　夏なつ樹きは頭をかく。

「頑張れ！」

　ぐっと拳こぶしを突き出し、顔を赤くした夏樹が言う。

　なんじゃそりゃ。

「言われんでも頑張るわ」

「そうですか。それじゃあ大きなお世話でしたね」

　むっとした顔の夏樹がわたしよりも先に階段を下りる。

「ありがとね」

　わたしは呟つぶやくようにそう言った。不ふ思し議ぎと心が落ち着いた。

　緊張で眠れないかと思ったが、今夜はちゃんと眠れそうだった。



　運命の日。天候快晴。最高気温三十五度。風やや強し。

　わたしは、気合を入れて家を出た。

　県民会館を目指す電車の中には、色々な高校の制服を着た生徒たちがいた。きっと、各学校の演劇部の人たちなのだと思う。案あんの定じよう、みんな同じ駅で降りて、同じ方向へと進んでいる。わたしはその高校生の一団の中に、思いがけない人物を発見した。彼女は制服を着ていなかったが、それは確かに見覚えのある後ろ姿だった。

「大おお河内こうちさん？」

　後悔先に立たず。名前など呼ばず、そのまま無視していればよかったものを……。

　わたしの声に、目の前にいた大柄な巨大女が反応した。

「お！　空そら口ぐちさん」

　振り向いた女子高生は、アメリカの超巨大トレーラーにも負けないくらいのダイナミックな笑顔で答えた。この状況になってしまったら、話をするしかない。わたしは大河内さんの横に並んだ。

「何でこんなところにいるんですか？」

　わたしは当然の疑問を口にする。

「何でって、今日は演劇部の大会でしょ？」

「そうですけど……」

　お前は演劇部じゃないだろ！　まさか……。

「ということは、一いち之の瀬せ先輩が大活躍するわけでしょ？」

　やっぱりそういうことか。わたしは大おお河内こうちさんを恋のライバルだとあまり考えてこなかったが、こういう行動力は本当に警戒に値する。直ちよく情じようストレート型だからなぁ、この人。

「それに、空そら口ぐちさんとか雛ひな浦うらさんとか宮みや脇わきさんとか、うちのクラスの子って演劇部多いでしょ。だから、それも見に来たわけよ」

　明らかに一之瀬先輩のおまけ扱いなのだが、それでもわたしたちのことも見に来てくれたというのは純粋に嬉うれしかった。

「あとで、クラスの子たちも何人か見に来るって言ってたよ」

「そうなんですか？」

「空口さんは人気者だね」

　多分、人気なのはクールビューティーの雛浦さんと、健けな気げな純じゆん朴ぼく少女宮脇さんなのだと思うけどね。

　その後、大河内はひたすら今日は暑い、という話をしていた。わたしは相あい槌づちを打つだけで自分から話をするようなことはなかったが、駅から会場までの道中は退屈しなかった。

　会場には既すでに多くの人が集まっていた。前に同じ県民会館で行われた、各学校合同の新入生歓迎の舞台とは比べものにならないくらいの人がいた。人が溢れるエントランスで大河内の足が止まる。

「じゃあ、あたしは他ほかの子と外で待ち合わせているから」

「あ、うん。えっと……」

「ん？」

　大河内が不ふ思し議ぎそうな顔をする。わたしは俯うつむいて小さく言う。

「……がと」

「なになに？　周りがうるさくてよく聞こえないよ」

「……りがとう」

「は？　もう一回言って」

　大河内はわたしの何倍も大きな声を出す。

「だから！　見に来てくれて、ありがとう！」

　わたしは腹を決めて、大河内の顔を見て大きな声で言った。

「なんだ、そういうことね」

　大河内の大きな手が、わたしの肩をバンバンと叩たたいた。脱だつ臼きゆうするかと思ったが、幸いそれほど大きな被害はなかった。

「まぁ、友達なんだし気にするなって！」

　友達。

　友達か……。

　その響きはこそばゆかったが、嫌いやな感じは全くしなかった。

「それじゃ、楽しみにしてるね！」

　大おお河内こうちは駆け足でエントランスを出て行った。その後ろ姿は相変わらず粗そ野やで上品さの欠片もなかったものの、それはそれで大河内らしいとも思う。

　演劇部の集合場所はこのエントランスのはずだった。今は集合時間よりも早い時間だ。みんなが集まるまでもう少し時間がかかるだろう。

「おはよう。早いね」

　正直に言えば、わたしはこうなることを期待していた。わたしは経験上、こういうときに最初に来るのは決まって一いち之の瀬せ先輩だと知っている。つまり、集合時間よりも早く来れば、一之瀬先輩と二人きりの時間が生まれるということになる。大河内がすぐにここを離れてくれてよかった。

「おはようございます。一之瀬先輩」

　一之瀬先輩はいつも通りだった。

「まだ、みんな来てないんですか？」

　念のため尋たずねてみる。

「そうだね。まだ来てないね」

　二人きりだ。

　これはチャンスかも。

「この大会で上位に入れば、冬の大会に出られるんですよね」

「そうだね。まぁ、三年生は引退しているんだけどね」

　そうか。もう受験が近づいているのだからそれも当然か。

「淋さびしいですね」

「いや、まだまだ先の話だから」

　あなたはそうやって笑いますけど、わたしにとっては大変な問題なんです。

「今年は一年生が少ないから、来年は少し大変かもしれないね」

　あなたはいつでも先のことを考えて、わたしたちのことを心配してくれますね。

「どうしたの？」

「何でもありません」

　会長は、今日儀式を行うと言っていた。一之瀬先輩に何かが起こるとしたら、今日が一番危ないはずだ。

「そうなんだ。ん？　あれは」

　やはり不ふ思し議ぎそうにする一之瀬先輩が、わたしの背後に何かを見つけたらしい。その顔から他ほかの部員が来たのではないことが分かる。

「おはようございます」

　硬質で人間味を感じさせない冷たい声。わたしの後ろには、副会長が立っていた。彼女も私服だった。

「まさか、大会に出るのがダメだと言いに来たのか？」

　一いち之の瀬せ先輩が先制攻撃をしかける。だが、副会長にいつものような攻撃性はなかった。

「いえ、今日はお詫わびに来たんです」

　副会長はそう言うと、頭を下げた。あまりにも素直なその行動に、わたしと一之瀬先輩は唖然とした。

「実は体育館工事の方から、登校日の体育館での出来事についてお話を伺えたのです。そこでの証言を総合すると、どうやらあなたたちが舞台袖そででよからぬ行為に及んでいたという可能性が低いという結論にいたりました」

　いまさらそんなことが分かっても、もう練習は全すべて終わっているんですけど。

「ですので、二学期からの体育館の使用を再び許可します。このたびのことは申し訳ありませんでした」

　副会長は本当に申し訳ないと思っているのか、表情を少しも変えずに謝る。

「まぁ、分かってくれればいいんだけど……」

　一之瀬先輩だって、いまさら言われても遅いと思っているに違いない。だけど、それだって今から文句を言ってどうこうなることでもない。結局、演劇部がただただ被害を受けただけだ。

「ああ、それと」

　副会長が表情を曇らせる。目を逸そらし、様子がおかしくなる。

「さっき、渋しぶ谷たにさんという女性の方が、お二人を呼んでいましたけど」

　渋谷さん？

「どんな人？」

　一之瀬先輩が鋭するどく質問する。

「四十歳くらいの人で、娘がお世話になったとか……」

　いつもとは違い、語尾が濁にごっている。どうしたのか。

「沙さ倖ゆきのお母さんかな」

　わたしは一之瀬先輩の言葉に曖昧に頷うなずいた。わたしたち二人に話があるなんて、一体どうしたのだろう。

「その人が、県民会館の中庭で待っているそうです」

「今すぐ会いに行けばいいの？」

「もう待っているということです」

　一之瀬先輩とわたしは、同時に時計を確認する。集合時間までまだ時間はあった。

「分かった。ありがとう」

　いや、何かおかしくないか。一いち之の瀬せ先輩の了承の声を聞きながら、わたしは疑問に思う。どうして、副会長に沙さ倖ゆき先輩の母親が伝言を頼むのだろうか。わたしたちに直接言えばいいじゃないか。それに、どうして中庭なのだ。ここで話せばいいじゃないか。

「行こうか」

　一之瀬先輩がわたしに言う。彼は特に怪あやしく思っていないらしい。

　まぁ、普通ならばこれが何かの罠わなであるなどとは考えないだろう。わたしが考えすぎているだけか。

「はい」

　わたしは一之瀬先輩と一緒にエントランスを出て、中庭に向かった。



　中庭は本館と別館の間に挟まれるようにしてある。結構な広さがあって、隅の方には花壇や潅かん木ぼくが生えていたが、ほとんどの面積が芝生だった。

　本館の賑にぎわいとは対照的に、中庭に人ひと気けはなかった。ただ一人、中庭に立つ人物を除いては。

　わたしと一之瀬先輩は中庭の真ん中、芝生で立つ人物に近づく。そして、わたしは自分のいやな予感が当たったことをそこで知った。

「待っていたよ」

　彼は微笑ほほえむ。

　甘いマスク。

　しなやかな体たい躯く。

　穏おだやかな雰ふん囲い気き。

　わたしたちを待っていたのは、沙倖先輩のお母さんではなかった。そこにいたのは一人の美少年。吉よし野の竜りゆう司じ会長だった。

「騙だまして呼び出してまで、なんの話だ？」

　一之瀬先輩は彼を睨にらむ。

「そう怖い顔をするなよ、拓たく馬ま。これはお前にとってもいい話なんだ。お前の罪が少しは軽くなるんだ」

「俺の罪……」

「そうだ。お前が犯した人殺しの罪だ」

　人殺し。

「沙倖のことか？」

「分かっているじゃないか。お前が沙倖さんを殺したんだよな？」

　そうじゃない。そんなはずないじゃないか。しかし、わたしの隣で一之瀬先輩は絶望的な一言を漏もらす。

「……そうだな」

「そんな」

　それじゃあ、会長の話は全すべて本当だったのか。一いち之の瀬せ先輩が沙さ倖ゆき先輩に無理をさせて寿じゆ命みようを縮めたというのか。

「さすがのお前も後悔しただろう。だが、それも今日で……」

「後悔はない」

　強い意志のこもった声。

「後悔はない？　人を殺しておいて、何も感じないのか！」

　会長の怒号が響く。

「あれが最良の選択だったかどうかは分からない。だけど、あのときの俺には沙倖の練習を許すことしかできなかった」

「練習を許す？　お前が無む理り矢や理り練習に参加させていたんだろ！」

「言い訳をするつもりはない。沙倖の練習は、止めようと思えば止められた。だから、俺に責任はある」

　だけど、と一之瀬先輩が続ける。

「最初に練習に参加したいと言い出したのは沙倖だった」

「嘘だ！　沙倖さんはお前たちに強制されて、無理に練習をさせられていたんだろ！」

「それは違う。俺や他ほかの部員も最初は反対した。だけど、沙倖はどちらにせよ先は長くなかった」

　先が長くない体。

　参加できる最後の大会。

　みんなとの思い出。

　脚本に込めた想い。

　叶えたかった夢。

「沙倖はそれでも練習をしたがった。大会にも出ると言い張った。勝手に病院を抜け出し、何度も体育館に現れた……」

　楽しかった過去。

　明日を築くために命を削る今。

　存在しない未来。

「それでも、沙倖に芝居をさせるべきじゃなかったのかもしれない。いや、きっとそれが正しかった。だけど、俺たちは最後の舞台を沙倖と一緒に演じることにした」

　何が正しくて、何が誤っているのか。そんなものは、誰だれが決められるのだろう。誰が決めるべきことなのだろう。

「いい加減なことを言うな！　沙倖さんが自分で、自分の命を削るなんて……」

「本当のことだ」

　会長は顔を歪ゆがめ、腕を真まっ直すぐに横に伸ばす。

「沙さ倖ゆきさんはお前のことを恨んでいたはずだ。お前に殺されたと、憎んでいたはずだ！」

「俺は沙倖を止められなかった。そう思われても仕方ないな」

「お前は、お前は……」

　青い炎が揺らめく。伸ばされた腕からゆらりゆらりと焔ほのおが立ち上る。

「ぼくが彼女を救い出す。お前に殺された彼女を……」

　会長の腕がそのまま真上に伸ばされる。猛もう烈れつな勢いで炎は上空に飛び上がり、一点に集まる。

「来い、フェアリル！」

　一いち之の瀬せ先輩は何が起こったのか分からないという表情で会長を見ている。彼に非現実的な部分は何も見えていないのだから仕方ないか。

「空そら口ぐち真ま帆ほ！」

　わたしはいきなり名前を呼ばれ、ドキッとした。

「心は決まったな？　協力するんだな？」

　会長はもはや否定を許すような雰ふん囲い気きではない。

「いや、ちょっと待って……」

「難しいことはないよ」

　上空で炎の塊が楽しそうに言う。それは、やがて青い妖よう精せいの形になった。

「君に魂の受け皿になってもらいたいんだ」

　魂の受け皿。

「呼び戻された沙倖さんの魂を受け入れる入れ物だ。この容器は魔法との親和性が非常に重要でね、魔法が使える人間でなければ上手くいかないんだ。しかも、なんと君は沙倖さんにそっくり。君以外に、この役目を全うできないんだよ」

　わたしの協力が儀式に必要だというのはそういうことなのか。

「ああ、別に君が死ぬわけじゃないから安心して。君と沙倖さんが融合する感じだね」

　わたしと沙倖先輩が融合する……？

「これから劇をやるんでしょ？　しかも、沙倖さんが書いた脚本の劇をやると聞いているよ。君がやるよりも、沙倖さんがやった方がいいんじゃないのかな？」

　それは違う。みんなこの役はわたしの役だと言ってくれた。

「それに、そっちの方が君も彼に近づくことができるんじゃないの？」

　フェアリルはちらりと一之瀬先輩を見る。

「あんた、そんな発想しかできないの？」

　わたしはフェアリルを睨にらむ。

「ボクは事実を口にしているだけさ」

　こいつ、めちゃくちゃ腹立つ。

「空そら口ぐちさんにとっても悪い話じゃないんだよ。誰だれもが幸せになる素晴らしい提案じゃないか」

　誰もが幸せになる。フェアリルの話が本当ならば、そうなのかもしれない。

「あんた、一つ聞きたいんだけど」

　わたしは空中のフェアリルに向かって叫ぶ。

「魔法を完成させるために、どれだけの犠牲を払ってきたの」

「犠牲？」

　空中の妖よう精せいは目を丸くする。

「犠牲なんてないよ。ボクはみんなの幸せしか考えていないんだから」

　こいつ、嘘つきだ。

「魔法を使ったら、何かよくないことが起こるんじゃないの？」

「魔法が完成すれば、みんなが幸せになる。それ以外になにも起こらないさ」

　どこまでも胡う散さん臭くさい奴やつだ。

「それじゃあ、魔法を完成させるための魔力はどこにあるの？　死者を蘇そ生せいするためにはたくさんの魔力が必要なんでしょ？」

「それはボクが持っているよ」

「悪魔は人間の絶望がなければ力がないんじゃないの？」

「そんなことはないさ。悪魔だって元々強い魔力を持っているんだよ」

　これも嘘だ。わたしは魔力のなくなったときの脆ぜい弱じやくさをよく知っている。

「あの、空口さん……」

「一いち之の瀬せ先輩、大丈夫です！　こいつはわたしが……」

「こいつって？」

「はう！」

　しまった。一之瀬先輩にフェアリルも炎も見えていない。これじゃあ、わたしまで変人検定一級に認定されてしまう。

「いえ、えっとですね、太陽さんにお話を……」

　ああ、これは少しもフォローになってないぞ。

「空口さん」

　会長のいらついた声。

「何をごちゃごちゃ言っているんだ。大人しくその身を差し出せ」

「ちょっと待ってください。その悪魔が本当のことを言っているか怪あやしくないですか？」

「どういうことだ？」

「悪魔は嘘つきなんですよ！」

　空中からフェアリルはゆっくりと下降し、会長の真横に並ぶ。

「竜りゆう司じ、ボクとあの小娘、どっちの言うことを信じる？」

　ささやくような声。フェアリルは微笑ほほえんでいた。なんだろう。あの表情からは嫌悪感しか匂におってこない。

「もちろん、ぼくはフェアリルを信じるよ」

　会長はこの悪魔を盲信しているようだ。こんな怪あやしい奴やつなのに！

「それならば、降霊を始めよう。沙さ倖ゆきさんの魂を地上に呼び戻すよ」

　フェアリルはくるりと宙を回ると、地面に複雑な魔方陣をものすごいスピードで描いていく。その陣の中で、会長が何かの詠えい唱しようを始める。

「Auis roum noon taam syoii.Haut tiab koheok……」

　魔方陣が輝き始め、青い光と共に靄もやのようなものが煙りだす。

「一体何が起こっているの？　どういう仕掛け？」

　魔方陣の光と青いスモークを見ることはできる一いち之の瀬せ先輩が狼ろう狽ばいしている。こんな状況に直面すれば、そうなるのも無理ないな。

　青い煙は辺りに立ち込める。風に流されることもなく、煙はわたしたちの視界をゆっくりと奪っていった。

　芝生はいつの間にか幻想的な青い空間になっていた。

　降霊術？　何をするつもりなんだ？

「……くん」

　微かな女性の声。

「竜司君」

　今度はさっきよりはっきりと聞こえた。

　その音に一之瀬先輩が反応する。

「沙倖……」

　沙倖先輩の声？　それじゃあ、本当に沙倖先輩の魂がここに来たのか？

「竜司君、お願い。助けて。わたしは命を削って練習をさせられた。もう、あんな過去はいや。わたしはもっと素晴らしい未来をつくりたいの」

　悲痛な叫び。聞いている人間の心をきりきりと締めつけるような、哀あい愁しゆうを帯びた調べ。

「わたしの最悪の人生は、失敗と後悔の連続だった。だから、全すべてを忘れてまた生きていきたいの。お願い、竜司君。わたしを……」

　これは本当に沙倖先輩の声なの？

「沙倖さん……ぼくが必ずあなたを救います」

　霧の中から会長の声も聞こえる。彼は完全に沙倖先輩がここにいると思い込んでいるようだ。

　最悪の人生。失敗と後悔。全すべてを忘れてしまいたい。女性の言葉は過去を恨むものばかり。

　違う。わたしは確信する。これは沙さ倖ゆき先輩なんかじゃない。

　わたしは知っている。沙倖先輩が台本に込めたものを。彼女が大切にしてきた過去を。

「あなたは沙倖先輩じゃありません！」

　わたしは霧に向かって叫ぶ。

　沙倖先輩の人生は後悔の連続なんかじゃなかった。彼女は悔いのないように、誰だれよりも一生懸命生きたんだ。

　沙倖先輩は最後の舞台に、みんなと一緒に立ちたかった。たとえそれが命を縮める結果となったとしても、彼女は後悔なんかしなかったはずだ。

「わたしの知っている沙倖先輩は……」

　わたしは沙倖先輩を知らない。だけど、彼女のことが今なら少し分かる。

「もっと、強い人です！」

　そう。彼女は強い。

「何があってもへこたれず、いつだって前を向いて周りを明るくする、そんな人です！」

　それは、わたしがずっと憧れていた理想像なのかもしれない。

「だから、あなたは偽物だ！」

「捕まえた」

　悪魔の声がする。それと同時に、全ての煙が渦に吸い込まれるようにフェアリルの手元に集まった。

　集まった霧はロウソクくらいの小さな青い炎になった。

「かなり魂が弱っているね。これはすぐに儀式をしなくちゃ。魂がこの世から消えてしまう」

　フェアリルに言われ、会長は焦りはじめたのか、いつもより早口に言葉を吐き出す。彼はわたしの言葉など少しも聞いていなかったようだった。

「魂がここにある。これで分かっただろう。フェアリルの魔法は本物なんだ。沙倖さんはこれで蘇よみがえるんだ」

「会長はフェアリルに騙だまされているんですよ！」

「そ、そんなわけがない。沙倖さんは蘇るんだ。絶対に、蘇る……」

「会長……」

「沙倖さんのことを何も知らないくせに、わかったような口をきくな！」

　顔を真っ赤にし、声を荒らげている。会長は明らかにいつもと違っていた。

「確かに、わたしは沙倖先輩に会ったことはありません。だけど、演劇部に入部してから、色々なところで沙さ倖ゆき先輩が遺のこした想いに触ふれました。わたしは沙倖さんが、最さい期ごのときまで少しも希望を失わず、一生懸命生きたように思いました」

　フェアリルが笑っている。

　あの炎は、悪魔が魔法で作り出す偽物の青い炎だ。

「会長は沙倖先輩をよく知っているはずです。彼女のことを思い出してください」

「フ、フェアリル……。君がぼくを騙だますなんてありえないよね？　一緒に魔法を使おうって約束したよね？」

　会長の体が僅わずかに震える。その隣でフェアリルは彼の耳元に口を寄せた。

「嬉うれしいね。だけど、その信用は君の脆もろさの表れだよ」

　フェアリルは相変わらず愛らしい。だが、その言葉の持つ鋭するどさは、会長を動揺させる。

「君がボクを信じるのは、ボクを信じた方がずっと自分にとってよい結果が出るからだ。ボクが嘘をついているかどうかという客観的な観測ではなく、自分にとってどちらが都合よいかという主観的観測が君の判断の基準になっている」

「な、何が言いたい？」

「竜りゆう司じ。君は実に完璧な人間だ。だけど、完璧だからこそ傷つくことに慣れていない。君の心はとても弱かったよ」

「だから、何が言いたい！」

「信用していたものに土ど壇たん場ばで裏切られる。そんな絶望の味はいかがかな？」

　フェアリルは再び空中に舞い上がると、手を伸ばし魂の炎を見せつけた。

「ボクが死者を呼び戻す秘術を手に入れたのは事実だ。だけど、それを実行するためには巨大な魔力が必要になる。悪魔が魔力を得る方法は一つだけ」

　炎の小さな輝きの中に、わたしに似た女性の姿がある。

「沙倖さん！」

　会長が叫ぶ。何かに助けを求めるように、すがるように彼女は炎の中で叫んでいた。

「皮肉なものだね。愛するものを蘇よみがえらせるためには絶望が必要で、絶望するためには愛するものを失わなければならない」

　炎の中の女性の表情が苦痛に歪ゆがむ。それを見せつけるかのように、フェアリルは炎をゆっくりと握りつぶした。

　炎は完全に消え去った。

「なんてことを……」

　会長はかすれた声で呟つぶやき、ゆっくりとその場で膝ひざをつく。

「さ、沙倖さんの魂が……」

「申し訳ないけれど、ボクは沙倖さんを蘇らせるつもりなんて初めからなかった。君から絶望をもらいたかっただけだ。魔力を大いにもらったら、ようやくぼくは死者蘇そ生せいの秘術を実行できる。君は魔術の発展のための尊い犠牲だ。そこは誇ってもらって構わないよ」

「それじゃあ、今なら沙さ倖ゆきさんを蘇よみがえらせることができるんじゃ……」

　すがるように、会長はフェアリルを見上げる。

「ははは。魂は今消えてしまったじゃないか。それに、そんなことをしたら君が絶望から立ち直るだろ？　それはできない相談だね」

　フェアリルは楽しそうだった。会長は抜け殻のようにその場に座り込む。

　少しずつ、フェアリルの炎が大きくなっていく。奴やつの力が増強しているのは、見た目にも明らかだった。

「さて、空そら口ぐちさんにはぼくの魔法の受け皿としての役をやってもらう。どんな有名人の魂に入ってもらおうかな」

　フェアリルはわたしの方に向かって下りてくる。やばい、こいつに捕まったら何されるか分からない。

「君だって魔術史の偉大な一ページに飾られるのだから幸運に思うべきだよ」

「そうやって、他ほかの天使も殺したんですね」

　よし。ここは逃げよう。というか、この状況では逃げる以外に有効な解決手段が見つからない。

「そうだ。彼らの犠牲だって少しも無駄じゃなかった。きっと、光栄に思って死んだと思うよ」

　あれ？　体が動かない。

「体の自由は奪わせてもらった」

　フェアリルはわたしの目の前までやってくる。

「隣の男の子。彼はここで燃やしてしまおう。あとで騒がれても迷惑だからね」

　わたしは首を動かすことすらできない。一いち之の瀬せ先輩も動けない状態なのか。

「骨まで燃やし尽くしてあげよう」

　フェアリルの手に今まで見たことがないほどの巨大な光球が現れる。確かに、これをぶつけられたら何もかも燃え尽きてしまいそうだ。

「俺は夢を見てるのかな？　何だか太陽がかなり大きく見えるんだけど。あと、体も動かないなぁ。金縛り？」

　もはやパニックを通り越し、全すべてを達観したような口調の一之瀬先輩。人間は限界を超えると、仙人のような心境になるのかな。

「一之瀬先輩逃げてください！」

　わたしは真まっ直すぐ前を向いたまま叫ぶ。なんとも情けない様子だ。

「逃げる？　でも、体が動かないんだよね」

　どうも、一之瀬先輩にはことの重大さが伝わってないらしい。というか、本当に達観して仙人みたいになってるぞ！

「燃やされちゃいますよ！」

「燃やされる？」

「さようなら」

　フェアリルが光の塊を一いち之の瀬せ先輩へと振り下ろす。

　もうダメだ！

「ちゅりゃー！」

　勇ましいかけ声と共に、わたしの目の前を黒い何かが通り過ぎる。そして、その黒い弾丸はフェアリルにぶつかる。

　それと同時に、体の自由が急に戻った。

　大きく体勢を崩したフェアリルは空中へと舞い上がる。そして、地上には先ほどの黒い弾丸、巨大なネズミが二本の足で立ち、腕を組んでいた。

「ゴブリン！」

「ちゅいっす」

　ゴブリンはびしっとこちらに向けて指を立てる。

「ネズミ？」

　一之瀬先輩がゴブリンを見て、目を丸くする。悪魔は見えなくても、ゴブリンは見えるようだ。

　そして、ゴブリンがここにいるということは……。

「おじ様！」

　ゴブリンが飛んできた方向にはおじ様がいた。その手には、確かにわたしが書いた手紙が握られている。

　ゴブリンが上手くおじ様を見つけてくれたんだ！

「ありがとう、空そら口ぐち君」

　おじ様はわたしと一之瀬先輩に並ぶ。

「二人は逃げなさい」

　わたしたち二人の前に出て、おじ様は空中のフェアリルを見上げた。

「は、はい！」

「えっと、俺も？」

「当たり前です！」

　わたしは一之瀬先輩の手を掴つかむと、すぐに走り出した。

「実験道具が勝手に逃げるな！」

　フェアリルの声と共に、中庭を取り囲むように炎の壁が立ち上がる。わたしの身長の三倍くらいありそうな青く燃え盛る壁は、とても乗り越えられそうにない。

「どういうことだよ！」

　連続する不可思議現象に、ついに一いち之の瀬せ先輩が怒ど鳴なった。先ほどまでの落ち着きとうってかわり、体が動くようになって元気になったらしい。

「空そら口ぐちさんは、何が起こっているかわかっているの？」

「大体は……」

　わたしは頭をかきながら、どうするべきか必死に考える。

「それじゃあ、教えてくれ！」

　一之瀬先輩がわたしの肩を強く掴つかむ。こうなれば、簡単に現状を説明するしかない。

「えっと、手短に言うと、悪い悪魔が会長を騙だまくらかして絶望させて、そんでもってその絶望でパワーアップして暴れているんです。分かります？」

「……分からない」

「ですよね……」

　だけど、これ以上詳しく説明している暇はなさそうだ。

「まず、上空の悪魔は見えますか？」

　わたしはフェアリルの方を指差す。

「悪魔？　何か青く光っているのがちらちら見えるけど……」

　これだけ暴れまわっていても、それくらいしか見えないのか。だが、炎の壁やさっきの金縛りから、わたしの話を信じてもらうしかない。

「これは何かのドッキリじゃないんだよね？」

　一之瀬先輩は真剣な顔で尋たずねる。

「それは違います。わたしが保証します」

「目に見えない悪魔が俺たちを攻撃しているんだね」

「そうです。それはもう、ものすごい勢いで」

「あのおじさんとネズミは何者？」

「えっと、簡単に言うと正義の味方です」

「そうなのか……」

　一之瀬先輩は助けに来てくれた一人と一匹を見る。初老の男性と巨大ネズミだ。スーパーヒーローと言うには少し心もとないか。

「あの人たちを置いて逃げて大丈夫なの？」

「わたしたちには何もできないですから……」

　そのとき、巨大な爆音が響き、わたしは体を小さくした。先ほどまでおじ様とゴブリンがいたところが大きくえぐれて焦こげている。

「おじ様！」

　黒煙の中から、おじ様とゴブリンが現れた。大きな怪我はないようだが、吹き飛ばされたらしく、体に土や煤すすがついている。

「本当にあの人たちだけに任せていて大丈夫？」

　絶望の力を手に入れたフェアリルは空中に浮いたまま、こちらを攻撃してくる。おじ様だけであの強力な魔物に太刀打ちできるのだろうか。

　逃げ道は奪われている。この場を切り抜けるためには、あの悪魔を倒すしかない。

「どうしたの？　ボクに会いたかったんでしょ？　ボクを捕まえるんじゃないの？」

　フェアリルは愉快そうにおじ様に言葉をぶつける。

「ああ、お前が天界から転げ落ちてからの数年間、お前を捕まえるためだけにわしは生きてきた」

「その様子だと、あなたも悪魔になったみたいだね。そうだとしたら、もうアスガルズに手を貸す必要はないんじゃないの？」

「バカを言え。わしはお前が悪魔だから捕まえたいんじゃない。お前が仲間の仇かたきだから捕まえたいんだ」

「愚おろかだね。そんなことをしても何の意味もないのに」

「承知の上だ」

　おじ様が何か呪じゆ文もんを詠えい唱しようし始める。だが、フェアリルはその前に光球をおじ様の方へと打ち込む。

「詠唱時間が長すぎる。それじゃあ、ボクに魔法をかけることなんて無理だよ」

　黒煙からおじ様の姿が見えたが、やはり直撃は避よけているものの、ダメージを負っているようだった。

　あの悪魔を何とかしなくちゃ……。

「どうして、仲間を、殺した」

　咳せき込こむように、途切れ途切れにおじ様は問う。

「必要だったからさ」

「魔法の完成のためならば、仲間の死をも厭わぬか」

「魔法の完成がボクの夢だからね」

「なぜ死者の蘇そ生せいにこだわる」

「禁きん忌きだから。触ふれてはならない神の領域だからこそ、研究心は駆り立てられる」

「魔法が完成したらどうするつもりだ？　世界中の人間を蘇よみがえらせるのか？」

「まさか。成功すればそれで終わり。新しい魔法の研究を始めるよ」

「そうか、やはりお前は何が何でも捕まえなければならんようだな」

　おじ様は詠唱を始める。

「無駄だって言ってるでしょ」

　悪魔はためらいなくおじ様を狙ねらい攻撃する。

　わたしはとても見ていられなかった。

「吉よし野の」

　一いち之の瀬せ先輩が呟つぶやく。

「さっき、吉野の絶望で悪魔がパワーアップしたって言っていたよね。あいつを何とかすればいいんじゃないの？」

「それ、ナイスアイディアです！」

　わたしたちは会長の方へと駆け寄る。

「宿主に近づくな！」

　突如、目の前が弾はじけとび、わたしたちは後ろに吹き飛ばされた。

「空そら口ぐちさん、別にあなた以外にも魔法を使える人間はいるんだよ？　あまり邪魔をするようなら、あなたもここで燃やしてあげようか？」

　怒るフェアリルがわたしの方に光の球を向ける。

　ごめんなさい。ごめんなさい。どこまでも情けないわたしは心の中で何度も謝って、転げるように会長から離れる。

　これじゃあ、とても会長に近づくことはできそうにない。いや、そもそも仮に近づいたところで、どうやって会長を励はげませばいいのか分からない。わたしが何を言っても、聞いてもらえるかどうかすら怪あやしい。

「どうすればいいのよ……」

　完全に手詰まりだ。

「沙さ倖ゆき……」

　隣で一之瀬先輩がまた呟く。こんなときまで沙倖先輩かよ！

「さっきの沙倖先輩の声は偽者ですからね！」

　思い出に浸ひたりたいのも分かるけど、今は一之瀬先輩にだって現状の打だ破はを考えてもらわなくちゃ！

「いや、そうじゃない。今の吉野を救えるのは、沙倖の声なんじゃないかと思って」

　沙倖先輩の声。

　そうか。それなら、会長の心に直接届くかもしれない。

　思いつく方法はそれだけだ。この状況を打破するためにはそれしかない。

「おじ様！」

　わたしはよろめくおじ様に最後のお願いをする。

「煙を、青い煙を出してください」

　フェアリルと会長が使った魔法。あれを再現できれば……。

「煙？　なぜだ」

「魔法でできますか？」

　今は説明をしている暇がない。

「煙を出すだけならできるが……何をするつもりだ？」

「とにかくお願いします！」

　フェアリルがわたしの方に向けていた光球をおじ様の方に戻す。

「ゴブリン！　やるわよ！」

「ち、ちゅ……」

　消極的なゴブリンに向かってわたしは走る。

「コードＧ改よ！」

　いやいやながらゴブリンがこちらに向かって走ってくる。

　おじ様の詠えい唱しようが始まる。足元から僅わずかながら煙が立ち始めた。

「目くらましのつもりかな？　無意味なことだよ」

　わたしは余裕ぶるフェアリルの場所をしっかりと確認する。

「ちゅちゅ！」

　走ってきたゴブリンがわたしの手に飛び乗り、体を丸める。わたしはそれを天高く放ほうり投げた。

「ゴブリン！　業火に焼き尽くされても相手から離れるんじゃないわよ！」

　重力により自由落下を始めたゴブリンにタイミングを合わせてわたしはジャンプする。

「てりゃあ！」

　そして、全力を込めた右腕をゴブリンめがけて振り下ろした。

「ちゅー！」

　ゴブリンは悲鳴と共に、真まっ直すぐにフェアリルに向かって飛んでいく。そして、見事にフェアリルの顔に命中した。

「なんだ、このネズミは！」

　フェアリルの攻撃が遅れる。おじ様の周りには青い煙が立ち込めていた。

「おじ様、もっともっと！」

　わたしは必死でおじ様を応援する。まだまだ煙の量が足りない。

「邪魔だ！」

　フェアリルがゴブリンを剥はぎ取り放った。ゴブリンは涙を流しながら、地面に激突する。

「ああ、もう！　根性なし！　あとでお仕置きだからね！」

　今度こそフェアリルがおじ様に向けて攻撃をしようとしたとき、空飛ぶ悪魔の頭に石がぶつかった。

「今度は何だ！」

　激昂するフェアリルの視線の先には一いち之の瀬せ先輩。彼は手に石を持っていた。

「当たった？」

「当たりましたけど……」

　わたしは悪魔が見えない一いち之の瀬せ先輩のために、状況を解説する。

「人間は大人しく魔法の材料になっていればいいんだよ！」

　フェアリルの周りの炎がかつてないほどに巨大になる。

「相手はすごく怒っています」

「まぁ、怒るよね。石をぶつけられたら」

　一之瀬先輩にはあまり状況の緊急性が伝わってないらしい。

「今、一之瀬先輩のほうに触ると爆発する光の球が向けられています」

　それを聞いた一之瀬先輩が青ざめる。

「走って逃げてください！」

　一之瀬先輩がその場から逃げ出した。それと同時に、さっきまで一之瀬先輩がいた場所が炸さく裂れつし、黒煙が舞い上がった。

「こっちか！」

　悪魔は次にわたしに光の球を向ける。

「わわわ！」

　わたしは大慌てで逃げたが、すぐ近くで激しい爆発が起こって吹き飛ばされた。これは、本当に殺されるぞ。ちりちりと頭から何かが焦こげるにおいがした。

「ハゲになっちゃう！」

　わたしは急いで手で頭を叩たたいた。幸い、燃えているのは髪の毛ではなくて髪をまとめているゴムのほうだった。

　中庭に黒煙が揺らめく。だけど、舞い上がっているのは黒い煙だけじゃない。先ほどと同じように、青い煙も中庭全体に広がっている。

　よし。これならいける。わたしはよろよろと立ち上がると、大きく息を吸う。

　青い煙はもくもくと量産されているものの、風に流されている。今みたいに視界を奪えるほど青い煙が立ち込めているのもあと僅わずかだろう。

「こんな霧に隠れたところで、すぐに姿を現すことになるぞ！」

　上でフェアリルの声がする。

　いや、これでいいんだ。ようやく準備が整った。わたしは急いで会長のところへ駆けつけた。

「会長！」

　その場に座り込み茫ぼう然ぜん自じ失しつの会長の肩を、わたしは激しくゆすった。

「沙さ倖ゆきさんの魂が消えてしまった……」

　会長はポツリとこぼした。

「違います！　あれは偽物です！　沙倖さんの魂は消えていません」

「沙さ倖ゆきさんを蘇よみがえらせることができなくなってしまった……。ぼくしか彼女を救えなかったのに……」

　彼にわたしの声は届いていない。

　やっぱり、これしかないのか。

　わたしは会長の手を握った。

　わたしにできるだろうか。

　いや、わたしじゃなきゃできない。わたしがやらなきゃいけないことだ。

　さっき声を聞いた。声色、話し方、それはわたしが思っていた通りの人だった。わたしが演劇部で培つちかってきたものを、ここで発揮しなくちゃ。

　深呼吸をして心を落ち着かせる。

　大丈夫できる。

　今まで習ってきたこと、練習したことを思い出して。

　沙倖先輩になりきるんだ。

「竜りゆう司じ君」

　沙倖先輩の声。沙倖先輩の話し方。沙倖先輩の哲学。沙倖先輩の人生。わたしはそれらを頭の中に思い浮かべる。

　俯うつむいていた会長の顔が持ち上がり、わたしと目が合う。

　先ほどの声が聞こえた煙の中。悪い視界の中ならば、会長を信じ込ませることができるかもしれない。

　沙倖先輩になるんだ。

「ねぇ、竜司君」

「沙倖さん？」

　わたしの手を握る力が強くなる。

「わたしの話を聞いて」

「沙倖さん、蘇ることができたのですか？」

「わたしは死んでしまったの。それはもう覆せないことなの」

　沙倖先輩は何を思って逝いったのだろうか。

　彼女ならば何を言うだろうか。

「だけどね、わたしは不幸じゃなかったわ」

　沙倖先輩はたくさんの苦労に襲われ、多くの苦痛にあえいだ。だけど、彼女はそれを全すべて受け入れていた。

「大変なこともあったけど、わたしは幸せだったのよ」

　彼女の脚本は悲観的に見える。だけど、根底には明るい未来の暗示があった。

「竜司君やみんなに出会えて、わたしは本当に幸せだったよ。わたしには悔やむような思い出も、やり直したいような過去もない」

　遺のこされた気持ち。

　伝えられたメッセージ。

「わたしね、今でも胸を張って言えるよ。わたしの人生は本当にすばらしいものだったって。だから、やり直す必要なんてないの。みんなとの時間はかけがえのないものばかりだった」

「沙さ倖ゆきさん……」

　よし。いけるぞ！　このまま騙だましきってしまえ！

「だから、お願い。こんなことは……」

　遠くで聞こえた音が間近に迫せまり、突風が芝生の上を吹き荒れる。

　……これは、もしかしてまずいんじゃないのか。

　嫌いやな予感は的中。それまでわたしたちを包んでいた青い煙幕は消え去り、わたしの姿は白はく日じつの下にさらされた。

　会長と目が合う。

　まずい。わたしが演じていたとばれてしまった。

「君は……」

　どうしよう。どうしよう。

　もう、こりゃどうしようもない。

　会長とわたし。そこには二人がいるだけ。

　青い煙は消え去り、周りに人がいないことは明白。

　そのとき、一ひと際きわ強い風が吹いた。わたしの頭の焦こげていたゴムが、その風で切れてしまった。さらりと髪が下り、そのまま風に揺れた。

「……沙倖さん」

　会長の目にわたしが映っている。その眼まな差ざしには驚きと疑いが混ざっている。そうか。普段の沙倖先輩は髪をおろしていたから、会長には今のヘアスタイルの方が馴染み深いのか。いや、たとえそうだとしても状況が大きく改善されたとは思えない。

　ああ、どうしよう！

「わたしね」

　え？

　人の声。その声はさっき聞いた声だ。

「みんなに会えて本当によかった」

　誰だれ？　誰の声？

「わたしの人生はとても幸せなものだった」

　わたしが喋しやべっているの？　だけど、自分では喋っている感覚が少しもない。

　わたしの口は確かに動いている。だけど、言葉は考えなくても自然につむがれた。

　誰だれかがささやく言葉を、何も考えずにそのまま口に出しているような感覚。

　これは……。

「本当にありがとう」

　すっと体から力が抜ける。わたしはその場で膝ひざをついた。どうしたんだろう。何が起こったんだ？

「空そら口ぐちさん」

　会長は間ま違ちがいなくわたしの名を口にした。完全に芝居がばれてしまっている。こりゃ、ますます絶望してしまってもおかしくない状況じゃないのか？

「そうか……」

　会長はうな垂れた。

「あ、いや、その……」

　なんとか取り繕つくろおうと言葉を探すが、もうわたしには無理だった。まともな単語は一つも出てこない。

　その表情は悲しそうだった。

　崇すう拝はいしていたというほどに理想の人が死に、それにとり憑つかれた男。思えば、会長だって被害者みたいなものだ。悪魔に騙だまされ、わたしにも騙されかけて、会長は何を思うのだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      「みんなに会えて本当によかった、か……」

　彼は呟つぶやく。そして、わたしの手を離した。

「最後、ぼくは本当に沙さ倖ゆきさんに会った気がしたよ」

　最後の言葉。あれはわたしの言葉なのか？　自分には少しもその自覚がない。

「幸せだったという彼女の過去を否定して、眠る彼女を無理に起こすのはぼくのエゴだ」

　彼はゆっくりと立ち上がる。

　そうだね、沙倖さん。会長が微かに漏もらした言葉がわたしにも聞こえる。わたしも立ち上がり大きく頷うなずいた。

「沙倖さんへの気持ちは消えないけれど、ぼくはもっと強くならなくちゃいけない」

　会長はフェアリルを見る。

「フェアリル、ぼくはもう君の魔法には頼らないよ」

「ほう」

　フェアリルは微笑ほほえんだ。

「奇遇だね。ボクも君には十分すぎる力をもらったから、君に頼る必要もなくなったようだよ。みんなと一緒に消し炭にでもなるといい」

　へ？

　なにこの展開。

　フェアリルの力はそれほど衰えているように見えない。光の球も先ほどとほとんど同じ大きさで悪魔の手の上にある。

　せっかく会長を立ち直らせたのに、このままじゃ本当にみんな燃えカスにさせられちゃう！

「逃げて！」

　わたしと会長は全力で逃げ出す。すぐ後ろで爆音。状況は少しもよくなってないぞ！

「ボクは魔法史に伝説の一ページを残すのさ」

　フェアリルが光の球をいくつも作り出す。その全すべてをかわすのは到底できそうにない。

「二人の魔法使いさん。ここでさようならだ。ボクに従順だったら、もう少し長生きできたのにね」

　フェアリルが光球をこちらに向ける。

「そこまでよん！」

　間の抜けた声が頭の上から聞こえた。今度は一体何が起こったというのか。もう、何が起こっても驚かないぞ。

「遅いぞ、間ま抜ぬけめ……」

　おじ様が咳せき込こみながら言った。

「永なが音ね先生？」

　一いち之の瀬せ先輩が先に気づき、わたしも遅れて声の主を確認した。

　県民会館別館の屋上で一人の女性が手を腰につけて立っている。それは間ま違ちがいなく永音先生だった。どういうこと？　なんでここに？

「おうおうおう、あんたの悪あく行ぎよう三ざん昧まい、とくとこの目で見させてもらったわ！」

　え？　え？　どういうこと？　予想外の展開に、頭が混乱する。ただ、一つ分かるのは、永音先生が最後の最後で全部いいところを持っていくつもりらしいということだった。

「アスガルズの敏腕天使永音鞠まりちゃんが、神に代わってお仕置きよ！」

　びしっと永音先生がポーズを決める。その背後から、白装束を着た屈強な男たちが続々と顔を出した。みんな背中には輝く翼をつけている。

「どうして、アスガルズがここに！　ボクの捜査は打ち切られたはずなんじゃ……」

　フェアリルが周りを取り囲む天使たちに動揺する。

「わしの捜査はまだ続いている」

　おじ様は体についた汚れを払う。おじ様の周りにも天使たちが降りてきた。

「捜査を打ち切られたお前を、アスガルズに捕まえてもらうためにはこの方法以外思いつかなくてな」

「わざと自分をアスガルズに追跡させて、自分もろともボクを捕まえさせようってことか」

　フェアリルの周りの光が弱くなる。手にしていた光の球も消え去った。

「上手く逃げ続けていたのに、ここでおしまいか」

「悪いことはできないということだ」

　フェアリルは白装束の天使たちに押さえつけられる。やがて、彼の体はだんだんと薄くなっていった。青い光から、白い光へと彼の周りの様子が変わっていく。それは、わたしと契約した悪魔の最さい期ごと似ていた。

「ボクがいなくなれば、魔法の研究は十年遅れることになるよ」

「何でも早けりゃいいってもんじゃない。ちゃんとした順路ってのがあるんだ。その道をはずせば、いい結果など待ってはおらんて」

　おじ様もフェアリルと同様に、少しずつ姿が消えていく。

「相変わらずだね」

「相変わらずさ」

　そして、二人の悪魔は完全に消え去った。

　風が芝生を吹き抜ける。

　事件は全すべて終わった。



「何やってるんですか！」

　放心状態のわたしたちの耳に最初に響いたのは、三み癒ゆ先輩の声だった。中庭でただ呆ぼう然ぜんと立っているわたしと一いち之の瀬せ先輩と会長は、同時に声の方を向いた。

「わわ！　会長もいる！」

　三癒先輩は一度ジャンプして、一歩退いた。

「それよりも、もうみんな待っていますよ！　ていうか、受付の時間が終わっちゃいますよ！」

　わたしは慌てて携帯電話で時間を確認する。表示されている数字は、三癒先輩が正しいことを証明していた。

「急いでください！」

　三癒先輩はそれだけ言うと、くるっと向きを変えて走り出した。

　わたしと一之瀬先輩はお互いに目を合わせる。

「えっと、今のことは……」

　一之瀬先輩が何を言っていいのか分からない、といった様子で言葉を濁にごした。彼は頭をかきながら、必死で現状を整理しようとしているのだと思う。

「とにかく、今は急いでみんなのところに行きましょう！」

　ここで深く考えさせてはダメだ。そう判断したわたしは、自然と一之瀬先輩の手をとっていた。

「さぁ、早く！」

　わたしが手を引くと、一之瀬先輩も動き出す。

「夢なのかな？」

「夢じゃないです！」

　わたしたちは走って中庭を出た。その途中で慌てて走る副会長とすれちがった。気になったわたしが後ろを見ると、副会長が会長の顔についた土つち埃ぼこりをハンカチで拭ふいていた。

　人ごみを抜け、エントランスに戻ると、みんながいた。いつの間に先回りしたのか、永なが音ね先生もみんなと一緒にいた。

「遅いぞ！」

　神門ごうどが言う。こいつに言われると本当に腹が立つ。

「部長がエントリーシート持っているんですから、早くしてください！」

　雛ひな浦うらさんに急せかされて、一之瀬先輩は大急ぎで受付の方へ向かった。

　そのとき、わたしは振り返った一之瀬先輩と目が合った。

　さっきのことはみんなに黙っておこう。

　彼がそう言っているように思えた。

　わたしは頷うなずく。

　共通の秘密を持ったと思うと、何だか急に嬉うれしくなってきた。





　舞台袖そでにスタンバイする。

　ライトはまだ光っていない。

　緞どん帳ちようもまだ上がっていない。

　わたしはどきどきしているけれど、緊張感よりも期待感のほうが大きい。

　アナウンスと開演ブザー。

　ゆっくりと幕が開く。

　わたしたちの劇が始まった。



    

  
    
      


カーテンコール





　劇が始まる直前、わたしは永なが音ね先生に二つのお願いをした。

　一つは、おじ様にひどいことをしないでほしいということ。そしてもう一つは、大会が終わるまでわたしたちの記憶を消さないでほしいということだ。

　一つ目のお願いに関して永音先生は次のようにコメントした。

「わたしの管轄じゃないから分からないわね」

　わたしはそのときの永音先生の表情と言葉遣いから、きっとおじ様は大丈夫だと思った。だって、永音先生は本当に大変なことがあるときは真面目まじめな顔なんてしないし、管轄なんて難しい言葉は使わないんだもん。

　おじ様とまた会えるかどうかは分からないけど、わたしはまだおじ様に本を借りっぱなしだ。この本は絶対にいつか返さなくちゃいけない。きっと、いつか返せる日は来る。

　二つ目のお願いは条件付きで叶えてくれた。

　わたしと一いち之の瀬せ先輩はとんでもない事件の秘密を共有しながら芝居をした。何だか、不ふ思し議ぎな高こう揚ようっていうか、ドキドキ感があって楽しかった。

　大会はどうだったかって？　とりあえず、大おお河内こうちさんが大騒ぎしすぎて会場からつまみ出されていたよ。ああ、聞きたいのはそこじゃないよね。わたしたちの最高の演技はなんと銀賞！　でもね、その大会って金賞が三校くらいに贈られて、金賞の学校が次の大会に進むことになるわけよ。ということで、今回の大会は残念ながらここまでってことになっちゃった。そりゃ悔くやしいことは悔しいけどね、妙な達成感はあったかな。わたしだけじゃなくて、みんなね。やりきったぞぉって感じ。

　あとね、こんなのを発表するのは恥ずかしいんだけど、実は大会が終わった後で、一之瀬先輩に告白しました。はい。ついにしちゃいました。記憶をそのままにしてもらったのは、勢いがあるうちにやっちゃおうってことね。そして、その告白の記憶は翌日永音先生に消されました。見事に完全消去されていました。

　え？　一之瀬先輩はなんて言ったかって？　そんなの、永音先生がまだ生きていることから分かるよね。永音先生だってたまにはいい仕事をするってことだ。まぁ、まだ卒業まで時間はあるんだから、じっくり攻略するさ。





「真ま帆ほちゃん、ほら、蓑みの虫むし蓑虫ですよ～」

　わたしは今、山に来ています。

　秋の山で栗拾い。なんか長閑のどかでいいでしょ。わたしみたいな健全な高校生は、こういうので結構楽しめるのだ。

「おわ！　雛ひな浦うらさん、毬いが栗ぐりは人にぶつけるものじゃないって、痛い痛い」

「先輩、ケツに刺さってるっすよ」

　湊みなと山やま先輩と神門ごうどは上手くやっている。湊山先輩は毎日補習で地獄のような日々を過ごしていると言っていたけれど、定期テストの結果を鑑かんがみるに、神門も同じような道を歩みそうな気がしてならない。もしかして、二人は心の中でお互いの似た部分を見つけたのかもね。

　あ、そうそう。二つ目のお願いを叶えてくれるために約束した条件っていうのはね、わたしの記憶だけ残しておくってこと。

　永なが音ね先生はおじ様をおびき出すためにわたしを特派員として自分の近くにおいておいたはずなんだけど、なんと今回の一件でわたしは本当に特派員として認められたんだってさ。いや、天使の言うことを完全に信じちゃだめだっていうのは十分に勉強したから、完全に信じているわけじゃないけどね。まぁ、記憶が残っているというのは嬉うれしいかな。ちなみに、あの一件以来悪魔は一度も現れていない。わたしの特派員としての仕事は、相変わらず理科準備室の掃そう除じだ。

　理科準備室。

　そう。永音先生までこっちの世界に残っている。いや、本当にいい加減に天界とかに帰って、そのまま人間界には降りてこないでほしいのだが、わたしの管理者として未いまだに高校の先生をやっているのだ。

「やっぱり、秋は食欲の秋よねぇ」

「とりあえず、先生の食欲でそのスタイルを維持しているのが謎なぞです」

「あぁ！　わたしの袋穴あいてる。今まで拾ったの全部落ちちゃった……」

　雛浦さんと宮みや脇わきさんの関係は進展していない。いや、仲のいい友達っていうのは変わらないんだけどね。それ以上にはなっていないってこと。まぁ、よっぽど大丈夫だとは思うんだけど……。雛浦さんは相変わらずかっこいいし、宮脇さんはよく雛浦さんに助けられている。気になることは、雛浦さんに彼氏がいることを、宮脇さんが知ったらどうなるんだろうということ。それとも、もう知っているのかな。何にせよ、今でも二人はわたしのよきクラスメイトであり部活仲間だ。

　秋の山ってちょっと切ない感じがするよね。

　だけど、みんなと一緒ならうきうきするから不ふ思し議ぎ。

　もう少しだけ後日談というか、みんなの話をしておくね。

　大おお河内こうちは相変わらずゴリラみたいに教室で暴れまわっているよ。教室ではボスみたいにしているけど、もう昔みたいにそれが鼻につくことはないかな。毎朝の打撃みたいな挨あい拶さつ方法も相変わらずだけど、最近はわたしもそれを上手くかわすようになっている。大河内のお陰でわたしの身体機能が少し向上したのだ。全然ありがたくないけどね。

　会長は完全に記憶を消されているけど、演劇部にあれこれ言わなくなった。それがなぜなのかは今でも全く分からない。永なが音ね先生が記憶を操作するときに何かしているのじゃないか、とも思ったけど、あの人にそんな気の利きいたことができるとは思えない。記憶には残らなくても、心に残るものがあるのかもね。なんて、いうとちょっとそれっぽく聞こえるから不ふ思し議ぎなもんだ。まぁ実際のところはよく分かんない。

　あ、そうだ！　これはものすごいニュースなんだけど、あの副会長と会長が付き合いだしたっていう噂うわさも聞いているんだよね。会長はまだ分かるんだよ。いや、沙さ倖ゆき先輩のこともあるから、意外っていえば意外なんだけどね。だけど、まだちょっと納得できるじゃん。人間として、人間を好きになる心があるっていうのは分かるし。それよりもっと衝撃的なのがやっぱり副会長でしょ。わたしは規き律りつと結婚します、とか平気で言いそうな人なのにね。どっちが告白したのかとか、普段の副会長はどんな感じなのかとか、いつもお互いを何と呼び合っているのかとか、興味は尽きないけど、そこら辺は三み癒ゆ先輩が現在調査中だから、報告はもう少し待っていてほしい。案外、生徒会が演劇部に文句を言わなくなったのは、会長と副会長がラブラブでわたしたちにまで気が回らなくなったからかもね。

「それにしても広いんすね、ここ」

「えっと、あっちの山までがパパの山ですから行っても大丈夫ですよ。だけど、迷子にならないでくださいね」

　この山は三癒先輩の家の山。天てん真しん爛らん漫まんな三癒先輩だけれど、この前の模試でかなりいい成績をとったという話を聞いた。マークシートは勘でやっています、と豪語していた三癒先輩だけど、本当はたくさん勉強しているんだろうなぁ。その小さな体にたくさんの努力を詰めて、彼女はきっといい大学に進学するのだろう。

「紅葉もみじも綺き麗れいだな」

「およよ。湊みなと山やま君が景色に感動するなんて、珍しいですね」

「そうか？　まぁ、そのなんだ。なんていうか、三癒も紅葉に負けないくらい綺麗っていうか、可愛いっていうか……」

「わーい！　銀ぎん杏なん、銀杏！　臭いですねぇ～」

「……」

　気になっている人がいるかもしれないから報告しておくと、ゴブリンも元気にしているよ。

　もう黒魔法も使うことないと思っていたんだけどね、予想外にゴブリンは召しよう喚かんするのよ、これが。ちょっとしたパシリとかには最適なの。ちょっと反抗的な部分はまだあるけど、それは今後の教育で何とかしていくつもり。ふふふ。

　ああ、一応最後に言っておくと、うちの愚ぐ妹まいは本格的にスポーツ推薦で高校進学を決めるみたい。勉強はもう諦めたって言っていた。まだ秋なのに、諦めるの早すぎるぞ！　なんていう正論はあの子に通じないだろうね。彼氏と違う高校になっちゃうって言っていたから、そのまま別れてしまえばいいと思う。違う高校に行って付き合いが続いているカップルって聞いたことないもんね。そんな話をこの前してみたら、思いっきりクッションをぶつけられた。まぁ、頑張ってあがいてみればいいさ。

「さて、そろそろ帰ろうか」

　わたしたちは山を下りた。

　みんな楽しそうだ。

　この時間が永遠に続くわけじゃない。

　いつかはみんなバラバラになるときがくる。

　今だって、三年生の先輩たちはもう引退しているから、時々体育館に顔を出してくれているけれど、昔みたいに毎日会えるわけじゃない。今日みたいにみんなでお出かけすることも、もうないかもしれない。

　だけど、『今』が懐かしい『過去』になったとき、それが誰だれにも負けない素晴らしい『過去』になるように、『今』を一生懸命生きようと思う。楽しく、笑いながら過ごそうと思う。悔いの残らない日々にしようと思う。

「一いち之の瀬せ先輩」

　わたしは一之瀬先輩の横を歩く。

　他ほかの人たちは、雛ひな浦うらさんに後ろから蹴けられて山を転がる湊みなと山やま先輩を追うために、先に下りていた。

「夏の大会のこと、覚えてませんよね？」

「え？　覚えてるけど」

「大会が終わった後のことは？」

「みんなで焼肉行ったよね」

「その後のことは？」

「カラオケ行ったね」

「その後は？」

「普通に解散だったよ、確か」

　わたしは満足して笑顔で頷うなずいた。

　まだ一敗もしていないことになっている。

「一之瀬先輩、今日ってこの後時間ありますか？」

「ん？　あるよ」

「大事なお話があるんです」

　一之瀬先輩が不ふ思し議ぎそうな顔をする。

　わたしは前を向いて、そのまま先に山を下りていく。

　木々が揺れて、秋の匂においが漏もれ出す。

　わたしは清すが々すがしい気分で前に進んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき





　こんにちは、熊谷くまがいです。

　ついに、『ネクラ少女は黒魔法で恋をする』シリーズも今作で最終回となってしまいました。二〇〇六年の一月にデビューしてから一年と半年、本当に多くの人たちにお世話になった日々でした。

　ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で、著者に賞を与えてくださった審査員の先生方や、編集部の皆さん。作品に様々なアドバイスをしてくださった担当さん。可愛らしいイラストで作品の価値を大いに高めてくださったえれっとさん。印刷や流通に関わった多くの方々、本作を置いてくださった書店さん。その他ほかにも、著者の知らないところで多くの協力があってシリーズは完結しました。

　作中にも同じ内容の言葉が出てくるのですが、『一つのものを皆でつくっていく楽しさ』を著者は確かに感じていました。顔を見たこともないような人たちがほとんどなのですが、それでも一つのチームのような心強さがありました。もちろん、文章は著者が一人で打っています。だけど、本をつくるということは、それだけの作業ではない。この一年半で一番強く感じたことです。

　著者が作家になろうと決めたのは、高校三年生のときでした。それも、高校三年生の卒業式間近。センター試験も終わり、大学の二次試験に向けて必死に勉強をしているとき。

　ふと、大学に入ったら在学中に作家になろう、と思ったのでした。本当に唐突に。

　それまで、小説の真ま似ね事ごとみたいなことはしていました。だけど、プロになろうなんて気は全くありませんでした。それが、何を思ったのか、いきなりそう思ったのでした。

　第一志望の大学の受験に失敗して、後期試験で何とか地方の大学に引っかかりました。その後、大学三年でＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞に応募した作品が賞をいただき、現在に至るというわけです。

　その中で、多くの人に出会い、多くの人から刺激を受けました。今まであまり書きませんでしたが、プライベートでお世話になった人たちも数多くいます。最後だからまとめてお礼を言わせてください。

　とにかく様々な面でサポートしてくれた家族の面々、時々冷凍食品をプレゼントしてくださる大家さん、私を変態といって譲ゆずらない高校弓道部のみんな、いつも一緒に遊んでくれた大学時代のバイト先のみんな、こんな先輩でもちゃんと慕ってくれたサークルの後輩諸君、一年に一回くらい送られる私の意味不明なメールに律りち儀ぎに返信してくれるＭＦ新人同期のみんな、美人なのに独身で孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしている福井のＳさん、本気でお笑い芸人を目指すと言って迷走しているＭくん、非公式サークル温泉部の部長として活躍してくれたＡくん、本シリーズの医い療りよう顧こ問もん（ネク恋は医療関連の設定だけは異様に細かくリアルな設定が存在していたのだ！　本文中にはほとんど出てこないけどね）のＨさん、私のつたないマジックで大喜びしてくれるＫ・Ｓ兄妹、日本酒が苦手な私に日本酒の素晴らしさを教えてくれたＫくん、リアル失踪で私を本気で驚かせてくれたＹさん（元気にしていますか？　お願いですから生きていてください）、みんなに借金をつくったまま石川県に逃げたＩさん（早く皆にお金を返してあげてください）、みんなに借金をつくったまま愛知に逃げてきたＫさん（あなたは本当にいい加減にお金返しなさい！）、兵庫の家電メーカーで働くＴさん（結婚式には呼んでくださいね）、こんな私にファンレターを送ってくれた読者の皆さん、そして本を読んでいるあなた、本当にありがとうございました！

　お礼を言いたい人はまだまだたくさんいます。とにかく、今まで著者に関わった全すべての人にお礼を言いたいです。



　シリーズを通して、常にポジティブなメッセージを書き続けてきたつもりです。『ライトノベルとはみんなハッピーエンドになるべきである』という哲学を持っているわけではありません。ただ、本を読んでくれた人を少しでも元気付けたいという気持ちは強く持っています。ネク恋にはいつもそんな応援のメッセージをこめたつもりです。生なま意い気きに思われたら申し訳ありません。確かに、大した人生経験もしていない著者が人を励はげますなんて、厚かましいことなのかもしれません。それでも、自分にできることを精一杯やったつもりです。少しでも多くの人がハッピーになれますように！



　……著者はあとがきが苦手です。あとがきを書くくらいなら、短編小説を一本書いたほうがいいくらい、あとがきが苦手なのです。だって、何を書いたら読者の皆さんが喜ぶのか全く分からないんです。

　そこで、最後はいつもどおりクイズで締めくくりたいと思います。

　作中に出てくる死者の魂を呼び戻す呪じゆ文もんにはメッセージが込められています。さて、そのメッセージとは何でしょうか？





　それでは、皆さんに最高の読書が訪れますように。







二〇〇七年　七月　熊くま谷がい雅まさ人と



    

  
    
      

　著者

　熊谷雅人（くまがい・まさと）

　　第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で佳作受賞。

　　愛知県にあるギャンブルの街に誕生。

　　初対面の子どもに「意外と若いんでしょ。29歳くらい？」といわれてから、年齢を数えるのをやめる。

　　おかげで、永遠の21歳。やったね★

　　趣味はマジック。人を騙すのが大好き。



　イラスト

　えれっと

　　群馬出身、群馬在住。２月19日生まれ。

　　家事と学業を中途半端にこなしながら絵を描かせていただいてます。

　　家事という新環境での作業にまだまだ慣れませんがうちの犬と戯れつつ頑張りまっす。

　　ｗｅｂページＵＲＬ　http://u-u.2-d.jp/
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